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,第一章 はじめに 
 

ハードリアルタイム OS(RTOS）のアプリケーション開発者たちは、独自の RTOS環境に 

対応できる開発ツールが限定されていたため、作業が制限されていました。必要なツール、

ソフトウェア機能などの資源が限られているために開発に取り組む中でコストや開発範

囲に限界が生じ、さらにはマーケットへの流通を遅らせていると RTOS を使用している開

発者のほとんどがと感じています。 

 

Windows XP®オペレーティングシステム用のRTOS-WinJがあれば、Windowsの多様な開発環

境を利用できるようになります。  

数多くの利用可能な資源を使いながら、より低コストでより短期間にハードリアルタイム

アプリケーションの開発が可能になりました。 

 

 

 

商標について 

本サイトに掲載されている商品またはサービスなどの名称は、各社の商標または

登録商標です。 

 

各社の商標または登録商標 

 

※Microsoft,Windows XP,Windows, Microsoft Developers Studio,MS-DOS 

  Microsoft Visual C, Microsoft Visual Basic, Windows WDK, Microsoft Excel 

の商標はマイクロソフト社の登録商標です。 
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1.1 RTOS-WinJとは 
 

当社は航空宇宙用アプリケーションのデータ収集とコントロールソフトウェアに関する

経験から、RTOS-WinJのコンセプトを提案いたします。 

産業用コントロールのランタイム実行に対して、従来のリアルタイムマイクロカーネル 

ターゲットシステムをサポートするものでした。 

ハードリアルタイムアプリケーションを作成するために必要なツールをアプリケーショ

ン開発者に提供します。以下のRTOS-WinJの長所を利用して32ビットアプリケーションの

開発が可能になります。 

 

・マルチスレッドのスケジューリングをベースとするプリエンティブなラウンド 

ロビンの優先 

・高速なスレッド間通信 

・アプリケーションスレッドのダイナミックスタート／ストップ 

・Windows XP標準アプリケーションと同時実行 

・ハードウェアへのダイレクトなアクセス(Windows WDK不要) 

・Windows XPアプリケーション対応の共用メモリインターフェイス 

・同時スレッド用シグナル 

・インタラプトマネジメントサービス 

・Microsoft標準開発ツールの使用 

・高速で正確なタイマ 

 
RTOS-WinJ の環境は独立型です。RTOS-WinJ のスレッドは RTOS-WinJ の環境で実行される

ので、Windows XPのスケジューリングが立ち遅れても、影響されることはありません。 

Windows XPスケジューラは、RTOS-WinJのスレッドを感知しないようになっています。 

RTOS-WinJは、スケジューラ、一連のサービス、及び内部カーネルを持っています。 
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第二章 概要 
2.1 スレッドとスレッドの状態 
 

RTOS-WinJシステムは、最大 1024の独立型実行スレッドから成り立っています。 

スレッド IDにより、個々のスレッドを識別することができます。 

システムのために保護されている 5つのスレッドには、$Main、$HyperGate、$DebugText、

$Idle、及び$NTtoRWSignalがあります。 

残りの 1019のスレッドに関しては、自由に定義して利用可能です。 

保護されているスレッドは以下のように定義されています。 

 

・$Mainは、ユーザーのメインスレッドです。 

・$HyperGateはWindows XPのサービス管理者であり、RTOS-WinJアプリケーションと

Windows XP間のコミュニケーションを管理します。 

RTOS-WinJの観点からだと、ファイルI/Oサーバーとして機能します。 

・$DebugTextはバッファ付プリントステートメントを取り扱います。 

・$Idle は、優先度が低い状態で実行するスレッドであり、優先度が高いスレッドが他

に存在しない場合のみ実行されます。 

・$NTtoRWSignalは、Windows XPからRTOS-WinJに対するシグナルを処理する 

スレッドです。 

 
それぞれのアクティブスレッドの状態は、以下に記述した5つの内、常にいずれかの状態

になります。 

 
・READY ‐ スレッドはいつでも実行できます。 
・WAIT ‐ スレッドはスリープ状態です。（すなわちスレッドはrwSleepま

たはrwDelayステートメントを実行しています） 
・SEND ‐ スレッドは他のスレッドにメッセージを送信し、返信を待ってい

ます。 
・RECEIVE ‐ スレッドは他のスレッドからのメッセージやシグナルを待って

います。 
・SUSPEND ‐ 実行スレッドが一時中断されています。 

 

その他のスレッドの状態は、エラー状態になった場合のみ表示されます。例えば FREE（ス

レッド ID が未定義の場合）、ZOMBIE（スレッド内で内部エラーが発生した場合、及びス

レッドがシステムに正常に応答しなくなった場合）などです。  
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2.2 スケジューリングと優先度 
 

RTOS-WinJ は、個々のスレッドに 0（最低）から 31（最高）までの優先度を指定します。

システムがスレッドを実行する方法やタイミング及びスレッドを他のスレッドに切り換

えるタイミングがスレッドの優先度の判断材料になります。 

 

例えば、システムスレッドの優先度は、 

 

・$Mainは優先度 8で実行します。 

・$HyperGateは優先度 23で実行します。 

・$DebugTextは優先度 8で実行します。 

・$Idleは優先度 0で実行します。 

・$NTtoRWsignalは優先度 23で実行します。 

 

優先度n のスレッドが実行可能な状態の場合、n より低いスレッドは実行されません。 

2つ以上の同じ優先度のスレッドが実行可能な状態で、それよりも高い優先度のスレッド

が実行可能な状態ではない場合、既に実行可能なスレッドはシステムにおいて1000分の2

秒毎に発生するプリエンティブなラウンドロビンで実行されます。 

 

システムの複数のイベントはスレッドより先にスケジューラを実行させます。 

例えば、 

 

・sleep、delay、または yield関数の実行 

・ほかのスレッドへのメッセージ送信 

・メッセージまたはシグナル受信待ち 

・ISR（インタラプトサービスルーチン）からのシグナル受信 

・システムタイマの完了 
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2.3 共用メモリデータベース 
 

RTOS-WinJユーザーデータ領域は、RTOS-WinJアプリケーションを実行するときは常に存在

します。このデータ領域は、既に定義されたさまざまな種類の一連のグローバル変数およ

び数値から構成されており、これらはユーザー専用です。 

ほとんどのシステムでは、このデータ領域は、16K(16384)Bit、2K(2048)Byte、2K(2048)Word、

2K(2048)Long、および汎用バッファとしてユーザーが使用可能な52K(53248)バイトのメモ

リ領域から構成されています。 

 

rwNumberShared関数やrwUserSharedRam関数を呼び出して、ユーザーがデータの番号及び

サイズを確認することを強くお勧めします。ユーザーデータ領域のBit、Byte、Word、及

びLongは、変数の番号（例えば、Bit#3、Word#7など）を指定し、rwRead関数やrwWrite

関数でアクセスします。 

すべてのデータアクセス関数に関しては、RTOS-WinJAPIの中で詳しく説明します。 
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2.4 終了要求 
 

rwQuitRequest関数によりRTOS-WinJアプリケーションは、システムのシャットダウンによ

るアプリケーション自身の終了するタイミングを決定します。 

rwQuitRequestコール周辺に、RTOS-WinJアプリケーションのメインループを設定すること

をお勧めします。 

アプリケーションが所定時間内（現在の設定は30秒）に、システムからの終了要求を認識

して終了しない場合、RTOS-WinJはアプリーションの状態にかかわらず、アプリケーショ

ンの実行を停止させます。 
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2.6 デバッグトレース 
 

RTOS-WinJでは、デバッグをサポートするイベントトレース機能を提供しています。

RTOS-WinJトレースユーティリティによりカーネルのデバッグバージョンを実行し、さま

ざまな種類のイベントをリアルタイムで記録することができます。 

トレース機能に関して、Pentiumプロセッサまたはそれ以上のプロセッサではマイクロ秒

単位（百万分の1秒単位）の精度で、イベントをタイムスタンプします。（486 プロセッサ

では千分の1秒単位） 

トレース機能によって以下のイベントを記録します。 

・Enter Interrupt 

・Leave Interrupt 

・Enter Kernel Call 

・Leave Kernel Call 

・Enter System Timer 

・Leave System Timer 

・Enter User Timer 

・Leave User Timer 

・Context Switch To RTOS-WinJ 

・Context Switch To NT 

・Enter Processor Fault 

・Leave Processor Fault 

・User Defined Event 

RTOS-WinJトレースユーティリティは、トレース機能をコントロールすることができます。

また、RTOS-WinJ APIの関数を使用した実行中のRTOS-WinJアプリケーションのトレースを

プログラムに基づいてコントロールすることができます。 

・rwTraceDataAvailable  -  トレースバッファの使用可能なレコード数を取得 

・rwSetTraceBufferMode  -  トレースバッファのモード(one-shot/circular)を

設定 

・rwSetTraceBufferSize  -  トレースバッファのサイズを設定 

・rwStartTraceMonitoring  -  スタートトリガの検索開始 

・rwStopTracing  -  トレースの停止（トリガの検索停止） 

・rwSetTraceTriggers  -  トレースするイベントトリガを設定 

・rwDebugTraceEvent  -  ユーザー定義のトレースイベントを設定 

・rwDumpDebugTrace  -  トレースバッファ内容をファイルに出力 

・rwSetTraceDumpFile  -  トレースバッファ内容を出力するファイルを設定 

・rwGetTraceState  -  現在のトレース状態を取得 

・rwGetTraceBufferSize  -  トレースバッファのサイズを取得 

・rwGetTraceBufferMode  -  現在のバッファモードを取得 

・rwGetTraceTriggers  -  現在のスタートおよびストップトリガを取得 
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スタートおよびストップトリガはイベントのトレースをコントロールします。 

ユーザーは、複数のスタートトリガとストップトリガを設定することができます。 

（スタートトリガは最低 1つ設定します。ストップトリガは設定しなくてもかまいませ

ん。） 

トレースを開始するトリガを構成している要素は、トレース可能な通常のイベントです。 

スタートトリガによりトレースが開始されると以下のイベントのいずれかが発生するま

でトレース可能なすべてのイベントをトレースバッファに記録します。 

 

・バッファモードがone shot時のバッファフル 

・ストップトリガの発生 

・RTOS-WinJアプリケーションによるrwStopTracingの呼出し 

・WindowsアプリケーションによるHyperShare APIのrwStopTracingの呼出し 

・ユーザーによるRTOS-WinJトレースユーティリティ からのトレース停止 

 

 

デバッグトレースユーティリティ 

 

RTOS-WinJトレースユーティリティを使用してRTOS-WinJシステム内のさまざまなイベン

トをリアルタイムでトレースすることができます。 

ユーティリティはメモリ内のトレースバッファにイベントを保存してからディスクに出

力します。 

トレースセッションが終了すると、ユーティリティはイベントを検査します。 

Pentiumプロセッサまたはそれ以上のプロセッサではマイクロ秒単位（百万分の1 秒単位）

の精度で、イベントをタイムスタンプします。（486プロセッサでは千分の1秒単位） 
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2.7 その他 
 

RTOS-WinJは、多くのユーザーにとって必要なファイルI/Oやハードウェアアクセスをはじ

めとした多目的機能を備えています。ユーザーは、ハードウェアにアクセスするためにI/O

ポートの読込み・書込みを行う場合があります。ハードウェア割込みを処理するインタラ

プトサービスルーチン(ISR)を登録する場合もあります。 

あるいはアドレスのマッピングやメモリの書込みを行い、メモリにマップされたデバイス

をアクセスすることもあります。 

このようなトピックは、提供しているサンプル内において説明があります。 

付録E サンプルプログラムをご覧になるか、インストールディレクトリのソースファイル

を参照してください。 

 

RTOS-WinJは、以下のような機能も提供しています。 

 

・INIファイルサポート 

RTOS-WinJは、新しい2つのAPI関数によりWindows INIファイルのサポートを提供して

います。 

この新しい関数rwGetPrivateProfileString及び rwWritePrivateProfileStringは、

Win32 関数のGetPrivateProfileString及びWritePrivateProfileStringと同じ機能

です。 

 

・ファイルハンドリング関数 

RTOS-WinJは、rwCopyFile、rwRenameFile及びrwRemoveFileを含むいくつかのファイ

ル処理関数を提供しています。 

 

・フロントエンドに依存しない実行 

RTOS-WinJは、Windows XPフロントエンドのコントロールとは独立して動作します。 

HyperShare APIの2つの関数rwAttachDebugWindow及びrwDetachDebugWindowにより

RTOS-WinJアプリケーションの実行に影響することなくRTOS-WinJフロントエンドプ

ログラムを開始及び停止することができます。 

 

・Windows XPからのスレッドコントロール 

Windows XPフロントエンドは、HyperShare APIの関数により実行中のRTOS-WinJアプ

リケーションのスレッド操作を確実にコントロールします。スレッドの一時停止・終

了・再開は、rwResume、rwSuspend、rwSetPriority及びrwKillThreadによりスレッド

の優先度を変更して行います。さらにRTOS-WinJアプリケーションの新しいプロセス

の作成は、rwCreateProcessを使用します。 
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2.8 警告 

 

コンピュータのBIOSシステムの一部としてのアドバンストパワーマネジメント機能が実

行中のRTOS-WinJシステムと衝突してしまうことがあります。 

従って、起こり得る衝突をあらかじめ避けるために、コンピュータのすべてのパワーマネ

ージメントユーティリティを使用不可にしてからRTOS-WinJアプリケーションを起動して

ください。 
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2.9 プロセス間通信 

2.9.1 メッセージ 
 

メッセージとはスレッドから他のスレッドに送信されるユーザー定義のデータパケット

です。 

スレッドが他のスレッドにメッセージを送信する場合、受信側のスレッドがメッセージを

受信・応答するまで送信側のスレッドはブロック（一時停止および待機）されます。 

メッセージ受信待ちのスレッドは、他のスレッドがメッセージを送信するまでブロックさ

れます。応答操作は、スレッドをブロックすることはありません。 

 

以下の例では、スレッドBがスレッドAのメッセージ送信を待ち、メッセージにより実行を

再開し、そのあとに応答しています。色付の文はRTOS-WinJの関数です。 
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次の例では、スレッドAがメッセージ送信後、スレッドBがそのメッセージを受信し、その

あとに応答しています。 

スレッドBはブロックされません。 

 

 
 

メッセージを受信するスレッドは、ピアツーピアモード(P2P)で動作し、指定のスレッド

からのメッセージを受信することができます。もしくは、client/serverモードで動作し、

他のスレッドからのメッセージを受信することもできます。 

 

複数のスレッドが無限にブロックされる原因となる状況を避けるよう十分に注意してく

ださい。スレッドAがスレッドBにメッセージを送信、スレッドBがスレッドCにメッセージ

を送信、スレッドCがスレッドAにメッセージを送信する状況になると、無限ブロッキング

が容易に発生します。 

 

2.9.2 シグナル 
 

シグナルは、スレッド間通信の一種であり、メッセージより優先される基本的なノンブロ

ッキング同期式通信方法です。 

シグナルは、送信および受信スレッドがある点ではメッセージと非常に似ています。 

（スレッドXがrwSignal関数を使用してスレッドYにシグナルを送信することは、     

スレッドXがrwSend関数を使用してスレッドYにメッセージを送信することと同じです。） 

 

シグナルにはデータが存在しません。また、送信スレッドがブロックされません。この点

がメッセージとは異なります。 
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第三章 RTOS-WinJランタイムマネージャ 
 

RTOS-WinJ RunTime Manager(RTM)では、次にあげる機能を提供しています。 

 

・Windows XPユーザーレイヤ内からのRTOS-WinJアプリケーションの実行 

・RTOS-WinJアプリケーションからの出力メッセージのモニタリング 

・RTOS-WinJアプリケーション全スレッドの関数操作のステータスのモニタリング 

・RTOS-WinJ共有メモリのモニタリングおよび変更 

・DDEサーバとしての動作 

・プロセスの特徴的な機能の経過時間表示 

・RTOS-WinJのバージョン情報・リソースのヘルプ・設定オプションの表示 

 

RTOS-WinJ ランタイムマネージャ(RTM)は、複数の RTOS-WinJ プロセスの識別・統計デー

タを表示するグラフィカルユーザーインターフェイス(GUI)です。 

RTMでは RTOS-WinJの共有メモリを全て検索・表示することが可能です。 
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3.1 WindowsからのRTOS-WinJアプリケーションの起動 
 

スタートメニューの[すべてのプログラム]-[ RTOS-WinJ]-[RTOS-WinJ 

Runtime Manager]を選択して RTMを起動することができます。あるいはコマンドプロンプ

トから RTMを起動することもできます。 

起動時の RTOS-WinJランタイムマネージャの画面は、Threads タブの画面を表示します。 

 
 
コマンドラインからの起動 
 
引数を使用してRTMを起動することができます。起動方法は以下の通りです。 

 

rwRTM.Exe [flag1 [arguments1]] [flag2 [argument2］］．．． 

 

RTMのパラメータ(フラグ)及び引数 

 

・/s <pathAndFileName.exe> 

・/c <pathAndFileName.exe> <stackSize> <processName> <priority> 

・/noconfirm 

 

引数で使用するパスは、絶対パスを使用してください。 
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/sスイッチ 

RTOS-WinJプロセスが実行していない場合、RTOS-WinJアプリケーションを起動するときに

使用します。 

 

例えば、 

rwrtm.exe /s “c:\Program Files\\RTOS-WinJ\bin\rwsmpl3.exe” 

 

/cスイッチ 

RTOS-WinJが既に実行中の場合、RTOS-WinJアプリケーションやプロセスを起動するときに

使用します。 

この場合、スタックサイズ、スレッド（プロセス）名、及びスレッドの優先度を指定しま

す。 

/cスイッチは、rwCreateProcess関数を実行します。 

そのため、コマンドを入力する時にRTOS-WinJが実行されていなければなりません。 

/cコマンドは、/sコマンドに続いて入力する場合があります。これは、/sコマンドが

rwStartApplication関数を実行するためです。 

 

rwrtm.exe /s “c:\Program Files\\RTOS-WinJ\bin\rwsmpl3.exe” 

/c “c:\Program Files\\RTOS-WinJ\bin\rwsmpl1.exe“ 23000 rwmple1 9 

 

/noconfirmフラグ 

ユーザーがRTMを使用してRTOS-WinJアプリケーションを起動する場合、確認ダイアログを

表示しません。 

/noconfirmフラグを使用している場合、“Are you sure you want to exit?”ダイアログ

は表示されません。 

/noconfirmコマンドは、コマンドのあとに続くプロセスにだけに適応されます。 

 

例えば、 

rwrtm.exe /noconfirm /s “c:\Program Files\\RTOS-WinJ\bin\rwsmpl3.exe” 

 

引数のはじめを示す/以外のデリミタ（区切り符号）は不要です。 

しかし、ファイル名のパスにスペースがある場合は二重引用符が必要です。 

 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

3.1.1 パスワード保護 
 

ThreadsタブのPasswordボタンをクリックして、スレッドを終了させるための Password 

Protectionポップアップダイアログボックスを表示して下さい。 

 

 

パスワード保護を設定するには、 

 

・Change statusボタンをクリックしてPassword protection statusダイアログボック

スを表示します。 

・Enable password protectionチェックボックスをチェックしOKをクリックして下さい。

現在のパスワード保護ステータスがENABLEDにかわります。 
 

パスワード保護ステータスがENABLEDの状態でChange Passwordボタンをクリックし、新し

いパスワードの入力あるいは既存のパスワードの変更を行ってください。 

 

Change Passwordダイアログボックスにおいて 

 

・確認のため、古いパスワード（設定している場合）を入力してください。 

・20文字以内で新しいパスワードを入力してください。 

・確認のため、再度新しいパスワードを入力しOKをクリックしてください。 

 

新しいパスワードの入力によりCurrent password statusがVALIDになります。 

Current password statusがVALIDの状態でパスワード保護を無効にする場合は、現在のパ

スワードを入力して確認することが必要です。 
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3.1.2 RTOS-WinJアプリケーションの起動と停止 
 

RTOS-WinJアプリケーションを起動するには、RTOS-WinJ Application editボックスにお

いて、プログラムの絶対パスとファイル名を入力します。 

ユーザーはBrowseボタンを使用し、ファイルを選択することもできます。Startボタンで

選択したアプリケーションを起動します。 

 

選択したファイルは、HyperShare APIを使用していないRTOS-WinJアプリケーションでな

くてはならないことに注意してください。 

HyperShare APIを使用しているWindows XPアプリケーション及びRTOS-WinJアプリケーシ

ョンは、RTMのユーザーインターフェイスから実行することはできません。 

 

RTOS-WinJシステムが稼動している場合、Start RW Treadダイアログボックスが表示され、

（メインスレッドである）新しいアプリケーション用のパラメータを入力するよう指示さ

れます。Stack size、Thread Name（16文字以内）、及び0から31までのスレッドのPriority

（優先度）を入力して下さい。 

 

RTOS-WinJアプリケーションを停止するには、Stop RTOS-WinJボタンをクリックします。

このボタンは全スクリーンに表示され、実行中のすべてのアプリケーションを停止し、

RTOS-WinJシステムをシャットダウンするためのものです。 
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3.2 出力メッセージの表示 
 

 

RTOS-WinJ RTMには、テキストウィンドウにプロセスの出力情報（デバッグ情報）を表示

するアウトプット表示画面があります。RTMウィンドウにあるOutputタブをクリックして

画面にアクセスします。現在実行中のすべてのプロセスがこの画面に表示されます。Print 

Displayボタンを使用して、現在表示されている画面の内容を印刷する事ができます。

Clearボタンで画面をクリアにすることもできます。 

 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

3.3 スレッドステータスの表示と変更 
 

スレッドステータスのモニタリング 

 

RTOS-WinJ RTMでは、複数の処理とスレッドに関する識別・統計情報を同時に表示します。

Threadsタブにアクセスし、プロセスやスレッドを確認してください。 

次にあげるような個々のスレッド情報を確認することができます。 

 

・スレッド名(Thread name) 

・スレッド ID(TID ： 0-1023) 

・親スレッド ID(Parent TID) 

・スレッドの優先度(0-31) 

・スレッドの状態(READY, RECEIVE, SEND, SUSPEND, WAIT) 

・関連スレッド ID(AssocTID：送信によるブロックが発生していない場合、送信元の ID) 

・ペンディングシグナル(Signals) 

・スタックサイズ(Stack) 
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スレッド関数の操作 

 

Threadsタブウィンドウに表示されているスレッドを右クリックし、スレッドを編集する

ことができます。スレッドを終了・停止・再開するオプション及びスレッドの優先度を変

更するオプションを表示したポップアップウィンドウが表示されます。 

 

 
 

どのオプションを選択しても、選択したスレッドの編集に関する警告が表示されます。 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

3.4 メモリ内容の表示 
 

 

RTOS-WinJ RTMでは、様々な型のユーザー共有メモリの内容を表示します。Memoryタブを

クリックし、RTOS-WinJのメモリ内容を表示してください。 

メモリ表示では、独特のコントロールをいくつか使用しています。このコントロールは、

Data Display Optionsです。画面の表示内容の変更及び実際のメモリの値の変更を行うこ

とができます。 

 

Typeの選択 

RTOS-WinJのメモリ及びユーザー共有メモリをＴypeのドロップダウンリストから選択し

表示することができます。 

 

Sizeの選択 

RTOS-WinJの4つのサイズのメモリを表示することができます。 

Bit・Byte・Word・Longの4種類です。 

Bitは16384個、Byte、Word、Longは2048個です。Sizeのドロップダウンリストから表示す

るサイズを選択してください。デフォルトはLongです。 

 

Formatの選択 

符号なし10進数、符号付10進数、16進数、2進数、8進数、またはBitのフォーマットを使

用して、選択したメモリのタイプやサイズを表示することができます。 

Formatのドロップダウンリストから表示したいメモリのフォーマットを選択して下さい。
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メモリ内容の変更 

 

アプリケーション実行中に、メモリ内容を変更することが可能です。メモリウィンドウの

Offset列に表示されているメモリ変数のアドレスを右クリックしてください。ポップアッ

プウィンドウには、変更するアドレスのオフセット値の選択が表示されます。 
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3.5 名前付メモリ 
 

RTOS-WinJ RTMでは、様々なフォーマットでRTOS-WinJの名前付メモリの値を表示すること

ができます。 

Named Memory SegmentsタブをクリックしてRTOS-WinJの名前付メモリの内容を表示してく

ださい。選択された名前付メモリの内容は、ウィンドウの右側に表示されます。Contents 

Display Optionsを使用して選択したメモリの表示方法を変更することができます。 

 
 

Sizeの選択 

RTOS-WinJの4つのサイズのメモリを確認することが可能です。 

Byte・Word・Long・Floatの4種類です。Byte、Word、Longは、2048個です。 

Data sizeのドロップダウンリストから表示したいメモリのサイズを選択して下さい。 

デフォルトはLongです。 

 

Formatの選択 

符号付10進数、16進数、2進数、8進数、Bit、またはFloatのフォーマットを使用して選択

した名前付メモリを表示することができます。 

Data Formatのドロップダウンリストから表示したいメモリのフォーマットを選択して下

さい。 
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3.6 ダイナミックデータエクスチェンジ(DDE) 
 

RTMは、ダイナミックデータエクスチェンジ(DDE)サーバーとして機能します。これは、他

のアプリケーションがRTOS-WinJ共有メモリのデータを読み書きしてRTOS-WinJに関する

情報をリレーするものです。 RTMは、DDEMLとインターフェイスを取ることによって

RTOS-WinJのデータを表示します。設定されたサービスネーム、トピック、アイテムの文

字列を使用することによりDDEクライアントソフトウェアを書き込むことが可能であり、

Microsoft Excelなどの既存のプログラムにネームを追加することも可能です。 

 

DDEからリレーされる情報のフォーマットは、以下のもので構成されています。 

 

service_name｜topic_name!'identifier' 
 
identifierの前後には引用符が必要ですので注意してください。 

 

 

 

サービスネーム 

 

DDE通信を確立する時にRTMは以下のサービスネームをサポートします。 

 

・HyperLink 

・HyperLnk  (8文字以内 ： MS-DOSの実行可能ファイル名称の制限) 
・RWRTM  (8文字以内 ： MS-DOSの実行可能ファイル名称の制限) 
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3.7 パフォーマンスの表示 
 

 

 RTMでは一定時間、プロセスのパフォーマンスを表示します。 

RTMのPerformanceタブをクリックしてシステムパフォーマンス画面にアクセスしてくだ

さい。このシステムパフォーマンス画面では、その時点でのRTOS-WinJのプロセスに関す

る統計を表示します。Turn On Perfomance MonitoringをチェックするとRTOS-WinJ RTM

は、RTOS-WinJに割り当てられている CPU時間をベースにした統計を表示します。以下の

ものは、絶えず更新されるフォーマットです。 

 

・% RTOS-WinJ CPU Urwge By Priorityの棒グラフは、プロセスの優先度別に CPUを占

める RTOS-WinJの使用率を表示します。個々の棒グラフは 0から 31までの優先度を

表します。 

 

・% RTOS-WinJ CPU Urwgeの棒グラフは、現在実行中の RTOS-WinJプロセスが使用して

いる CPUの時間の割合を表します。 

 

・% RTOS-WinJ CPU Urwge History の折れ線グラフは、RTOS-WinJ が使用した CPU の履

歴を表します。 
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3.8 RTOS-WinJシステム情報の取得と操作 
 

 

 
RTOS-WinJ RTMでは、RTOS-WinJのバージョン情報を表示するオプション画面があります。

RTMウィンドウのOptionタブをクリックしてオプション画面にアクセスしてください。 

オプション画面では次のことができます。 

 

・AboutボタンのクリックでRTMに関する情報を示すaboutボックスを表示します。 

 

・HelpボタンのクリックでRTOS-WinJオンラインヘルプを表示します。 

 

・ConfigureボタンのクリックでRTOS-WinJ Configuration Wizardが起動します。 

RTOS-WinJシステムの環境設定を確認･変更することができます。 

 

・SettingsボタンのクリックでRTOS-WinJ configuration Settingsのクイックビューを

表示します。 

 

・TraceボタンのクリックでRTOS-WinJ Trace Utilityが起動します。 
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第四章 RTOS-WinJトレースユーティリティ 
 

RTOS-WinJにはデバッグをサポートするイベントトレース機能があります。 

カーネルのデバッグバージョンは、RTOS-WinJトレースユーティリティにより起動され、

様々なイベントをリアルタイムで記録します。 

トレース機能は、RTOS-WinJトレースユーティリティによりコントロールされ、 RTOS-WinJ 

API機能を使用する実行中のRTOS-WinJアプリケーションをプログラムに基づいてコント

ロールします。 

 

RTOS-WinJトレースユーティリティによりRTOS-WinJシステム内の様々なタイプのイベン

トをリアルタイムにデバックすることが可能です。 

トレースユーティリティでは、メモリのトレースバッファにイベントを保存し、そのバッ

ファをトレースセッション終了後、検査してディスクへ書き込みます。 

このイベントは、Pentiumプロセッサまたはそれ以上のプロセッサではマイクロ秒単位（百

万分の1秒単位）の精度で、イベントをタイムスタンプします。（486プロセッサでは千分

の1秒単位） 
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4.1 トレースユーティリティを使用可能にする 
 

Trace UtilityのメインウィンドウにあるEnable Traceチェックボックスをチェックする

ことによりRTOS-WinJシステムは、カネールの特別なバージョンを実行するようになって

います。このカーネルは、トレース可能なイベントをトラップおよび記録するフックを備

えています。カーネルのトレースバージョンは、標準カーネルよりも実行速度が遅いため、

デバッグを目的としたトレースセッションを実行する場合のみEnable Traceチェックボ

ックスをチェックしてください。 

 

 

注意 ： RTOS-WinJアプリケーションを起動した時、RTOS-WinJシステムはカネール標準バ

ージョンとトレースバージョンの実行する・しないを決定します。そのため、シ

ステムがRTOS-WinJアプリケーションを実行している間は、トレースを実行する

ことができません。実行中のRTOS-WinJアプリケーションを停止・再スタートす

るまでは、トレースによる影響はありません。 
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4.2 トレースユーティリティの起動 
 

トレースカーネルは、イベントをトレースバッファに記録するタイミングを決定するため

にスタートトリガ及びストップトリガの両方を使用します。カーネルは、イベントのモニ

タリングを開始するまでデータをトレースバッファに記録しません。次の 3 つの方法の

内 、1 つを使用してイベントのモニタリングを開始することが可能です。（これらの方

法を行うには Enable Tracing チェックボックスをチェックしてください。） 

 

・Trace Utiliy ウィンドウの Fileメニューから Start Monitoringを選択します。 

あるいは、Start Monitoringボタン をクリックします。 

このオプションは、アプリケーションが実行中の場合のみ操作可能です。 

 

・Trace Utilityのメインウィンドウの Auto Start Monitoringチェックボックスをチェッ

クし、RTOS-WinJアプリケーションを実行してください。 

このオプションは、モニタリングの開始と共に RTOS-WinJアプリケーションを起動します。 

これは、システムが起動してから最初の数秒内で起こるイベントを記録･検出するのに非

常に有効です。 

 

・RTOS-WinJ API の関数 rwStartTraceMonitoring を使用している RTOS-WinJ アプリケ

ーションを実行してください。 
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4.3 開始・停止トリガの選択 
 

トレースが使用可能状態でモニタリングが開始されている時にRTOS-WinJアプリケーショ

ンが起動されるとカネールは、スタートトリガイベントの検索を開始します。 

スタートトリガは、イベントをトレースバッファに記録しはじめるタイミングを決定しま

す。 

 

もっともシンプルな形のスタートイベントは、Start Monitoringイベントです。 

このイベントは特別なイベントであり、イベントのモニタリングを開始すると同時に    

トレースバッファにイベントの記録が開始されます。 

Start Monitoringイベントがスタートトリガとして設定していない場合は、設定したスタ

ートトリガの1つが発生するまでトレースバッファに記録されるイベントはありません。 

例えば、スタートトリガのイベントとしてEnter Interruptを設定する場合もあります。 

 

イベントの記録が開始されると、以下のイベントの1つが発生するまで一連のイベント   

すべてをトレースバッファに記録します。 

 

・バッファモードが one shot 時のバッファフル 

・ストップトリガの発生 

・RTOS-WinJ アプリケーションによる rwStopTracing の呼出し 

・Windows アプリケーションによる HyperShare API の rwStopTracing の呼出し 

・RTOS-WinJ トレースユーティリティのメインウィンドウからの File → Stop 

Monitoring 

・メニューオプションの選択、ツールバーボタンのStop Monitoringの のクリック 

 

トレースが停止されると記録されたイベントを設定した出力ファイルに出力します。 

トレースユーティリティが自動的にバイナリ出力ファイルを CSV テキストファイルに変

換後、適切なヘッダと共にテキストファイルを表示します。



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

 
 

注意１： モニタリングを開始してある状態でRTOS-WinJプロジェクトの実行を停止した

場合、ディスクに出力されるファイルはありません。出力ファイルを作成する

ためには、モニタリングを停止してから RTOS-WinJプロジェクトの実行を停止

してください。 

 

注意２： モニタリング開始後、既に複数のイベントが記録されている時に RTOS-WinJア

プリケーションのスレッド 0においてプロセッサフォルトが発生した場合、ア

プリケーションは正常にシャットダウンし、出力ファイルは自動的にディスク

へ出力されます。その後、ユーザーが出力ファイルを選択し、トレースユーテ

ィリティでファイルを表示することができます。ユーティリティは、このファ

イルをバイナリファイルであると認識し、表示するためにバイナリファイルを

テキストファイルへ自動的に変換します。スレッド 0以外のスレッドにおいて

プロセッサフォルトが発生した場合、RTOS-WinJシステムは引き続き実行され、

イベントのモニタリングや記録が通常通り続けられます。 
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4.3.1 スタートおよびストップトリガイベント 
 

下の表は、トレースカネールが記録することができるイベントです。これらのイベントは、

スタート及びストップトリガとしてすべて使用することができますが、特別なイベントで

あるStart Monitoringは、スタートトリガとしてのみ使用することができます。 

 

イベント 説 明 

Enter Interrupt RTOS-WinJ割込みルーチンの開始 

Leave Interrupt RTOS-WinJ割込みルーチンの終了 

Enter Kernel Call RTOS-WinJAPI コールの開始 

Leave Kernel Call RTOS-WinJAPI コールの終了 

Enter System Timer RTOS-WinJシステムタイマーの開始 

Leaves System Timer RTOS-WinJシステムタイマーの終了 

Enter User Timer ユーザー付属タイマ (rwAttacrwystemTimer) の開始 

Leave User Timer ユーザー付属タイマ (rwAttacrwystemTimer) の終了 

Context Switch To RTOS-WinJ Windows XP→RTOS-WinJの切換え発生 

Context Switch To NT RTOS-WinJ→Windows XPの切換え発生 

Enter Processor Fault プロセッサフォルトルーチンの開始 

Leave Processor Fault プロセッサフォルトルーチンの終了 

User Defined Event RTOS-WinJアプリケーションのrwDebugTraceEventの呼

び出し 

 

さらにRTOS-WinJ API及びHyperShare APIには、イベントのトレースや記録をコントロー

ルすることができる多くの機能があります。 
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4.4 トレースユーティリティSettingsタブ 
 

 

メニューオプション 

 

Fileメニューには次のオプションがあります。 

 

・Start Monitoring トリガ/イベントのモニタリングの開始 

・Stop Monitoring トリガ/イベントのモニタリングの停止、イベントの記録の停止 

・Print File 情報タブに表示されているテキストファイルの内容の印刷 

（テキストファイルが表示されている場合に有効） 

・Exit  アプリケーションの終了 

 

Tool メニューの Runtime Manager オプションは RTOS-WinJ RTM アプリケーション

を起動するものです。 

Help メニューの About RTOS-WinJ Trace オプションはアプリケーションのバージ

ョン情報を表示するものです。 
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トレースユーティリティの設定 

 

トレースユーティリティメインウィンドウのBuffer InformationにModeとNumber of 

Recordがあります。 

ModeはトレースバッファのモードをCircularまたはOne Shotから選択することができま

す。 

Circularモードはバッファをサイクリックに使用します。バッファの空きが無くなると一

番古いイベントを上書きし、引き続きイベントをモニタリングします。 

One shotモードは、バッファに空きが無くなるとイベントのモニタリングを停止します。 

Number of Recordはレコード数によってトレースバッファのサイズを決定します。 

また、Trace Utilityのメインウィンドウには、Debug Trace Informationにfilenameがあ

ります。Browseボタンをクリックしてダイアログボックスを表示してください。 

出力ファイルのファイル名を入力することができます。選択したファイル名は読み取り専

用として表示されます。 

 

トレースユーティリティトリガ 

 

Start Eventsとは、イベントのトレースバッファへの記録開始となるトリガの選択肢リス

トです。Stop Eventsは、イベントのトレースバッファへの記録停止となるトリガの選択

肢リストです。 
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4.5 Historical Trace File Informationタブ 
 

 

Historical Trace File Informationタブでは、出力ファイルのパスとファイル名、ファ

イル作成日時、ならびにファイル内の総記録数を表示します。 

 

出力ファイルには、記録No、記録したトリガの種類、トリガの詳細（トリガに関連してい

る関数呼び出しなど）、記録が書き込まれた時のマイクロ秒単位での実行時間、記録が書

き込まれた時に実行していたTID 、その他の情報（関数終了時の戻り値など）があります。 

 

他の出力ファイルを確認したい場合は Clear Grid ボタンをクリックして画面をクリア  

してから Open File ボタンをクリックし、表示する出力ファイルを選択します。 
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第五章 RTOS-WinJ 設定ウィザード 
 

RTOS-WinJ設定ウィザードはWindows XPのアプリケーションであり、RTOS-WinJをシステム

に設定することができます。RTOS-WinJをインストールするとウィザード画面が表示され、

システムをコントロールするWindows XPの変更を行うことができます。また、システムに

インストールしたあとでも変更を行うためにRTOS-WinJ設定ウィザードを実行することが

できます。RTOS-WinJランタイムマネージャ(RTM)ウィンドウ上でOptionsタブをクリック

してください。このオプションウィンドウでconfigureボタンをクリックします。

RTOS-WinJ設定ウィザードを実行する時は、管理ユーザー権限が与えられていることを確

認してください。 
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5.1 RTOS-WinJ設定ウィザードの開始 
 

 

RTOS-WinJのインストール中にRTOS-WinJ設定ウィザードは自動的に実行されます。表示さ

れている値を直接変更するか、または値の右側にあるスピンコントロールを使用し変更し

ます。 

 

システム設定、標準タイミング設定、メモリボードの設定、Windowsのブートメニューの 

選択、及び通信用ポートの設定の各設定を行う事が可能です。 

設定が終了すると現在の設定が表示されます。必要であれば、変更したいウィンドウに戻

り変更してください。設定した内容が正しい場合はリブートシステムに進んでください。 

 

RTOS-WinJをインストールしたあとに設定をする場合、RTOS-WinJ設定ウィザードの  ウ

ィンドウのうちいくつかは、インストール中に表示されるウィンドウとは若干の違いが 

あることに注意してください。 

インストール中の場合、Cancelボタンはどのウィンドウにも表示されません。 

RTOS-WinJ RTMからウィザードを実行する場合はCancelボタンをクリックすると変更をキ

ャンセルしRTMに戻ります。 

 

Nextを押して、次のページに進んでください。 
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5.2 システム設定 
 

System Settingsウィンドウには、Windows XPで使用可能な全メモリ量の物理RAM の表示

があります。 

Windows XPが全物理メモリの一部にのみアクセス可能なようにシステムが設定されてい

る場合があります。このウィンドウに表示されているメモリ量は、アクセス可能なメモリ

のことではなく、システムにインストール済みの全物理RAMであるということを必ずご確

認ください。 

 

 

 
注意：このオプションがチェックされれば、ドライバメモリの設定も使用可能になります。 

（以下をご覧ください。） 
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System Memory設定では、システム起動時にRTOS-WinJへ割り当てられるメモリ量をコント

ロールします。 

  

• Physical RAMでは、システムにインストールされている全メモリ量を表示

します。 

Windowsが全物理メモリの一部にのみしかアクセス可能なようにシステム

が設定されている場合があります。表示されているメモリ量は、システム

にインストールされている全物理RAMであるということをご確認ください。 

 

• RTOS-WinJ Memoryでは、ユーザーのアプリケーション用にRTOS-WinJが使

用可能なRAM量を設定することができます。デフォルト値は2MBですが、特

別大きい場合や複雑なコントロールアプリケーションを実行しようとす

る場合は、値を上げることができます。 

 

• Driver Memoryは、TCP/IPサポートが可能である場合、イーサーネットNIC

ドライバに割り当てられるメモリ量です。（上図を参照してください）必

要なメモリ量は、選択されるドライバの種類によって変わります。（ドラ

イバ自体は、Ethernet TCP/IP Confiｇuration Wizardを使用して選択・

設定します） 

ODIドライバ用のドライバメモリは1MB必要です。NE2000ドライバ用の   

ドライバメモリは必要ありません。 

 

注意： RTOS-WinJに割り当てられた総メモリ＝(RTOS-WinJメモリ+ドライバメモリ)です。

このメモリは、システム起動中は保護され、どのような方法でもWindowsがアク

セスすることはできません。 

 

Initial Thread Stack Sizeは、アプリケーションによって作成された第1スレッドの初期 

スタックサイズを示します。アプリケーションによって作成されたその他全てのスレッド

は、APIパラメータリストでスタックサイズの数値を入力しなくてはなりません。デフォ

ルト値は32Kです。 

 

RTOS-WinJ Signaling Interruptは、RTOS-WinJとWindows XP間の通信を扱うために使用さ

れるシステム割込み(IRQ)を示します。この値はシステム内で未使用のIRQでなければなり

ません。この値は必ず選択してください。 

 

IRQを選択せずに次のウィンドウに進もうとした場合や、Detailsボタンをクリックした 

場合、Windows XPシステム情報ウィンドウのサンプルが表示されます。この説明を読み、

Nextを押して次に進んでください。 

Windows XPのシステム情報ページが表示されます。IRQを選択してシステムが現在使用し

ているIRQを表示してください。 
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システムが現在使用しているIRQを確認し、が使用可能な割込みを見つけてください。 

 

確認後、システム情報ウィンドウを閉じ、RTOS-WinJ signaling interruptに使用可能な

IRQをセットしてください。 

 

Nextを押して次のページに進みます。 

Backを押すと前のページに戻ります。 

 

インストール時には、Cancelボタンは表示されません。 

RTMからウィザードを実行している場合にCancelを押した時は、全ての変更した内容をキ

ャンセルしRTMに戻ります。 
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5.3 標準タイミングの設定 
 

 

Standard Timing Settingsウィンドウでは、Windows XPとRTOS-WinJに与えられる処理時

間の合計の値が表示されます。 

この数値により、RTOS-WinJとWindows XPのパフォーマンスを変更することができます。 

標準チック率を変更するには、スライダーコントロールを設定する数値の位置まで   

クリック・アンド・ドラッグします。 

デフォルト値は250μsです。 

 

Nextを押して次のページに進みます。 

Backを押すと前のページに戻ります。 

 

インストール時には、Cancelボタンは表示されません。  

RTMからウィザードを実行している場合にCancelを押した時は、全ての変更した内容をキ

ャンセルしRTMに戻ります。 
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5.4 メモリボードの設定 

 

 

Memory Board settingsウィンドウでは、リアルタイムサブシステムカードの設定を表示

します。 

カードの[使用可／不可]を設定するためには、Retentive Memory Enabled ボックスをチ

ェックします。 

カードの使用可を設定した場合、SRAM ベースアドレス及び I/O ベースアドレスはカード

のスペックシートを基本にして設定してください。 

SRAM ベースアドレスのデフォルト値は D8000、I/O ベースアドレスのデフォルト値は 300

です。 

 

Nextを押して次のページに進みます。 

Backを押すと前のページに戻ります。 

 

インストール時には、Cancelボタンは表示されません。  

RTMからウィザードを実行している場合にCancelを押した時は、全ての変更した内容をキ

ャンセルしRTMに戻ります。 
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5.5 Windows ブートメニューの選択 

 

 

Windows Boot Menu Selections ウィンドウでは、RTOS-WinJ Enable を含むすべての

RTOS-WinJのメニュー選択肢が表示されます。  

システムの再起動時、Windows XP のブートメニューに表示されている選択用メニューが

表示されます。 

システムを起動してRTOS-WinJを実行しようとする場合、ブートメニューが表示されてい

る間にRTOS-WinJ Enabledのメニューアイテムを選択してください。 

 

Nextを押して次のページに進みます。 

Backを押すと前のページに戻ります。 

 

インストール時には、Cancelボタンは表示されません。  

RTMからウィザードを実行している場合にCancelを押した時は、全ての変更した内容をキ

ャンセルしRTMに戻ります。 
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5.6 現在の設定 

 

 

Current Settingsウィンドウは、ユーザーが選択した設定内容が表示されます。 

変更箇所がある場合は、変更しようとしている設定のウィンドウが表示されるまで Back

ボタンをクリックし、現在の設定を変更することができます。 

変更後は Nextボタンをクリックして Current Settingsウィンドウに戻ってください。そ

して正しく変更されていることを確認してください。 

 

インストール時に Finish ボタンをクリックすると Rebooｔ Your System ウィンドウにな

ります。 

RTM からウィザードを実行してシステムメモリ設定を変更した場合のみ Finish ボタンを

クリックすると Reboot Your Systemウィンドウが表示されます。 

システム設定を変更していない場合に Finish ボタンをクリックするとシステム設定以外

の変更を保存して RTMに戻ります。 

 

 

警告： Current Settings ウィンドウで Finish ボタンをクリックすると設定が保存され

ることに御注意ください。Finishボタンをクリックすると変更前の設定に戻すこ

とができなくなります。 
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5.8 リブートシステム 

 

 

RTOS-WinJ設定ウィザードの最後のウィンドウです。 

Reboot Your System ウィンドウでは、システムを再起動して設定した内容を実行するこ

とができます。 

RTOS-WinJをインストール後に、この画面にて再起動を行わない場合はユーザーが再起動

をしなければなりません。  

 

 
警告： システムを再起動しない場合、正常に RTOS-WinJのシステムを実行できない場合

がありますので御注意ください。 

インストール後に再起動することをお勧めします。 
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第六章 RTOS-WinJ アプリケーションの開発 

 

RTOS-WinJアプリケーションは、標準 Cアプリケーションと同じ方法で作成してください。 

実行のコントロール及びユーザーが作成した他のサブルーチンの呼び出しを行う main() 

関数を記述してください。 

そしてコンパイルとリンクを行い、実行可能プログラム(.exe ファイル)を作成してくだ

さい。 

実行可能プログラム(.exe ファイル)は RTM ユーザーインターフェイスアプリケーション

から実行することができます。 

 

利用可能な関数については、6.1 RTOS-WinJ API をご参照ください。 

 

Microsoft Developers Studioでコンパイルする RTOS-WinJプログラムの作成方法の例に

関しては、6.2 RTOS-WinJのプログラムを作成するをご参照ください。 

 

更に 6.3 システム関数の使用及び 6.4 コンパイラの設定もご覧ください。 
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6.1 RTOS-WinJ API 
 

○ ： インタラプトサービスルーチンにおいて使用可能 

× ： インタラプトサービスルーチンにおいて使用不可 

 

メモリ 

× rwAlloc  メモリの割当て 

× rwFree  メモリの開放 

× rwMapMemory     メモリのデータ領域へのマップ 

× rwUnmapMemory    マップしたメモリの開放 

 

共有メモリ 

○ rwLocateMemory 名前付共有メモリの取得 

○ rwNumberSharedBits    Bit領域数の取得 

○ rwNumberSharedBytes   Byte領域数の取得 

○ rwNumberSharedLongs   Long領域数の取得 

○ rwNumberSharedWords   Word領域数の取得 

○ rwSharedRam        共有メモリ先頭ポインタの取得 

○ rwShareMemory       名前付共有メモリの作成 

○ rwUserSharedRam      ユーザー領域先頭ポインタの取得 

○ rwReadBit         Bit領域からの読込み 

○ rwReadByte        Byte領域からの読込み 

○ rwReadLong        Long領域からの読込み 

○ rwReadWord        Word領域からの読込み 

○ rwUnshareMemory      名前付共有メモリ領域の開放 

○ rwWriteBit       Bit領域への書込み 

○ rwWriteByte      Byte領域への書込み 

○ rwWriteLong      Long領域への書込み 

○ rwWriteWord        Word領域への書込み 

 

リテンティブメモリ 

× rwRetentＩnit      リテンティブメモリの初期化 

× rwRetentRead      リテンティブメモリからの読込み 

× rwRetentWrite      リテンティブメモリへの書込み 

× rwRetentExit     リテンティブメモリの開放 

× rwRetentQueryBatteryStatus バッテリの状態調査 
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ファイル I/O 

× rwCopyFile       ファイルのコピー 

× rwOpen        ファイルのオープン 

× rwClose       ファイルのクローズ 

× rwRead       ファイルからのデータの読込み 

× rwRemoveFile         ファイルの削除 

× rwRenameFile         ファイル名の変更 

× rwWrite         ファイルへのデータの書込み 

× rwTell         ファイル内の現在位置（オフセット）の取得 

× rwSizeOfFile      ファイルサイズの取得 

× rwSeek         ファイル内の指定オフセットへの移動 

× rwReadString      ファイルからの文字列の読込み 

× rwWriteString     ファイルへの文字列の書込み 

 

タイミング 

× rwDelay         スレッドの一時停止 

× rwMicroClock     システム起動時からの経過時間取得（マイクロ秒） 

× rwMicroSleep     スレッドのスリープ（マイクロ秒） 

× rwSleep                スレッドのスリープ（ミリ秒） 

○ rwHardwareCounter    プロセッサのカウンタレジスタの参照 

○ rwGetTicks       システムチック値の取得 

○ rwTime         1970年 1月 1日からの経過時間取得（秒） 

 

スレッドコントロール 

× rwCreateProcess     プロセスの作成 

× rwCreateProcessEx    パラメータ付プロセスの作成 

× rwCreateThread      スレッドの作成 

× rwCreateThreadEx     パラメータ付スレッドの作成 

× rwEnterCriticalSection  スレッドのスイッチング停止 

× rwExitThread       スレッドの終了 

× rwForceReady      ブロックされているスレッドの実行 

○ rwGetMainTid      メインスレッドのスレッド ID取得 

× rwGetPriority     スレッド優先度の取得 

○ rwGetThreadData    rwCreateThreadEx，rwCreateProcessExからのパラメー

タの取得 

○ rwGetTid       スレッド IDの取得 

× rwKillThread     スレッドの実行終了 

× rwLeaveCriticalSection スイッチングの停止解除 

× rwLocateThread   名前付スレッドのスレッド ID取得 

× rwParetnTid      スレッドの親スレッド ID取得 

○ rwReleaseProcessor      CPU資源の開放 

× rwResume        スレッドの実行再開 

○ rwSeizeProcessor    CPU資源の独占（Windows XP実行不可） 

○ rwSetPriority     スレッド優先度の設定 

× rwSuspend      スレッドの実行の一時停止 
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○ rwThreadState     スレッドの実行状態の取得 

× rwYield       タイムスライス残部分の放棄 

 

スレッド間通信 ： メッセージ 

× rwCreceive     メッセージ及びシグナルの受信（ブロック無） 

× rwReceive       メッセージ及びシグナルの受信（ブロック有） 

× rwReply       メッセージ送信に対する応答 

× rwSend        メッセージの送信 

 

スレッド間通信 ： セマフォ 

× rwAllocSemaphore       セマフォの割当て 

× rwCreateSemaphore      名前付セマフォの作成 

× rwDestroySemaphore     セマフォの破棄 

× rwFreeSemaphore       セマフォの開放 

× rwLocateSemaphore      セマフォ作成スレッド IDの取得 

 

スレッド間通信 ： 新セマフォ関数 

× rwOpenSemaphore       セマフォのオープン 

× rwGetSemaphore        セマフォの所有権獲得（ブロック有） 

× rwTrySemaphore        セマフォの所有権獲得（ブロック無） 

× rwReleaseSemaphore     セマフォの所有権放棄 

× rwCloseSemaphore       セマフォのクローズ 

 

スレッド間通信 ： シグナル 

○ rwClearSignals    未処理シグナルのクリア 

○ rwReadSignals        未処理シグナル数の取得 

○ rwSignal        シグナルの送信 

 

デバッグ 

× rwDebug        デバッグ文字列の書込み 

× rwPrint        デバッグ文字列の送信 
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割込み 

× rwInterruptAttach    割込みサービスルーチン(ISR)のアタッチ 

× rwInterruptDetach  割込みサービスルーチン(ISR)のデタッチ 

○ rwInterruptDirwble   割込みの禁止 

○ rwInterruptEnable  割込みの許可 

 

入出力 

○ rwInpd       I/Oポートからの Double Wordの入力 

○ rwInp      I/Oポートからの Byteの入力 

○ rwInpw        I/Oポートからの Wordの入力 

○ rwOutpd       I/Oポートへの Double Wordの出力 

○ rwOutp       I/Oポートへの Byteの出力 

○ rwOutpw       I/Oポートへの Wordの出力 

 

トレースデバッグ 

○ rwDebugTraceEvent     トレースバッファへのイベントの格納 

○ rwDumpDebugTrace     出力ファイルへのトレースバッファ内容出力 

○ rwGetTraceBufferMode   トレースバッファモードの取得 

○ rwGetTraceBufferSize    トレースバッファサイズの取得 

○ rwGetTraceState       トレースモニタリング状態の取得 

○ rwGetTraceTriggers     スタート・ストップトリガの取得 

○ rwSetTraceBufferMode   トレースバッファモードの設定 

○ rwSetTraceBufferSize    トレースバッファサイズの設定 

○ rwSetTraceDumpFile     出力ファイルの設定 

○ rwSetTraceTriggers      スタート・ストップトリガの設定 

○ rwStartTraceMonitoring   トリガ・イベントのモニタリング開始 

○ rwStopTracing      トリガ・イベントのモニタリング終了 

○ rwTraceDataAvailable    トレースバッファ内の記録数の取得 

 

その他 

○ rwAttacrwystemTimer    システムタイマー関数のアタッチ 

○ rwDetacrwystemTimer    システムタイマー関数のデタッチ 

○ rwGetPrivateProfileString 初期化ファイル（INIファイル）からの文字列取得 

○ rwGetSystemDiretory     Windowsシステムディレクトリの文字列取得 

○ rwGetWndowsDirectory   Windowsディレクトリの文字列取得 

○ rwQuitRequest    シャットダウン要求の検出 

× rwSetGateSpeed      メッセージチェックスピードの設定 

× rwSystemCrash        Windowsのクラッシュ検出 

× rwTextOut       ブルースクリーンクラッシュ後のテキスト出力 

× rwWritePrivateProfileString初期化ファイル（INIファイル）への文字列出力 
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6.2 RTOS-WinJ プログラムの作成 
 

Microsoft Developers Studio 6.0でコンパイルされる RTOS-WinJのプログラムを作成し

ます。（アスタリスクマーク(*)が付いているステップは重要であり、注意が必要です。 

間違って実行すると深刻なエラーを引き起こす可能性があります。） 

 

Microsoft Developers Studioを開いてください。 

 

・ファイルメニューから[新規作成]で[新規作成]ダイアログを開きます。 

 

・プロジェクトタブを開き、プロジェクト形式の一覧から Win Console Application

を選択してください。（すべての RTOS-WinJアプリケーションは、Win32となります）。 

 

・プロジェクトネームとファイル一式が保存されるフォルダの位置を入力して、OK を

クリックしてください。新しいワークスペースが作成されます 

 

・[Win32 Console Application ステップ 1/1]ダイアログにて、[空のプロジェクト]を

選択して、[終了]ボタンをクリックしてください。 

（新規プロジェクト情報ダイアログの OK ボタンのクリックにより、新規プロジェク

トが作成されます） 

 

* ・[ビルドメニュー]の[アクティブな構成で設定]にて[プロジェクトの標準構成]ダイア

ログを開きます。 

[プロジェクトの構成]で「xxx - Win32 Release」を選択して[OK]ボタンをクリック

します。（デフォルトは Debug です。Debug で RTOS-WinJ のプロジェクトを作成して

も機能しません。） 

※ xxx には、プロジェクト名が入ります。 

 

・[プロジェクトメニュー]の[設定]にて[プロジェクトの設定]ダイアログを開きます 

[ C/C++ ] タブの [カテゴリ] のドロップダウンリストから [コード生成] を選択し、 

[構造体メンバのアライメント]を 1バイトに設定してください。（推奨） 

 

・[C/C++]タブの[カテゴリ]から[プリプロセッサ]を選択し、[インクルードファイルの

パス]に RTOS-WinJ SDK で用意されているインクルードファイルのディレクトリを加

えてください。 

 
 

RTOS-WinJ SDKの標準セットアップでは、インクルードファイルのディレクトリは 

  “c:\Program Files\\RTOS-WinJ\Inc”です。 

 

・[リンク]タブの[カテゴリ]から[一般]を選択し、[オブジェクト/ライブラリモジュー

ル]を libc.lib, kernel32.lib, Hyperlib.libの 3つにしてください。 

Hyperlib.lib は、フルパスで入力する必要があります。 

通常は“c:\Program Files\\RTOS-WinJ\Lib\HyperLib.lib”です。 

RTOS-WinJシリアルポート関数を使用する場合は rwSeriallib.libも加えてください。 
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注意：パスの中にスペースが使用されている場合は、引用符で囲まれなければなりません。 
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* ・プロジェクトオプションの部分に[ /fixed：no]を追加してください。 

 

 
* ・[カテゴリ]から[アウトプット]を選択し、[エントリーポイントシンボル]に[rwMain]

と入力して[OK]をクリックしてください。 

 

以上で RTOS-WinJ アプリケーションを作成するためのプロジェクトの設定が完了しま

した。 
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アプリケーションを作成するためには： 

 

・[ファイル]メニューより[新規作成]で[新規作成]ダイアログを開きます。 

 

・[ファイル]タブを開いて、ファイル形式の一覧から[テキストファイル]を選択し、作

成する C ソースコードの[ファイル名]を入力して[OK]ボタンをクリックしてくださ

い。 

 
（ファイル名の最後には[.c]を必ず付けてください。） 

 

・ソースコードに[rwernel.h]をインクルードしてください。 

 

下記のサンプルソースは、毎秒画面にメッセージを表示するプログラムです。 

 

＃include “rwKernel．H” 

 

void main（void） 

｛ 

    while（ ! rwQuitRequest（）） 

｛ 

rwSleep(1000); 

rwDebug（”your Mesrwge”）; 

｝ 

｝ 

 

 

・[ビルド] メニューより [ビルド] を選択し、ビルドを行ってください。 

 

・動作確認事項 

 

・RTOS-WinJ Runtime Managerから RTOS-WinJプログラムを起動します。 

Windowsの[スタートボタン]から[すべてのプログラム]-[Namatron RTOS-WinJ] 

-[RTOS-WinJ Runtime Manager]の順に選択してください。 

 

・RTOS-WinJ RTMの画面にて[Browse]ボタンをクリックしてください。 

ファイル選択の画面が表示されます。 

 

・作成したプロジェクトのディレクトリに進み、Releaseフォルダ内の exeファイルを

選択してください。 

[開く]ボタンのクリックによりパスとファイル名がRTOS-WinJ Applicationに表示さ

れますので RTMウィンドウの[Start]ボタンをクリックしてください。 

・サンプルプログラムを使用している場合は、RTMウィンドウの[Output]タブを選択し

てください。 

プログラムのメッセージが[Output]ウィンドウに表示されます。 

・以上で、非常に簡単な RTOS-WinJプログラムの開発と実行を行いました。 
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6.3 システム関数の使用 
 

RTOS-WinJアプリケーションを開発しているユーザーは、Windows XPオペレーティングシ

ステムにアクセスするシステムのランタイムライブラリ関数を呼び出さないように注意

してください。（例：malloc,fopen等） 

 

オペレーティングシステムから独立している自己完結型のライブラリコールは、意図通り

に実行されます。（例：strcpy,sprintf等） 
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6.4 コンパイラの設定 
 

Microsoft Visual Cコンパイラを使用して RTOS-WinJアプリケーションを作成します。 

 

・Win32コンソールアプリケーションプロジェクトを作成してください。 

 

・[プロジェクト]メニューの[設定]により[プロジェクトの設定]ダイアログを開き、

[C/C++]タブの[カテゴリ]から[プリプロセッサ]を選択してください。 

 

・RTOS-WinJ SDK ディレクトリを[インクルードファイルのパス]に追加してください。

（例： C:\Program Files\\RTOS-WinJ\Inc ） 

 

・[Link]タブの[カテゴリ]から[一般]を選択してください。 

 

・[オブジェクト/ライブラリモジュール]を libc.lib, kernel32.libと HyperLib.lib の

3つにしてください。 

（例： libc.lib, kernel32.lib,”C:\Program Files\\RTOS-WinJ\Lib\ 

HyperLib.lib” ） 

RTOS-WinJ シリアルポート関数を使用している場合は、rwSerialLib.lｉb もリンクし

てください。パスに空白が含まれている場合は、引用符で囲んでください。 

 

・Microsoft Visual C++コンパイラ V6 の場合、[プロジェクト]メニューの[設定]によ

り[プロジェクトの設定]ダイアログを開き、[Link]タブの[カテゴリ]から[一般]を選

択し、/fixed：noをプロジェクトオプションに追加してください。 

 

・[Link]タブの[カテゴリ]から[アウトプット]を選択し、エントリーポイントシンボル

の部分を rwMainに変更してください。 

 

・ソースコードの中に rwernel．Hをインクルードしてください。 

 

・Release version をコンパイルし、実行してください。Debug version ではないこと

にご注意ください。 
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第七章 HyperShare アプリケーションの開発 
 

HyperShareライブラリは、Windowsアプリケーションが RTOS-WinJのデータにアクセスし、

RTOS-WinJアプリケーションと相互に関連をもつことができる Windowsの DLLです。この

ライブラリを使用することにより RTOS-WinJ アプリケーションの開始・停止が行えます。

また、RTOS-WinJデータ領域の入出力、スレッド情報の取得、及び状態情報の取得も行え

ます。 

 

HyperShare関数を使用して Cプログラムを作成する場合は、Windowsディレクトリにある 

HyperShare.dllを使用します。 

（ 例： C:\Winnt\HyperShare.dll ） 

 

インクルードファイルと DLLは下記の場所にあります。 

 

C:\Program Files\\RTOS-WinJ\Inc\HyperShare.h 

C:\Program Files\\RTOS-WinJ\Lib\HyperShare.lib 

 

Microsoft Visual Basic 及びボーランド Delphi のサンプルアプリケーションもご覧くだ

さい。 
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7.1 HyperShare API 
 

HyperShareシステム関数 

rwGetRWInstallDir RTOS-WinJインストールディレクトリの取得 

rwGetLastError 最後のエラー情報の取得 

rwStartApplication RTOS-WinJ アプリケーションの開始 

rwStopApplication    RTOS-WinJ アプリケーションの停止 

 

HyperShareデータアクセス関数 

rwAttacrwharedRam 共有メモリ領域のアタッチ 

rwDetacrwharedRam   共有メモリ領域のデタッチ 

rwNumberSharedBits    Bit領域数の取得 

rwNumberSharedBytes  Byte領域数の取得 

rwNumberSharedLongs    Long領域数の取得 

rwNumberSharedWords   Word領域数の取得 

rwNumberUserSharedBytes  ユーザーByte領域数の取得 

rwNumberUserSharedLongs  ユーザーLong領域数の取得 

rwNumberUserSharedWords  ユーザーWord領域数の取得 

rwReadBit        Bit領域からの読込み 

rwReadByte       Byte領域からの読込み 

rwReadLong       Long領域からの読込み 

rwReadUserByte      ユーザーByte領域からの読込み 

rwReadUserLong      ユーザーLong領域からの読込み 

rwReadUserword      ユーザーWord領域からの読込み 

rwReadWord        Word領域からの読込み 

rwSharedRam      共有メモリ先頭ポインタの取得 

rwUseｒSharedRam     ユーザー領域先頭ポインタの取得 

rwWriteBit       Bit領域への書込み 

rwWriteByte       Byte領域への書込み 

rwWriteLong      Long 領域への書込み 

rwWriteUserByte      ユーザーByte領域への書込み 

rwWriteUserLong    ユーザーLong領域への書込み 

rwWriteUserword    ユーザーWord領域への書込み 

rwWriteWord       Word領域への書込み 
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HyperShareスレッド関連関数 

rwAwait       Windowsスレッド（プロセス）側でのシグナルの受信 

（ブロック有） 

rwCreateProcess    Windowsスレッド（プロセス）側からのプロセスの作成 

rwKillThread       スレッドの実行終了 

rwLocateMemory     名前付共有メモリの取得 

rwLocateThread     名前付スレッドのスレッド ID取得 

rwMaxThreads    RTOS-WinJ内最大可能スレッド数の取得 

rwNameAttach      Windowsスレッド（プロセス）名のアタッチ 

rwNameDetach      Windowsスレッド（プロセス）名のデタッチ 

rwParentTid     スレッドの親スレッド ID取得 

rwReadSignals    未処理シグナル数の取得 

rwResume       スレッドの実行再開 

rwSendTid      送信ブロックしているスレッド IDの取得 

rwSetPriority      スレッド優先度の設定 

rwSignal       Windowsスレッド（プロセス）側からのシグナル送信 

rwStackSize      スタックサイズの取得 

rwStatusHeader    スレッド情報のヘッダー文字列取得 

rwStatusString    スレッド情報のステータス文字列取得 

rwSuspend       スレッドの実行の一時停止 

rwThreadName      スレッド名の取得 

rwThreadPriority    スレッドの優先度取得 

rwThreadState     スレッドの実行状態の取得 

 

HyperShareブーリアンステータス関数 

rwKernelError    RTOS-WinJ内部エラーの検出 

rwProcessExit     RTOS-WinJアプリケーションの終了検出 

rwProcessorFault   プロセッサフォルトの検出 

rwSystemActive   RTOS-WinJシステムの稼動検出 

 

スレッド間通信 ： セマフォ 

rwAllocSemaphoreEx   セマフォの割当て 

rwCreateSemaphore     名前付セマフォの作成 

rwDestroySemaphoreEx   セマフォの破棄 

rwFreeSemaphoreEx   セマフォの開放 

rwLocateSemaphore     セマフォ作成スレッド IDの取得 
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スレッド間通信 ： 新セマフォ関数 

rwCloseSemaphoreEx   セマフォのクローズ 

rwGetSemaphoreEx    セマフォの所有権獲得（ブロック有） 

rwOpenSemaphoreEx    セマフォのオープン 

rwReleaseSemaphoreEx  セマフォの所有権放棄 

rwTrySemaphoreEx     セマフォの所有権獲得（ブロック無） 

 

HyperShareデバッグトレースユーティリティ関数 

rwDumpDebugTrace     出力ファイルへのトレースバッファ内容出力 

rwFormatTraceFile   出力ファイルのアスキーフォーマット変換 

rwFormatTraceFileCSV 出力ファイルの CSVフォーマット変換 

rwGetStartupTracing 自動トレースモニタリングフラグの取得 

rwGetTraceBufferMode   トレースバッファモードの取得 

rwGetTraceBufferSize  トレースバッファサイズの取得 

rwGetTraceDumpFile   出力ファイル名の取得 

rwGetTraceState     トレースモニタリング状態の取得 

rwGetTraceTriggers   スタート・ストップトリガの取得 

rwSetStartupTracing 自動トレースモニタリングフラグの設定 

rwSetTraceBufferMode  トレースバッファモードの設定 

rwSetTraceBufferSize  トレースバッファサイズの設定 

rwSetTraceDumpFile   出力ファイルの設定 

rwSetTraceTriggers スタート・ストップトリガの設定 

rwStartTraceMonitoring  トリガ・イベントのモニタリング開始 

rwStopTracing     トリガ・イベントのモニタリング終了 

rwTraceDataAvailable  トレースバッファ内の記録数の取得 

 

その他の HyperShare関数 

rwAttachDebugWindow   RTOS-WinJ RTM Outputウィンドウのアタッチ 

rwClearDebug      RTOS-WinJ RTM Outputウィンドウのクリア 

rwDetachDebugWindow  RTOS-WinJ RTM Outputウィンドウのデタッチ 

rwGetSystemTime     システム時刻の取得 
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7.2 プログラミングサンプル 
 

7.2.1 Microsoft Visual Basic 
 

Declare Function StartHyperLink Lib “C:\Winnt\HyperShare.dll” 

 

 （ByVal rwExe As String, ByVal Flagrws Long）As Integer 

 

Declare Function StopHyperLink Lib “C:\Winnt\HyperShare.dll”（）As Integer 
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付録 A ： RTOS-WinJ API リファレンス 

A.1 メモリ 

A.1.1 rwAlloc 
 

構 文 

void* rwAlloc(long NumBytes) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long NumBytes 割当てるバイト数 

 

戻り値 

割当てたメモリへのポインタ ： 成功 

NULL ： 失敗 

 

解 説 

rwAlloc は、システムメモリプールからサイズ NumBytes で指定したメモリ

領域を割当てます。 

 

参 照 

rwFree 
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A.1.2 rwFree 
 

構 文 

void rwFree(void* Block) 

 

アーギュメント 

型 引数名 説 明 

void* Block RwAllocにて割当てた領域のポインタ 

  

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwFreeは、ポインタで示すメモリ領域をシステムメモリプールに戻します。

メモリ領域は、rwAlloc関数で割当てた領域でなければなりません。 

 

参 照 

rwAlloc 
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Ａ.1.3 rwMapMemory 
 

構 文 

void* rwMapMemory(unsigned long Phys, unsigned long Size, 

unsigned long AllowCache) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long Phys スレッドにマップする物理メモリアド

レス 

unsigned long Size メモリのサイズ（バイト単位） 

unsigned long AllowCache TRUE ：CPUメモリキャッシュ 

FALSE：インターフェイスカード(通常) 

 

戻り値 

マップされたメモリのポインタ ： 成功 

NULL ： 失敗 

 

解 説 

rwMapMemoryは、物理アドレスを呼び出しスレッドの仮想アドレス空間にマ

ップし、そのポインタを返します。 

呼び出しスレッドは、返されたポインタに read/write することによりこの

メモリにアクセスすることができます。 

 

参 照 

rwUnmapMemory 
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A.1.4 rwUnmapMemory 
 

構 文 

long rwUnmapMemory(void* Mem, unsigned long Size) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Mem RwMapMemoryで返されたポインタ 

unsigned long Size メモリのサイズ（バイト単位） 

 

戻り値 

0 ： 成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwUnmapMemory は、rwMapMemory を使用してマップされた物理メモリをアン

マップします。 

 

参 照 

rwMapMemory 
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A.2 共有メモリ 
 

A.2.1 rwLocateMemory 
 

構 文 

void* rwLocateMemory(char* Name,unsigned long* Length) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name 共有メモリ領域の名前へのポインタ 

unsigned 

long* 

Length メモリの長さが返される領域のポイン

タ 

 

戻り値 

共有メモリのポインタ ： 成功 

NULL ： 失敗 

 

解 説 

rwLocateMemory は、Name で指定された名前付共有メモリの位置を検索し、

共有メモリ領域の長さとその領域へのポインタを返します。 

名前付共有メモリは、rwShareMemory関数にて作成します。 

名前付共有メモリは、RTOS-WinJプロセスや Windowsプロセスによる情報の

共有を可能にします。  

 

参 照 

rwShareMemory, rwUnshareMemory 
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A.2.2 rwNumberSharedBits 
 

構 文 

long rwNumberSharedBits(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

RTOS-WinJ共有メモリ領域に割当てられている Bit数 

 

解 説 

rwNumberSharedBitsは、RTOS-WinJ共有メモリ領域に割当てられている使用

可能な Bit数を返します。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.3 rwNumberSharedBytes 
 

構 文 

long rwNumberSharedBytes(void) 

 

引 数 

なし 

  

戻り値 

RTOS-WinJ共有メモリ領域に割当てられている Byte数 

 

解 説 

rwNumberSharedBytes は、RTOS-WinJ 共有メモリ領域に割当てられている使

用可能な Byte数を返します。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.4 rwNumberSharedLongs 
 

構 文 

long rwNumberSharedLongs(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

RTOS-WinJ共有メモリ領域に割当てられている Long数  

 

解 説 

rwNumberSharedLongs は、RTOS-WinJ 共有メモリ領域に割当てられている使

用可能な Long数を返します。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.5 rwNumberSharedWords 
 

構 文 

long rwNumberSharedWords(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

RTOS-WinJ共有メモリ領域に割当てられている Word数  

 

解 説 

rwNumberSharedWords は、RTOS-WinJ 共有メモリ領域に割当てられている使

用可能な Word数を返します。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.6 rwSharedRam 
 

構 文 

void* rwSharedRam(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

共有メモリへのポインタ 

 

解 説 

rwSharedRamは、Windowsと共有するメモリの先頭ポインタを返します。 

 

参 照 

rwUserSharedRam, rwNumberShared, rwRead, rwWrite 
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A.2.7 rwSharedMemory 
 

構 文 

long rwSharedMemory(char* Name, void* p, long Length) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name 共有メモリ領域の名前へのポインタ 

void* p 名前付共有メモリ領域のポインタ 

long Length 共有メモリ領域の長さ 

    

戻り値 

1 ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSharedMemory は、使用可能な共有メモリリソースとして名前付共有メモ

リ領域を作成します。 

このメモリは、プログラム内に定義（例えば、配列として）をするか、また

は rwAllocにより動的割当てることができます。 

作成されたこのメモリは、rwLocateMemory 関数により他の RTOS-WinJ のプ

ロセスや Windowsプロセスから取得することができ、取得したプロセスから

アクセスすることが可能になります。 

共有メモリへのアクセスには、セマフォやクリティカルセクションを使用し

て共有メモリ内のデータを保護しなければならない場合があります。 

共有メモリリソースが必要なくなった場合には、必ず rwUnsharedMemory を

呼び出してください。 

 

参 照 

rwUnshareMemory, rwLocateMemory 
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A.2.8 rwUserSharedRam 
 

構 文 

void* rwUserSharedRam(long* Size) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* Size サイズが返される領域のポインタ 

 

戻り値 

共有メモリユーザー領域の先頭ポインタ 

 

解 説 

rwUserSharedRam は、RTOS-WinJ 共有 RAM 領域のポインタと割当てられたメ

モリのサイズを返します。 

このメモリは、RTOS-WinJアプリケーション実行中にいつでもユーザーが使

用可能な汎用バッファです。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite 
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A.2.9 rwReadBit 
 

構 文 

long rwReadBit(long BitVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long BitVar 読込む Bit番号 

 

戻り値 

指定 Bit番号の値 ： 成功 

-1 ： エラー 

 

解 説 

rwReadBitは、RTOS-WinJ共有メモリの指定 Bit番号の値を返します。 

 

参照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.10 rwReadByte 
 

構 文 

long rwReadByte(long ByteVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ByteVar 読込む Byte番号 

 

戻り値 

指定 Byte番号の値 ： 成功 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadByteは、RTOS-WinJ共有メモリの指定 Byte番号の値を返します。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.11 rwReadLong 
 

構 文 

long rwReadLong(long LongVar) 

 

引 数 

型  引数名 説 明 

Long LongVar 読込む Long番号 

 

戻り値 

 

指定 Long番号の値 ： 成功 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadLongは、RTOS-WinJ共有メモリの指定 Long番号の値を返します。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.12 rwReadWord 
 

構 文 

long rwReadWord(long WordVar) 

  

引 数 

型 引数名 説 明 

Long WordVar 読み込む Word番号 

 

戻り値 

 

指定 Word番号の値 ： 成功 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadWordは、RTOS-WinJ共有メモリの指定 Word番号の値を返します。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.13 rwUnshareMemory 
 

構 文 

long rwUnshareMemory(char* Name) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name 共有メモリの名前へのポインタ 

 

戻り値 

1 ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwUnshareMemory は、rwShareMemory 関数にて作成された使用可能な共有メ

モリリソースから指定した名前付共有メモリを削除します。 

このメモリは、開放（デアロケート）できませんのでご注意ください。 

rwUnshareMemoryが呼び出された後でも、既に共有メモリへアクセスしてい

るスレッドおよびプロセスにおけるそのアクセスは、保持されます。 

rwUnshareMemoryは、他のプロセスから検索できないように共有メモリリソ

ースから単純にメモリを削除します。 

アプリケーションがこのメモリを共用する必要性がなくなった場合、

rwShareMemory呼び出しに対応する rwUnshareMemory呼び出しを行わなくて

はならないことを忘れないでください。 

 

参 照 

rwShareMemory, rwLocateMemory 
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A.2.14 rwWriteBit 
 

構 文 

void rwWriteBit(long BitVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long BitVar 書込む Bit番号 

long Value Bit番号に書込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteBitは、指定 Bit番号に値を書込みます。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.15 rwWriteByte 
 

構 文 

void rwWriteByte(long ByteVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ByteVar 書込む Byte番号 

long Value Byte番号に書込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteByteは、指定 Byte番号に値を書込みます。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 
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A.2.16 rwWriteLong 

 

構 文 

void rwWriteLong(long LongVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long LongVar 書込む Long番号 

long Value Long番号に書込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteLongは、指定 Long番号に値を書込みます。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 

 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

A.2.17 rwWriteWord 
 

構 文 

void rwWriteWord(long WordVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long WordVar 書込む Word番号 

long Value Word番号に書込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteWordは、指定 Word番号に値を書込みます。 

 

参 照 

rwNumberShared, rwRead, rwWrite, rwUserSharedRam 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

A.3 リテンティブメモリ 
 

A.3.1 rwRetentInit 
 

構 文 

int rwRetentInit(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

RW_RETENT_OK ： 成功 

RW_RETENT_NOT_INSTALLED ： カードが検出できない 

RW_RETENT_ERROR ： カードの初期化に失敗 

 

解 説 

rwRetentInitは、リテンティブメモリの初期化を行います。 

 

参 照 

rwRetentExit, rwRetentRead, rwRetentWrite, kRetentQueryBatteryStatus 
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A.3.2 rwRetentRead 
 

構 文 

int rwRetentRead(unsigned long Offset, void* Data, int Length) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long Offset 読込むリテンティブメモリのアドレス 

void* Data データ格納領域のポインタ 

int Length 読込むデータ長（バイト単位） 

 

戻り値 

RW_RETENT_OK ： 成功 

RW_RETENT_ERROR ： 読込みエラー 

 

解 説 

rwRetentReadは、リテンティブメモリからデータを読込みます。 

この関数は、データ格納領域にリテンティブメモリの Offsetで指定された

アドレスから Lengthで指定されたバイト数のデータを読込みます。 

 

参 照 

rwRetentExit, rwRetentInit, rwRetentWrite, kRetentQueryBatteryStatus 
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A.3.3 rwRetentWrite 
 

構 文 

int rwRetentWrite(unsigned long Offset, void* Data, int Length) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long Offset 書込むリテンティブメモリのアドレス 

void* Data データ格納領域のポインタ 

Int Length 書込むデータ長（バイト単位） 

 

戻り値 

RW_RETENT_OK ： 成功 

RW_RETENT_ERROR ： 書込みエラー 

 

解 説 

rwRetentWriteは、リテンティブメモリにデータを書込みます。 

この関数は、データ格納領域のデータをリテンティブメモリの Offsetで指

定されたアドレスに Lengthで指定されたバイト数で書き込みます。 

 

参 照 

rwRetentExit, rwRetentInit, rwRetentRead, rwRetentQueryBatteryStatus 
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A.3.4 rwRetentExit 
 

構 文 

int rwRetentExit(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

RW_RETENT_OK  

 

解 説 

rwRetentExitは、リテンティブメモリへのアクセスを終了するときに使用

します。 

この関数はリテンティブメモリをアンマップします。 

 

参 照 

rwRetentInit, rwRetentRead, rwRetentWrite, 

rwRetentQueryBatteryStatus 
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A.3.5 rwRetentQueryBatteryStatus 
 

構 文 

int rwRetentQueryBatteryStatus(int iWhichBattery) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

int iWhichBattery 問合せるバッテリの種類 

RW_RETENT_INTERNAL_BATTERY 

RW_RETENT_EXTERNAL_BATTERY 

 

戻り値 

RW_RETENT_BATTERY_OK ： 成功 

RW_RETENT_ERROR ： リアルタイムサブシステムカードがインスト

ールされていない場合、あるいはバッテリ状

態のデータが無効な場合 

RW_RETENT_BATTERY_LOW ： バッテリ量がわずかな場合 

 

解 説 

rwRetentQueryBatteryStatusは、リアルタイムサブシステムカード（BBSRAM）

の内部あるいは外部バッテリの状態を測定するために使用します。 

 

 

注意： 関数 rwRetentInit（）を呼び出してから rwRetentQueryStatus（）を呼び出さ

なければなりません。 
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A.4 ファイル I/O 
 

A.4.1 rwCopyFile 
 

構 文 

long rwCopyFile(char* SrcName, char* DestName, long FailIfExists) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* SrcName コピー元のファイル名へのポインタ 

char* DestName コピー先のファイル名へのポインタ 

long FailIfExists デスティネーション存在フラグ 

0：DestNameが存在する場合ファイル

を上書きする 

1：DestNameが存在する場合に関数呼

び出し失敗 

 

戻り値 

1 ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwCopyFileは、DestNameによって指定されたファイル名のファイルに 

   SrcNameで指定したファイルをコピーします。 

コピーするファイル名のファイルがすでに存在するか、FailIfExistsパラ

メータが 0でない場合、この関数は失敗します。 

FailIfExistsを 0とする場合、DestNameで指定したファイルがすでに存在

しているなら上書きされます。 

 

参 照 

rwRenameFile, rwRemoveFileも参照してください。 
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A.4.2 rwOpen 
 

構 文 

long rwOpen(char* Filename, long Mode) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Filename 開くファイルのネーム 

long Mode 次の１つ： 

READ_FILE 

WRITE_FILE 

READWRITE_FILE 

 

戻り値 

失敗  ： ファイルを開かなかった場合、0を返します 

成功  ： 開いたファイルへのハンドル。 

 

解 説 

rwOpenは、Windows XPディスクファイルを開きます。 

ファイルへのパスはドライブレターを含むフルパスを使用します。 

（例： C:\\directiry\\file.ext） 

 

参 照 

rwClose, rwRead, rwWrite, rwTell, rwSeek, rwSizeOfFileも参照して 

ください。 
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A.4.3 rwClose 
 

構 文 

long rwClose(long FileHandle) 

  

引 数 

型 引数名 説 明 

long FileHandle RwOpenによって戻されたファイルハ

ンドル 

 

戻り値 

0  ： 成功 

-1  ： 失敗 

 

解 説 

rwCloseは、rwOpenによって開かれたファイルを閉じます。 

 

参 照 

rwClose, rwRead, rwWrite, rwTell, rwSeek, rwSizeOfFileも参照して 

ください 
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A.4.4 rwRead 
 

構 文 

long rwRead(void* Buffer, long Size, long Count, long FileHandle) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Buffer ディスクファイルからデータリード用

バッファを示すポインタ 

long Size 記録のサイズ（バイト単位） 

long Count 読取るレコードの数 

long FileHandle 読取るファイルのハンドル 

  

戻り値 

読み取られる全レコード数。 

0の戻り値は EOFを示します。 

 

解 説 

rwReadは、Sizeで指定したサイズのカウントデータ記録を読み取り、この 

記録をバッファに設定します。 

 

参 照 

rwOpen, rwWrite, rwTell, rwSeek, rwSizeOfFile, rwReadStringも 

参照してください。 
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A.4.5 rwRemoveFile 
 

構 文 

long rwRemoveFile(char* FileName) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* FileName 消去するファイルのネーム 

 

戻り値 

0  ： 失敗 

1  ： 成功 

 

解 説  

rwRemoveFileは、FileNameで指定したファイルを消去します。 

 

参 照 

rwCopyFile, rwRenameFileも参照してください。 
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A.4.6 rwRenameFile 
 

構 文 

long rwRenameFile(char* OldName, char* NewName) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* OldName リネームするファイルネーム 

char* NewName ファイルの新しいネーム 

 

戻り値 

0  ： 失敗 

1  ： 成功 

 

解 説 

rwRenameFileは、OldNameで指定したファイルを NewNameで指定したファイ

ル名に変更します。 

新しいファイルネームがすでに存在する場合、この関数は失敗します。 

 

参 照 

rwCopyFile, rwRemoveFileも参照してください。 
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A.4.7 rwWrite 
 

構 文 

long rwWrite(void* Buffer, long Size, long Count, long FileHandle) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Buffer 書込むデータのバッファを示すポイン

タ 

long Size レコードサイズ（バイト単位） 

long Count 書込むレコード数 

long FileHandle 書込みファイルのハンドル 

 

戻り値 

書込まれたレコード総数。 

 

解 説 

rwWriteは、バッファから Sizeで指定したサイズのカウントデータ記録を

ディスクファイルに書き込みます。 

 

参 照 

rwOpen，rwRead，rwWrite，rwTell，rwSeek，rwSizeOfFileも参照してく 

ださい。 
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A.4.8 rwTell  
 

構 文 

long rwTell(long FileHandle) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long FileHandle ファイルのハンドル 

 

戻り値 

ファイルの始めからの現在のオフセット（バイト単位）。 

 

解 説 

rwTellは、ファイルの始めから現在のオフセットを戻します。 

 

参 照 

rwOpen，rwRead，rwWrite，rwTell，rwSeek，rwSizeOfFileも参照してく 

ださい。 

 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

A.4.9 rwSizeOfFile 

 

構 文 

long rwSizeOfFile(long FileHandle) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long FileHandle 読むファイルのハンドル 

 

戻り値 

ファイル内のバイト総数 ： 成功 

-1   ： エラー 

 

解 説 

rwSizeOfFileは、ファイル中のバイト総数を戻します。 

 

参 照 

rwOpen，rwRead，rwWrite，rwTell，rwSeek，rwSizeOfFileも参照してく 

ださい。 
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A.4.10 rwSeek 

 

構 文 

long rwSeek(long FileHandle, long Offset, long Origin) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long FileHandle ファイルのハンドル 

long Offset 元の値に関係した位置 

long Origin 次のうち１つ： 

SEEK_BOF（ファイルの始め） 

SEEK_EOF（ファイルの終わり） 

SEEK_CURRENT（現在地から） 

 

戻り値 

0 ： 成功 

-1   ： 失敗 

 

解 説 

rwSeekは、ファイル内の希望するオフセットへ、現在のファイル位置を 

移動します。 

 

注意： 

SEEK_EOFを使用する場合、あるいは SEEK_CURRENTの位置から、ファイルの

始めに向けてシークする場合は、ネガティブオフセットを使います 

 

参 照 

rwOpen，rwRead，rwWrite，rwTell，rwSeek，rwSizeOfFileも参照してく 

ださい。 
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A.4.11 rwReadString 

 

構 文 

void* rwReadString(void* Buffer, long Size, long FileHandle) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Buffer ディスクファイルから読取られるデー

タ用バッファポインタ 

long Size バッファサイズ（バイト単位） 

long FileHandle 読取りファイルのハンドル 

 

戻り値 

バッファを示すポインタ ： 成功 

NULLポインタ   ： 失敗 

 

解 説 

rwReadStringは、ファイルからデータの文字列を読み取ります。 

この関数は CR/LFに遭遇するか、バイト数が最大まで書き込まれるまで、 

ファイルからデータを読込みます。 

 

参 照 

rwOpen，rwRead，rwWrite，rwTell，rwSeek，rwSizeOfFileも参照してく 

ださい。 
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A.4.12 rwWriteString 

 

構 文 

long rwWriteString(void* Buffer, long FileHandle) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Buffer ディスクファイルに書込まれるデータ

のバッファポインタ 

long FileHandle 書込みファイルのハンドル 

 

戻り値 

ファイルに書き込まれたバイト総数 

 

解 説 

rwWriteStringは、NULL文字が終端の文字列のデータをファイルに書き 

込みます。 

 

参 照 

rwOpen，rwWrite，rwTell，rwSeek，rwSizeOfFile，rwRead，rwReadString

も参照してください。 
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A.5 タイミング 

 

A.5.1 rwDelay 

 

構 文 

void rwDelay(long Delay) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Delay 遅らせるシステムチック数 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwDelayは、指定したシステムチックの値だけ現在のスレッドの実行を一時

中断します。 

 

 

  注意： このシステムチックのサイズは、現在は１ミリセカンドです。 

 

 

参 照 

rwSleep，rwYieldも参照してください。 
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A.5.2 rwMicroClock 

 

構 文 

_int64 rwMicroClock(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

システムが起動した時間からのμsec数 

 

解 説 

rwMicroClockは、システムが起動した時間（システムブートタイム）から

のミリセカンド数を返します。 

Pentiumプロセッサにおいて RwMicroClockのみが正常に、あるいはより正

確に機能します。４８６機種では、この関数は０を返します。RwMicroClock

は、1μセカンド以内の正確さをもつプロセッサー・ハードウェア・カウン

タを使用しています。 

 

参 照 

rwMicroSleepも参照してください。 
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A.5.3 rwMicroSleep 

 

構 文 

void rwMicroSleep(unsigned long microseconds, long CritFlag) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long Microseconds スリープするマイクロセカンド数 

long CritFlag スリープする際に重要なセクションを

使用する 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwMicroSleepは、スレッド／プロセスが 1μsec以内の間スリープできるよ

うにするものです。スリープタイムは、マイクロセカンド単位で測定されま

す。この関数のみが Pentium、あるいは改良型のプロセッサで正常に実行さ

れます。４８６機種では、すぐにこの関数は戻ります。 

この関数は十分な注意を払って取り扱う必要があります。 

この関数は、μsec間隔でスレッドの呼び出しを遅らせるために、特別なプ

ロセッサハードウェアカウンタを使用します。 

しかしこのスレッドはほかのスレッドに対するタイムスライスをやめるこ

とはしません。 この呼び出しスレッドは、待機状態のままになります。 

つまり、このスリープは、ビジー状態による遅れということです。 

特に I/Oハードウェアの要件を満たすために、ごく短い時間（通常は１０か

ら２０マイクロセカンド以下）遅らせる必要がある場合、ユーザーは、この

関数を使用します。CritFlagは、インタラプトを防ぐため、あるいは遅ら

せている間コンテキストの切り替えを防ぐために使用されます。 

CritFlagへ伝えられるゼロではない数値によって、重要なセクション内で

遅れさせます。このアクションによって、遅らせる時間の正確性を高めるこ

とができますが、このシステムの（スリープ時間の長さによる）インタラプ

トの潜在性を増す影響も概して考えられます。 
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A.5.5 rwHardwareCounter 

 

構 文 

void rwHardwareCounter(_int64* Ticks) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

_int64* Ticks カウンター値を受信する 64ビット整

数を示すポインタ 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwHardwareCounterは、プロセッサの高性能カウンタが存在すれば、その現

在位置を獲得します。これは、プロセッサへのクロックパルス毎に増加する

64ビットローリングカウンタです。 

 

参 照 

rwGetTicksも参照してください。 
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A.5.6 rwGetTicks 

 

構 文 

unsigned long rwGetTicks(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

システム クロックチックの現在の数値 

 

解 説 

rwGetTicksは、システムクロックチックの現在の数値である符号なしの数

値を戻します。 

クロックチックは、1秒に 1000回生じます。 

この数は現在日時に直接関連付けられるものではありません。 

間隔のタイミングに、秒単位以上の正確性を与えるように装備されているも

のです。 

rwGetTicks に対する２つの呼び出しが行われた場合、そして戻り値が互い

から引かれる場合は、その違いの絶対値がコール間の 1mscの数となります。  

この戻り値はフリーランニングの 32ビットカウンタですので、カウンタが 

ゼロを送り込んでいるときは、ユーザーは注意が必要です。 

 

参 照 

rwHardwareCounterも参照してください。 
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A.5.7 rwTime 

 

構 文 

void rwTime(unsigned long* Seconds, unsigned long* milliseconds) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long* Seconds セコンドのデスティネーションを示す

ポインタ 

unsigned long* milliseconds ミリセカンドを示すポインタ 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

1970年 1月深夜以来 rwTimeは、セカンド（秒）の数を戻します。 

この数値はすでに現地時間に変更されています。 

こうしてこの数値は 1 日のうちの時刻を得る（とらえる、受ける）ために、

gmtime及び asctimeに伝えられます。 

現地時間やタイムゾーン情報を要する関数に、この数値を伝える必要はあり

ません。 

ミリセカンドのパラメータは、セカンドのパラメータが戻すセカンドを過ぎ

て、ミリセカンド（０から９９９）の数を戻します。 

このタイムスタンプは、ＮＴシステム使用できる gmtime及び asctime関数

と互換性があり、データのログ収集や、ネイティブ NTアプリケーションが

読み取ることのできるタイムスタンプ情報のために使用される場合があり

ます。 
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A.6 スレッドコントロール 

 

A.6.1 rwCreateProcess 

 

構 文 

long rwCreateProcess(char* Filename, long StackSize, char* name,  

long Priority) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Filename 完全パス（full path）プロセスを作成

する際に使用される exeのファイルネ

ームを示すポインタ 

long StackSize プロセス用のバイト単位でのスタック

のサイズ（最小 2K） 

char* char* 新たなプロセス用のスレッドネームを

示すポインタ 

long Priority 作成されたプロセスのスレッドの優先

度（０から３１） 

 

戻り値 

新たなプロセスのスレッド ID :  成功 

-1  :  失敗 

 

解 説 

rwCreateProcessは、RTOS-WinJシステムに新たなプロセスを作成します。 

プロセスにはカプセル化したスレッドがありますので、システム内で標準 

スレッドのように正確に機能します。 

違うことが２つだけあり、まず、このプロセスが別々にコンパイル及びリン

クされている実行可能ファイル（この実行可能ファイル内のメインの（）関

数で始まる）からロードされているということ、そしてグローバルデータが、

スレッド間のようにプロセス間で直接アクセスが不可能であるということ

です。 

ポインタはプロセスからプロセスへ（共有メモリや rwSend から）伝えるこ

とが可能であり、そのポインタは有効のままです。 

 

通常の RTOS-WinJアプリケーションプログラムのように、プロセスは正確に

書き込まれます。 

 

例えば、そのプロセスは void main(void)関数で開始し、rwQuitRequest()
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が、このシステムがシャットダウン中であるかを判断することを確認する必

要がある、ということです。 
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A.6.2 rwCreateProcess 

 

構 文 

long rwCreateProcessEx(char* Filename, long StackSize, char* Name， 

long Priority, void* Param) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Filename 実行可能ファイルの完全パスとファイ

ルネームポインタ 

long StackSize バイト単位のプロセス用スタックのサ

イズ（最小 2K） 

char* char* 新たなプロセス用のスレッドネームポ

インタ 

long Priority 作成されたプロセスのスレッドの優先

度（０から３１） 

void* Param プロセスに伝えられたユーザーパラメ

ータポインタ 

 

戻り値 

新たなプロセスのスレッド ID :  成功 

-1  :  失敗 

 

解 説 

rwCreateProcessExは、RTOS-WinJシステムの新たなプロセスを作成し 

ます。 

プロセスにはカプセル化したスレッドがありますので、システム内で標準 

スレッドのように正確に機能します。 

プロセスにはカプセル化しているスレッドがありますので、システムにおい

て標準スレッドのように正確に機能します。 

違うことが２つだけあり、まずこのプロセスが別々にコンパイル及びリンク

されている実行可能ファイル（この実行可能ファイル内のメインの（）関数

で始まる）からロードされているということ、そしてグローバルデータが、

スレッド間のようにプロセス間で直接アクセスが不可能であるという事で

すポインタはプロセスからプロセスへ（共有メモリや rwSend から）伝える

ことが可能であり、そのポインタは有効のままです。 

 

通常の RTOS-WinJアプリケーションプログラムのように、プロセスは正確に

書き込まれます。 

例えば、そのプロセスは void main(void)関数で開始し、rwQuitRequest()
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が、このシステムがシャットダウン中であるかを判断することを確認する必

要がある、ということです。 

rwCreateProcessExは、ユーザーがパラメータを作成したプロセスに伝える

ことができるという点において、rwCreateProcessと異なります。 

このパラメータは、作成したプロセス内（あるいは RTOS-WinJのすべてのプ

ロセスやスレッド内）において、rwGetThreadData関数から検索されること

があります。 

 

参 照 

rwGetThreadData,rwCreateThreadExも参照してください。 
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A.6.3 rwCreateThread 

 

構 文 

long rwCreateThread(void* Address, long StackSize, char* ThreadName, 

long Priority) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Address 関数を示すポインタ 

long StackSize スレッドのスタック用に割り当てるメ

モリ（最小 2K） 

char* ThreadName このスレッドを認識する際に使用され

るスレッド名（最大 16文字） 

long Priority スレッドを実行する際の優先度 

（０から３１） 

 

戻り値 

新たなプロセスのスレッド ID :  成功 

-1  :  失敗 

 

解 説 

rwCreateThreadは、RTOS-WinJにて実行する新たなスレッドを作成します。 

スレッドの作成失敗にて考えられる理由が考えられます： 

・ThreadNameがすでに存在している。 

・最大スレッドが実行中である。 

・メモリが不足している。 

 

このスレッドをカプセル化する関数は、次のように定義される必要がありま

す。例えば、パラメータや戻り値がないという場合、 

 

void ThreadFunc(void) 

{ 

} 

 

パラメータは rwCreateThreadEx APIへの呼び出し（コール）から、この 

関数に伝えられる場合があります。 

しかし、このパラメータは直接この関数に伝えられませんが、

rwGetThreadData APIへの呼び出し（コール）からこの関数が検索します。

（rwCreateThreadExを参照してください）。 スレッド関数が戻る場合は、

rwKillThread がスレッド ID によって呼び出されるかのように、このスレ
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ッド自体が破壊されます。 

 

参 照 

rwExitThread,rwKillThread,rwLocateThread,rwCreateThreadExも 

参照してください。 
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A.6.4 rwCreateThreadEx 

 

構 文 

long rwCreateThreadEx(void* Address, long StackSize, char* ThreadName, 

long Priority, void* Param) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Address 関数を示すポインタ 

long StackSize バイト単位のスレッド用スタックのサ

イズ（最小 2K） 

char* ThreadName 新たなスレッド用のスレッドネームを

示すポインタ 

long Priority 作成されたスレッドの優先度（０から

３１） 

void* Param スレッドに伝えられたユーザーパラメ

ータを示すポインタ 

 

戻り値 

スレッド ID :  成功 

-1  :  失敗 

 

解 説 

rwCreateThreadExは、RTOS-WinJで実行するスレッドを作成します。 

この関数は数値を戻すか、変数を持ってはいけません。 

例えば ： 

＃include “rwernel.h” 

typedef struct 

{ 

long Data1, Data2, Data3; 

}MyStructType; 

 

void ThreadFunc(void) 

{ 

MyStructType* p; 

p = rwGetThreadData(rwGetTid()); 

//Thread code goes here ．．． 

}//ThreadFunc 

 

void main(void) 
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{ 

long tid; 

MyStructType p; 

//Fill in p 

 

p.Data1 = 1; 

p.Data2 = 2; 

p.Data3 = 3; 

//Create the Thread 

tid = rwCreateThreadEx(ThreadFunc, MIN_STACK_SIZE,  

“AthreadName”, 8, p）; 

while(!rwQuitRequest()) 

{ 

rwSleep(100); 

}//while 

}//main 

 

rwCreateThreadExは rwCreateThread関数と異なる点は、ユーザーが作成し

たスレッドにパラメータを渡すことを可能にしている点です。 

このパラメータは rwGetThreadData関数から検索されます。 

 

参 照 

rwGetThreadDataも参照してください。 
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A.6.5 rwEnterCriticalSection 

 

構 文 

void rwEnterCriticalSection(long* ps) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* ps システム情報を保存する際に使用され

る一時的なローカル変数 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwEnterCriticalSectionは、RTOS-WinJにおけるスレッドの切り替えを 

防ぎます。 

この関数は、Windowsがタスクを実行したり切り替えしないようにするもの

で、またブロックのインタラプトが発生しないようにもします。 

このような理由がありますので、使用する際は注意が必要です。 

rwEnterCriticalSection は、このマシン（機種）でもっとも重要なコード

のセクションのために、短時間使用されるのみです。 数１００ミリセカン

ドの間、重要なこのセクションにシステムが存続する場合、クロックが遅れ

る可能性があり、また、タイムアウト監視のきっかけとなる NT デバイスド

ライバもあります。 

rwEnterCritialSection と共に rwSeizeProcessor を使用する必要はありま

せん。 

 

参 照 

rwLeaveCriticalSection,rwSeizeProcessor,rwReleaseProcessorも参照 

してください。 
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A.6.6 rwExitThread 

 

構 文 

void rwExitThread (void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwExitThreadは、現在のスレッドを終了させます。 

 

参 照 

rwKillThreadも参照してください。 
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A.6.7 rwForceReady 

 

構 文 

int rwForceReady(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid スレッド ID 

 

戻り値 

0  ： 失敗 

1  ： 成功 

 

解 説 

rwForceReadyは、スレッドをいつでも使える状態にさせます。 

スレッドが Send,Receive,Wait,Suspend blockの場合は、次のスケジュール

のタイムスライスにおいて、スレッドは強制的に実行再開されます。

rwSend,rwReceiveでは失敗(0)を返します。 
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A.6.8 rwGetMainTid 

 

構 文 

long rwGetMainTid(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

メインスレッドのスレッド ID 

 

解 説 

rwGetMainTidは、メインスレッドのスレッド IDを戻します。 

メインスレッドは、RTOS-WinJアプリケーションのメイン()関数を実行 

する初期スレッドです。 

 

参 照 

rwGetTid,rwLocateThreadも参照してください。 
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A.6.9 rwGetPriority 

 

構 文 

int rwGetPriority(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid 優先度を獲得するためのスレッド ID 

 

戻り値 

スレッドの優先度  :  成功 

0   :  失敗 

 

解 説 

rwGetPriorityは、tidで指定したスレッドの優先度を返します。 

 

参 照 

rwSetPriorityも参照してください。 
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A.6.10 rwGetThreadData 

 

構 文 

void* rwGetThreadData(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid パラメータが検索されるためのスレッ

ドのスレッド ID 

 

戻り値 

スレッド作成パラメータへのポインタ  :  成功 

NULL   :  失敗 

 

解 説 

rwGetThreadDataは、tidにて獲得したスレッドの rwCreateThreadExあるい

は rwCreateProcessExに送るユーザーパラメータを検索します。 

（rwCreateThreadExを例として参照してください。） 

このスレッドが rwCreateThreadEx あるいは rwCreateProcess から作成され

た場合は、この関数は NULLを戻します。 
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A.6.11 rwGetTid 

 

構 文 

long rwGetTid(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

現在のスレッドのスレッド ID 

 

解 説 

rwGetTidは、現在のスレッドのスレッド IDを戻します。 

 

参 照 

rwGetMainTid,rwLocateThreadも参照してください。 
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A.6.12 rwKillThread 

 

構 文 

int rwKillThread(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid 終了されるスレッドの ID 

 

戻り値 

TRUE  ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwKillThreadは、実行中の指定したスレッドを無条件に終了します。 

この関数は、終了させるスレッドが未知の状態にある可能性もあるので、注

意して使用してください。 

 

参 照 

rwExitThread,rwLocateThreadを参照してください。 
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A.6.13 rwLeaveCriticalSection 

 

構 文 

void rwLeaveCriticalSection(long ps) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ps rwEnterCriticalSectionへの呼び出

しからの数値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwLeaveCriticalSectionは、通常操作へのタスクの切り替えを戻します。 

 

参 照 

rwEnterCriticalSection,rwSeizeProcessor,rwReleaseProcessorも参照 

してください。 
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A.6.14 rwLocateThread 

 

構 文 

long rwLocateThread(char* ThreadName) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* ThreadName スレッド名に一致する null終了文字

列を示すポインタ 

 

戻り値 

指定したスレッド名を照合するスレッドの ID  

そのスレッド名が現在のスレッド名のどれとも適合しなかった場合、-1 を

返します。 

 

解 説 

rwLocateThreadは実行中のスレッドが他のスレッドのスレッド IDを調べる

ときに使用します。 

実行中のスレッドがこの後に、他のスレッドと通信する際にメッセージング

やシグナルを使用する場合があります。 

 

参 照 

rwCreateThreadも参照してください。 
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A.6.15 rwParentTid 

 

構 文 

long rwParentTid(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid ペアレントを獲得するためのスレッド

ID 

 

戻り値 

-1 :  失敗 

ペアレントスレッドの TID :  成功 

 

解 説 

rwParentTidは、tidにて指定されたスレッドのペアレントスレッド IDを検

索します。 

rwCreateThread、あるいは rwCreateThreadEx 関数を使用して作成される場

合は、スレッドはペアレントを備えています。 

そのペアレントは、元々プロセスを始めるものとして定義されます。 

（例：RTOS-WinJにおいて最初に作成されるプロセス／スレッド、あるいは

rwCreateProcess、または rwCreateProcessExによって作成されるプロセス） 

例えばプロセス Aが rwCreateThreadにてスレッド１を作成し、その後 

スレッド１が rwCreateThread にてスレッド２を作成する場合は、スレッド

２のペアレントは引き続きプロセス Aであり、これは両方のスレッドのペア

レントとなります。 

 

参 照 

rwGetTidも参照してください。 
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A.6.16 rwReleaseProcessor 

 

構 文 

void rwReleaseProcessor(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwReleaseProcessorは、rwSeizeProcessorの後に呼び出されるもので 

あり、これによって CPUが Windowsにサービスすることが可能になります。 

詳細は rwSeizeProcessorを参照してください。 

 

参 照 

rwSeizeProcessor,kEnterCriticalSection,rwLeaveCriticalSectionも参照

してください。 
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A.6.17 rwResume 

 

構 文 

int rwResume(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid 実行開始（再使用可能）するスレッド

の ID 

 

戻り値 

TRUE  ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwResumeは以前中断していたスレッドの実行を再び可能にします。 

 

参 照 

rwSuspend,rwKillThreadも参照してください。 
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A.6.18 rwSeizeProcessor 

 

構 文 

void rwSeizeProcessor(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwSeizeProcessorは通常インタラプトルーチンにおいて使用しているのを、

rwReleaseProcessor がシグナルを送ったスレッドで呼び出されるまでは、

Windowsに CPUリソース機能を装備させません。 

 

参 照 

rwReleaseProcessor,rwEnterCriticalSection,rwLeaveCriticalSection も

参照してください。 
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A.6.19 rwSetPriority 

 

構 文 

int rwSetPriority(long tid,long pri) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid 優先度設定を行うスレッド ID 

long pri 新しい優先度 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetPriorityは、tidで指定したスレッドの優先度を設定します。 

新しい優先度は、すべて 0 と定数 MAXIMUM_PRIORITY の間にある必要があり

ます。MAXIMUM_PRIORITYは 31と定義されます。 

 

参 照 

rwGetPriorityも参照してください。 
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A.6.20 rwSuspend 

 

構 文 

int rwSuspend(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid 一時中断するスレッドの ID 

 

戻り値 

TRUE   ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwSuspendは、指定したスレッドの実行を一時中断します。 

このスレッドは、rwResumeが呼び出されるまで中断したままになります。 
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A.6.21 rwThreadState 

 

構 文 

long rwThreadState(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッドの ID 

 

戻り値 

指定したスレッドの実行状態 

この Tidが無効な場合、-1は戻ります。 

 

解 説 

rwThreadStateは実行状態を戻します。 次の説明に適合するスレッドステ

ート定義に rwThreadState を使用してアクセスする際に、rwSystem.h ファ

イルが含まれる必要があります。 

 

定数 解説 

STATE_READY スレッドが使用可能状態で、タイムスライ

スを待っている 

STATE_RECEIVE スレッドがメッセージあるいはシグナル

を待ってブロックされている 

STATE_SEND スレッドがメッセージを送信し、返答をま

っている 

STATE_SUSPEND スレッドがほかのスレッドによって一時

中断されている 

STATE_WAIT スレッドがスリープ状態（rwSleep）ある

いは遅れている（rwDelay） 

STATE_FREE スレッドが実行中ではない 

 

参 照 

rwSuspendThread,rwResumeThreadも参照してください。 
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A.6.22 rwYield 

 

構 文 

void rwYield(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwYieldは、現在のスレッドのタイムスライスの残りを、次に使用可能な同

じ優先度のスレッドにリリースします。 

 

参 照 

rwSleep,rwDelayも参照してください。 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

A.7 スレッド間通信、メッセージ 

 

A.7.1 rwCreceive 

 

構 文 

long rwCreceive(long tid, void* Data, long Length) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid 受信するスレッド IDあるいは定数

ANYTID 

void* Data データを置くバッファへのポインタ 

long Length 最長受信データ 

 

戻り値 

送信（rwSend）スレッドのスレッド ID :  メッセージ到達時成功 

定数 SIGNALED :  シグナル到達時成功 

-1 :  使用可能メッセージ／ 

シグナルなし 

 

解 説 

rwCreceive と rwReceive は、重要な違いが１つありますが非常に似ている

ものです。rwCreceive は、メッセージを待ちながらブロックできません。

RwCreceiveは条件付きで受信します。 

例えば rwCreceiveは１つが中断していると（すでに送信されている）、メッ

セージやシグナルを受信するということです。 メッセージやシグナルが中

断中でなければ、rwCreceiveは失敗コード（-1）とともにすぐに戻ります。 

 

参 照 

rwReceiveも参照してください。 
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A.7.2 rwReceive 

 

構 文 

long rwReceive(long Tid, void* Mesrwge, long MsgLentgh) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid メッセージが受けられる際のスレッド

の ID 

void* Mesrwge 到達メッセージを保存する場所のアド

レス 

long MsgLentgh 最長到達メッセージ 

 

戻り値 

到達データパケットがメッセージである時 :  送信（rwSend）スレッド 

のスレッド ID 

到達データパケットがシグナルである時 :  定数 SIGNALED 

-1 :  Tidが無効である場合 

 

解 説 

rwReceiveはほかのスレッドから到達メッセージおよびシグナルを受け入れ、

あるいはインタラプトルーチンからシグナルを受け入れます。 

rwReceiveを呼び出すこのスレッドは、到達メッセージやシグナルがそれを

送信するまでブロックします。 

 

メッセージ 

指定のスレッド ID は、あるスレッドからメッセージを受け入れるときのみ

使用され、あるいは定数 ANYTID はスレッドすべてからのメッセージを受け

入れる際に使用される場合があります。 

 

 

注意：スレッド ID が指定されている場合でさえも、どのソースからの 

シグナルもスレッドによって引き続き受信されます。 
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メッセージを受信する全てのスレッドは、送信スレッドに対して返信

(rwReply)する必要があります（あるいは、送信スレッドは必ずブロックし

ます）。 

 

シグナル 

シグナルは返信を必要としません。 シグナルはメッセージより先に発生し

ます。 

中断中のすべてのシグナルは、メッセージが受信される前に受信されなけれ

ばなりません。 

 

参 照 

rwSend,rwReply,rwSignal,rwClearSignals,rwReadSignals も参照してくだ

さい。 
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A.7.3 rwReply 

 

構 文 

long rwReply(long Tid, void* Reply, long ReplyLength) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid 返信するスレッドの ID 

void* Reply 返信を示すポインタ 

long ReplyLength 返信の長さ（バイト単位） 

 

戻り値 

送信スレッドのスレッド ID 

スレッドが返信を受信する前に終了されたり、あるいはスレッドがメッセー

ジを現在のスレッドに送信しなかった場合、-1は戻されます。 

 

解 説 

rwReplyは、メッセージ（シグナルではありません）をすでに送信したスレ

ッドに返信します。送信スレッドはその返信を受け付け、そして非ブロック

化します。 

rwReplyを呼び出すスレッドはブロックしません。 

 

 

注意： rwReply は、rwReceive がメッセージを受信したあとに発生しなければなり 

ません。 

スレッドが rwReply にシグナルしか送らない場合は、実は不正で、要求はさ

れません。 

 

 

参 照 

rwSend,rwReceiveも参照してください。 
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A.7.4 rwSend 

 

構 文 

long rwSend(long Tid, void* Mesrwge, long MsgLength, void* Reply,  

long ReplyLength) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid デスティネーションスレッドの ID 

void* Mesrwge 送信するメッセージを示すポインタ 

long MsgLength 返信を受信する場所を示すポインタ 

void* Reply 送信するメッセージを示すポインタ 

long ReplyLength 返信で受け付ける最大バイト数 

 

戻り値 

メッセージを受信するスレッドの ID :  成功 

スレッドが存在しない場合や、返信前に終了した場合、-1 :  失敗 

 

解 説 

rwSendは指定されたスレッドにメッセージを送ります。 

送信先スレッドがメッセージを受信し（rwReceive）、応答（rwReply）を返

すまで送信元スレッドはブロックされます。 

 

参 照 

rwReceive,rwReplyも参照してください。 
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A.8 スレッド間通信、セマフォ 

 

A.8.1 rwAllocSemaphore 

 

構 文 

long rwAllocSemaphore(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid セマフォのスレッド ID 

 

戻り値 

0   ： 成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwAllocSemaphore は、すでに rwCreateSemaphore 関数と共に作成されたセ

マフォを割り当てます。一旦割り当てられると、スレッドが同じセマフォを

割り当てようとする場合、ほかの NT や RTOS-WinJ スレッドは、最初の割り

当てが rwFreeSemaphore からそのセマフォをフリーにするまでブロックし

ます。 

こ の よ う に し て 、 共 有 リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス は 、

rwAllocSemaphore/rwFreeSemahore の２つにおいてこのリソースを送り込

み･回り込みすることによって、コントロールする場合があります。 

このセマフォを認識するスレッド ID は、rwCreateSemaphore または

rwLocateSemaphoreによって戻されたスレッド IDです。 

 

参 照 

rwCreateSemaphore,rwDestroySemaphore,rwFreeSemaphore, 

rwLocateSemaphoreも参照してください。 
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A.8.2 rwCreateSemaphore 

 

構 文 

long rwCreateSemaphore(char* Name, unsigned long Priority) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name セマフォのネームを示すポインタ 

unsigned long Priority セマフォの優先度 

 

戻り値 

セマフォのスレッド ID   ： 成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwCreateSemaphore は、共有の共通リソースへのアクセスをコントロール

するための名前付きセマフォを作成します。（例えば共有メモリ領域）。作

成したあと、このセマフォは、共有リソースにアクセスするために

RTOS-WinJや NTスレッドによって割り当てられ、フリーにされます。 

セマフォを作成することで、セマフォと同じ名前のものと RTOS-WinJ スレ

ッドが作成されるので、通常のスレッドネームとの衝突を防ぐように注意

を払う必要があります。 

さらにセマフォは rwDestroySemaphore関数を使用することによって、これ

以上必要性がなくなった際に破棄されます。 

 

参 照 

rwDestroySemaphore,rwAllocSemaphore,rwFreeSemaphore, 

rwLocateSemaphoreも参照してください。 
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A.8.3 rwDestroySemaphore 

 

構 文 

long rwDestroySemaphore(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid セマフォのスレッド ID 

 

戻り値 

0   ： 成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwDestroySemaphore は、rwCreateSemaphore 関数と共に以前作成されたセ

マフォを破棄します。 

このセマフォを認識するスレッド ID は、rwCreateSemaphore または

rwLocateSemaphoreが戻したスレッド IDです。 

セマフォは、アプリケーションでは必要性がなくなった時は常に破棄しな

くてはなりません。 

このセマフォはフリーになるまで実際破棄されませんが、スレッドを破棄

できるのは、セマフォを割り当てた同じスレッドです。 

 

参 照 

rwCreateSemaphore,rwAllocSemaphore,rwFreeSemaphore, 

rwLocateSemaphoreも参照してください。 
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A.8.4 rwFreeSemaphore 

 

構 文 

long rwFreeSemaphore(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid セマフォのスレッド ID 

 

戻り値 

0   ： 成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwFreeSemaphoreは、rwAllocSemaphore関数ですでに割り当てられた 

セマフォをフリーにします。 このセマフォをフリーにすれば、他の NT や

RTOS-WinJスレッドがセマフォを割り当てることができます。 

（そして rwAllocSemaphore をすでに呼び出したスレッドを非ブロック化し

ます。）このセマフォを認識するスレッド IDは、rwCreateSemaphoreまたは

rwLocateSemaphoreが戻したスレッド IDです。 

 

参 照 

rwCreateSemaphore, rwDestroySemaphore,rwAllocSemaphore, 

rwLocateSemaphoreも参照してください。 
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A.8.5 rwLocateSemaphore 

 

構 文 

long rwLocateSemaphore(char* Name) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name セマフォのネームを示すポインタ 

 

戻り値 

セマフォのスレッド ID   ： 成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwLocateSemaphore は 、 以 前 作 成 さ れ た セ マ フ ォ の 位 置 を

rwCreateSemaphore 関数から確認します。（そしてそのセマフォのスレッド

IDを戻します）。 このスレッドIDは、rwAllocSemaphoreと rwFreeSemaphore

関数からセマフォを使用する必要があります。 

セマフォのスレッドＩＤを獲得するためにセマフォを作成しなかった

RTOS-WinJあるいは NTスレッドが rwLocateSemaphoreを使用します。 

 

参 照 

rwCreateSemaphore,rwDestroySemaphore,rwAllocSemaphore, 

rwFreeSemaphoreも参照してください。 
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A.9 スレッド間通信、新セマフォ関数 

 

A.9.1 rwOpenSemaphore 

 

構 文 

Semaphore* rwOpenSemaphore(char* Name) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name セマフォ名へのポインタ（最大１６字） 

 

戻り値 

セマフォを示すポインタ   ： 成功 

NULL ： 失敗 

 

解 説 

rwOpenSemaphore は、パラメータとして Name で指定したセマフォを作成し

たり、開きます。 この Name は、NULL で終了する長さ最大 16 文字 ASCII

文字列です。（NULLの終端バイトを含みません）。 

指定した名称のセマフォがすでに存在している場合、この関数はセマフォの

使用カウントを増やし、ポインタをセマフォに戻します。 

このセマフォがまだ存在していない場合は、セマフォを作成して初期化し、

そしてポインタをセマフォに戻します。 

 

rwCreateSemaphoreと共に作成されたセマフォと一緒に rwOpenSemaphoreを

使用しないでください。 

作成したセマフォや rwOpenSemaphore と共に開いたセマフォを操作するた

め に は 、 rwTrySemaphore,rwGetSemaphore,rwReleaseSemaphore, そ し て

rwCloseSemaphoreだけを使用してください。 

 

ス レ ッ ド を 開 く に あ た っ て 必 要 性 の な く な っ た セ マ フ ォ 用 に

rwCloseSemaphoreを呼び出してください。 

使用にあたりスレッドが開かれたそのスレッドを必要とする限り、セマフォ

は開いたままにします。 

処理から抜ける際には、スレッドは開いたセマフォすべてを常に閉じる必要

があります。 
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参 照 

rwTrySemaphore,rwGetSemaphore,rwReleaseSemaphore,rwCloseSemaphoreも

参照してください。 
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A.9.2 rwGetSemaphore 

 

構 文 

long rwGetSemaphore(Semaphore* semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

Semaphore* semaphore rwOpenSemaphoreが戻したセマフォの

ポインタ 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetSemaphore は、パラメータとして伝えられたポインタに関連するセマ

フォの所有権を獲得しようと試みます。 

このセマフォがすでに他のスレッドによって所有されている場合は、この呼

び出し（caller）は、現在の所有スレッドがそのセマフォをリリースするま

でブロックします。 

２つ以上のスレッドが１つのセマフォを待っている場合、優先度の高いスレ

ッドが最初に所有権を主張してきます。 

同じ優先度のマルチスレッドが待機中の場合、もっとも長く待機していたス

レッドが最初に所有権を獲得します。 

 

セマフォの所有権の必要性がなくなった時、この呼び出しスレッドは

rwReleaseSemaphoreを呼び出す必要があります。 

 

参 照 

rwTrySemaphore,rwOpenSemaphore,rwReleaseSemaphore,rwCloseSemaphore

も参照してください。 
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A.9.3 rwTrySemaphore 

 

構 文 

long rwTrySemaphore(Semaphore* semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

Semaphore* semaphore rwOpenSemaphoreが戻したセマフォの

ポインタ 

 

戻り値 

1   ： 成功（所有権は獲得されています） 

0 ： 失敗（セマフォはすでに所有されています） 

 

解 説 

rwTrySemaphore は、パラメータとして伝えられたポインタに関連するセマ

フォの所有権を獲得しようと試みます。そのセマフォがすでに他のスレッド

によって所有されている場合は、この関数は 0の戻り値を返し、すぐに戻り

ます。このセマフォが現在所有されていない場合は、この関数は

rwGetSemaphore 関数と同じように、正確にそのセマフォの所有権を獲得し

ます。 

 

このセマフォの所有権に必要性がなくなった時、この呼び出しスレッド

は rwReleaseSemaphore関数を呼び出す必要があります。 

 

参 照 

rwReleaseSemaphore,rwGetSemaphore,rwOpenSemaphore,rwCloseSemaphore

も参照してください。 
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A.9.4 rwReleaseSemaphore 

 

構 文 

long rwReleaseSemaphore(Semaphore* semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

Semaphore* semaphore rwOpenSemaphoreが戻したセマフォの

ポインタ 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwReleaseSemaphoreは、rwGetSemaphoreや rwTrySemaphore関数の使用を以

前許可されたセマフォの所有権をリリースします。 

 

rwGetSemaphoreや rwTrySemaphoreの所有権のあるスレッドは、他のスレッ

ドがセマフォが保護しているリソースを使用している場合、その不必要なブ

ロッキングを防いだらできるだけ早めにセマフォをリリースしなければな

りません。 

 

参 照 

rwTrySemaphore,rwGetSemaphore,rwOpenSemaphore,rwCloseSemaphoreも 

参照してください。 
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A.9.5 rwCloseSemaphore 

 

構 文 

long rwCloseSemaphore(Semaphore* semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

Semaphore* semaphore rwOpenSemaphoreが戻したセマフォの

ポインタ 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwCloseSemaphoreは、rwOpenSemaphoreで開かれたセマフォを閉じます。 

そのセマフォを開こうとするスレッドが他にない場合、セマフォを閉じるこ

とでそれを破棄します。そのセマフォを開こうとするスレッドがある場合は、

rwCloseSemaphoreは、そのセマフォの使用カウントを減少させます。 

 

参 照 

rwTrySemaphore,rwOpenSemaphore,rwReleaseSemaphore,rwGetSemaphoreも

参照してください。 
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A.10 スレッド間通信、シグナル 

 

A.10.1 rwClearSignals 

 

構 文 

unsigned long rwClearSignals(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッドの ID 

 

戻り値 

一時中断しているシグナルの数 

 

解 説 

rwClearSignalsは、Tidにて指定したスレッドにて一時中断しているシグナ

ル全てを削除し、中断中のシグナルの数を戻します。 

 

参 照 

rwSignal,rwReadSignals,rwReceiveも参照してください。 
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A.10.2 rwReadSignals 

 

構 文 

unsigned long rwReadSignals(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid 中断中シグナルへクエリーするスレッ

ドの ID 

 

戻り値 

Tidで指定したスレッドで一時中断しているシグナルの数 

 

解 説 

rwReadSignalsは、指定したスレッドの一時中断中のシグナル数を戻します。 

 

参 照 

rwSignal, rwClearSignals,rwReceiveも参照してください。 
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A.10.3 rwSignal 

 

構 文 

long rwSignal(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid シグナルを発信するスレッドの ID 

 

戻り値 

シグナルが送信されたスレッド ID :  成功 

-1 :  失敗 

 

解 説 

rwSignal は、指定したスレッドへシグナルを発信します。この呼び出しス

レッドはブロックしません。スレッドで一時中断できるシグナルの最大数は

４２９４９６７２９６（２の３２乗）です。 

 

参 照 

rwReceive,rwClearSignals,rwReadSignalsも参照してください。 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

A.11 デバッグ 

 

A.11.1 rwDebug 

 

構 文 

long rwDebug(char* Format， ．．．) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Format ステートメントをフォーマットする標

準 Cプリント fを使用 

... ... フォーマット文字列に対するアーギュ

メント 

 

戻り値 

0   ： 成功 

-1 ： 失敗 

解 説 

rwDebug は、完了するまで呼び出しスレッドを遅らせるダイレクトプリン

ト構造です。呼び出しがフォーマット化されたテキストの文字列をアウト

プット（出力）ウィンドウに送信します。このウィンドウは Windows で実

行しているものです。このアクションによって、プログラマーはフォーマ

ットされた出力（アウトプット）をウィンドウに送信することができます。 

 

注意： アウトプット（出力）文字列の長さの最大値は２５５バイトです。 

 

警告：リアルタイムパフォーマンスが重要である時には、この関数を使用 

することは避けてください。rwDebugは目的をデバッグするための開

発ツールとしてのみ使用してください。この関数によって、デバッ

グメッセージをすぐに（待たずに）表示することができますが、 

Windowsが、リアルタイムに処理を行っているものを中断させるメッ

セージを送るまでこの関数は戻りません。ご使用のリアルタイムア

プリケーションに深刻な影響の少ないプリント関数に関しては、

rwPrintを参照してください。表示には多少の時間がかかり、ご使用

のリアルタイムアプリケーションにある程度の影響を及ぼすことに

ご注意ください。 

参 照 

rwPrintも参照してください。 
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A.11.2 rwPrint 

 

構 文 

long rwPrint(char* Format， ．．．) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Format ステートメントをフォーマットする標

準 Cプリント fを使用 

... ... フォーマット文字列に対するアーギュ

メント 

 

戻り値 

0   ： 成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwPrintは、フォーマットされたテキストの文字列をアウトプット（出力）

ウィンドウに送信します。このウィンドウは Windowsで実行しているもので

す。このテキスト文字列はバッファに置かれ（最大６４メッセージがバッフ

ァに置かれます）、システムタイムが可能な場合、出力（アウトプット）し

ます。このバッファリングは、データのプリントが呼び出しスレッドのタイ

ミングを中断しないようにします。 

 

注意： 出力（アウトプット）文字列の長さの最大値は２５５バイトです。 

 

 

参 照 

rwDebugも参照してください。 
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A.12 インタラプト 

 

A.12.1 rwInterruptAttach 

 

構 文 

int rwInterruptAttach(long IRQNumber, void* ISRAddress) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long IRQNumber インタラプトの数（０から１５） 

void* ISRAddress IRQが発生した際呼び出すインタラプ

トサービスルーチン 

 

戻り値 

TRUE   ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwInterruptAttach は、関数をハードウェアインタラプトに付属させます。

このハードウェアインタラプトが生じたとき、ISRAddress で指定された関

数が呼び出されます。この関数は、現在スレッドがブロック化できるいかな

る関数も呼び出しません。 

 

ISR関数ができるだけ素早く実行することは重要であり、その後、システム

を通常操作に戻してください。重要度の低い操作を遅らせるために、ISRは

（rwSignal を使用して）待機スレッドを発信し、できるだけ素早く ISR を

抜ける必要があります。 
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rwInterruptAttachへの呼び出しに続くインタラプトを常に使用不可にして

ください。RTOS-WinJ システムがこの承認を実行していく中で、ISR は直接

インタラプトコントローラを承認しません。ISRはインタラプトを引き起こ

すハードウェア上で、インタラプト要求をリセットする役割を担っています。 

 

注意：浮動小数点の算術がインタラプトルーチン内で実行されている時は、手動で 

浮動小数点コンテキストを保護してください。 

 

ISR を以下のように定義してください。つまり、パラメータも戻り値もな

いということです。 

 

void InterruptFunc(void) 

 

参 照 

rwInterruptDetach,rwInterruptEnable,rwInterruptDirwble も参照してく

ださい。 
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A.12.2 rwInterruptDetach 

 

構 文 

int rwInterruptDetach(long IRQNumber) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long IRQNumber ハードウェアインタラプトの数（０か

ら１５） 

 

戻り値 

TRUE   ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwInterruptDetach は、呼び出し（関数の）rwInterruptAttach が以前付属

したハードウェアインタラプトをから ISR関数を分離します。 

この関数の実行後に、ハードウェアインタラプトが起こった時（発生したと

き）、ISRは RTOS-WinJから呼び出されません。 

 

参 照 

rwInterruptAttach,rwInterruptEnable,rwInterruptDirwble も参照してく

ださい。 
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A.12.3 rwInterruptDirwble 

 

構 文 

int rwInterruptDirwble(long IRQNumber) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long IRQNumber 使用不可能にするハードウェアインタ

ラプトの数（０から１５） 

 

戻り値 

TRUE   ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwInterruptDirwble は、割込み発生時に指定されたハードウェアインタラ

プトを使用不可能にしますが、ISR関数を分離しません。 

 

参 照 

rwInterruptEnable,rwInterruptAttach,rwInterruptDetachも参照してくだ

さい。 
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A.12.4 rwInterruptEnable 

 

構 文 

int rwInterruptEnable(long IRQNumber) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long IRQNumber 使用可能にするハードウェアインタラ

プトの数 

 

戻り値 

TRUE   ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwInterruptEnableは、インタラプトコントローラー上で指定されたインタ

ラプトを使用可能にします。ISRはハードウェアでのインタラプトをリセッ

トする義務があります。 

 

参 照 

rwInterruptAtach,rwInterruptDetach,rwInterruptDirwbleも参照してくだ

さい。 
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A.13 インプット／アウトプット（入力／出力） 

 

A.13.1 rwInp,rwInpw,rwInpd 

 

構 文 

int rwInp(unsigned short port) 

unsigned short rwInpw(unsigned short port) 

unsigned long rwInpd(unsigned short port) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned short Port 読み取るための I/Oポート 

 

戻り値 

指定した I/Oポートの位置から読み取られたバイト、ワード、ダブルワード 

 

解 説 

rwInp,rwInpw,rwInpdは、指定した I/Oポートからバイト、ワード、ダブル

ワードを読み取ります。 

 

参 照 

rwOutp,rwOutpw,rwOutpdも参照してください。 
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A.13.2 rwOutp,rwOutpw,rwOutpd 

 

構 文 

int rwOutp(unsigned short Port, int Value) 

unsigned short rwOutpw(unsigned short Port,  

unsigned short Value) 

unsigned long rwOutpd(unsigned short Port, unsigned long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned short Port I/Oポート 

int Value I/Oに書き込むための数値 

unsigned short Value I/Oに書き込むための数値 

unsigned long Value I/Oに書き込むための数値 

 

戻り値 

出力された数値 

 

解 説 

rwOutp,rwOutpw，rwOutpdは、指定した I/Oポートのロケーションへバイト、

ワード、ダブルワードのデータをアウトプットします。 

 

参 照 

rwInp,rwInpw,rwInpdも参照してください。 
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A.14 トレースデバッグ 

 

A.14.1 rwDebugTraceEvent 

 

構 文 

＃include “rwernel.h” 

＃include “tracefunc.h” 

void rwDebugTraceEvent(unsigned long EventCode,  

unsigned long FunctionCode,  

unsigned long Parameter) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long EventCode RW_TRACE_EVENT_USER_EVENT に設定さ

れる必要がある 

unsigned long FunctionCode ユーザー定義コード 

unsigned long Parameter ユーザー定義パラメータ 

  

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwDebugTraceEventによって、パラメータはトレースバッファにおいてトレ

ースイベントを挿入することができます。この関数がユーザープログラムの

中で呼び出されるときに、トレースイベントはデバッグトレースバッファに

挿入されます。この関数コード及びパラメータの引数は、ユーザーが希望す

るあらゆる 32ビットに設定される可能性があります。 

これら２つの数値と一緒のこの記録は、RTOS-WinJデバッグトレースユーテ

ィリティプログラムのデバッグトレースにおいて表示されます。 
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注意１：EventCode は、RW_TRACE_EVENT_USER_EVENT（例：0x0400）に常に設定 

されている必要があります。 

他の数値はすべてによって、不適当なトレースイベントがトレースバッフ

ァ内に発生することになります。 

 

注意２：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 
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A.14.2 rwDumpDebugTrace 

 

構 文 

rwDumpDebugTrace(long ClearBuffer) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ClearBuffer トレースバッファをクリアにするフラ

グ 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwDempDebugTraceは、トレースバッファをダンプファイルにダンプします。 

このダンプファイルのネームは rwSetTraceDumpFile コールを使って指定し

ます。 

rwDumpDebugTrace 関数が呼び出されたときは、常にこのダンプファイルの

コンテンツは上書きされます。ユーザーがこのダンプファイル保護したい場

合は、rwSetTraceDumpFile への新しい呼び出しを作成し、このファイルネ

ームをダンプして変更するか、あるいは現在のダンプファイルを異なったフ

ァイルネームにコピーしてから、再び rwDumpDebugTrace を呼び出してくだ

さい。 

 

このダンプファイルはバイナリーフォーマットの中にあります。RTOS-WinJ

デバッグトレースユーティリティプログラムで、このトレースファイルをフ

ォーマットして人が読み取れるフォーマットに直します。（HyperShare関数

の rwFormatTraceFileおよび rwFormatTraceFileCSVも参照してください。） 
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ClearBufferフラグは、rwDumpDebugTrace関数が、ダンプ後にトレースバッ

ファをクリアにするかどうかを表示します。ゼロではない数値は、ダンプさ

れた後そのトレースバッファが空にされる必要があることを表示します。 

rwStartTraceMonitoringへの呼び出しは、モニタリングを開始したときに、

トレースバッファを自動的にクリアにします。 

 

rwDumpDebugTrace は、モニタリングが実行していないときに唯一呼び出す

ことが可能です。（rwGetTraceState は、RW_TRACE_STATE_DORMANT を戻しま

す。） 

 

RW_TRACE_STATE_DORMANTは、trace.hで定義され、 

 

＃define RW_TRACE_STATE_DORMANT １ 

                                    

となります。 

 

トレースモニタリングを実行している間に、トレースファイルをダンプしよ

うとする場合は（例：rwStartTraceMonitoringがすでに呼び出されていて、

ストップトリガやフルバッファ、あるいは rwStopTracingコールがトレーシ

ングを中止していないなど）、rwDumpDebugTraceは失敗します。 

 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

 

参 照 

rwSetTraceDumpFile,rwFormatTraceFileも参照してください。 
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A.14.3 rwGetTraceBufferMode 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwGetTraceBufferMode(long* Mode) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Mode 現在のバッファモード用の保管位置 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceBufferMode は、イベントをバッファする際に使用される現在モ

ードを検索します。このモードは以下のように trace.hで定義されます。 

 

＃define RW_TRACE_BUFFER_ONESHOT １ 

＃define RW_TRACE_BUFFER_CIRCULAR ２ 

 

ワンショットバッファは、一旦バッファがフルになるとモニタリングイベン

トを中止します。イベントにおいて、フルのバッファは更なるストップトリ

ガとして機能します。 

循環バッファは、バッファがフルになった後もモニタリングイベントを続行

します。もっとも古いイベントが循環式で上書きされます。 

 

参 照 

rwSetTraceBufferModeも参照してください。 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 
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A.14.4 rwGetTraceBufferSize 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwGetTraceBufferSize(long* BufferSize) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* BufferSize 現在のバッファサイズ用の保管位置 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

 

解 説 

rwGetTraceBufferSize は、いくつかのエントリ（記録）においてトレース

バッファのサイズを検索します。トレーシングが実行されている間、システ

ム内で１つの記録がイベントごとに使用されます。これは、実際に使用可能

である記録数とは同じではありません。（rwTraceDataAvailableを参照して

ください。） 

 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

 

参 照 

rwSetTraceBufferSizeも参照してください。 
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A.14.5 rwGetTraceState 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwGetTraceState(long* State) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* State 現在の状態を置くアドレスの場所 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceStateは、トレースモニタリングの現在の状態を獲得します。こ

の異なったステートは、以下のように trace.hにおいて定義されます。 

 

＃define RW_TRACE_STATE_NOTREADY 0 

//system still coming up, not ready to trace 

＃define RW_TRACE_STATE_DORMANT 1 

//tracing not active, tracing can be configured 

＃define RW_TRACE_STATE_MONITORING 2 

//rwStartTraceMonitoring called, looking for 

// start triggers 

＃define RW_TRACE_STATE_TRIGGERED 4 

//currently recording, start trigger has occurred 

＃define RW_TRACE_STATE_PAUSED 8 

//internal state, monitoring temporarily paused 
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注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

 

参 照 

rwSetTraceStateも参照してください。 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

A.14.6 rwGetTraceTriggers 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwGetTraceTriggers(unsigned long* StartTrigger,  

unsigned long* Stoptrigger) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long* StartTrigger スタートトリガを置く保管位置 

unsigned long* StopTrigger ストップトリガを置く保管位置 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceTriggers は、イベントをトレースバッファに記録を開始（及び

停止）させるトリガを獲得します。トレーストリガに関する詳細情報は

rwSetTraceTriggersを参照してください。 

 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.H が含まれます。 

 

 

参 照 

rwSetTraceTriggersも参照してください。 
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A.14.7 rwSetTraceBufferMode 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwSetTraceBufferMode(long Mode) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Mode バッファリングモードを設定する 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceBufferModeは、バッファリングイベント用モードを設定します。 

このモードは以下のように trace.hにおいて定義されます。 

 

＃define RW_TRACE_BUFFER_ONESHOT 1 

＃define RW_TRACE_BUFFER_CIRCULAR 2 

 

ワンショットバッファは、一旦バッファがフルになるとモニタリングイベン

トを中止します。イベントトレーシングにおいて、フルのバッファは更なる

ストップトリガとして機能します。 

循環バッファは、バッファがフルになった後もモニタリングイベントを続行

します。 もっとも古いイベントが循環式で上書きされます。 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.H が含まれます。 

 

 参 照 

rwSetTraceBufferSizeも参照してください。 

A.14.8 rwSetTraceBufferSize 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 
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long rwSetTraceBufferSize(long BufferSize) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long BufferSize エントリ数の中のトレースバッファの

サイズ 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceBufferSize は、エントリ（記録）の数におけるトレースバッフ

ァのサイズを設定します。トレーシングを実行している間にシステムにおい

て１つの記録がイベントごとに使用されます。 

rwSetTraceBufferSize は、モニタリングを実行していないときに唯一成功

します。（例：rwGetTraceStateへの呼び出しは RW_TRACE_STATE_DORMANTを

戻します。） 

 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

 

 参 照 

rwSetTraceBufferModeも参照してください。 
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A.14.9 rwSetTraceDumpFile 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwSetTraceDumpFile (char* filename) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* filename 新しいトレースダンプのファイルネー

ム 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceDumpFile は、デバッグトレースダンプファイル用のファイルネ

ームを設定します。rwDumpDebugTrace が呼び出されるときに、トレースバ

ッファは rwSetTraceDumpFileが指定したファイルにダンプされます。 

 

注意： フルパスネームにて指定しなければなりません。 

 

rwSetTraceDumpFile は、モニタリングを実行しているときに唯一成功しま

す。（rwGetTraceStateは、RW_TRACE_STATE_DORMANTを戻します。） 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

参 照 

rwDumpDebugTrace,rwGetRraceDumpFileも参照してください。 
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A.14.10 rwSetTraceTriggers 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwSetTraceTriggers(unsigned long StartTrigger,  

unsigned long StopTrigger) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long StartTrigger モニタリングイベントを開始するトリ

ガ 

unsigned long StopTrigger モニタリングイベントを停止するトリ

ガ 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceTriggers は、イベントをトレースバッファに記録開始（及び停

止）させるトリガを設定します。２つ以上のトリガは、スタートおよびスト

ップトリガの両方用に設定される場合もあります。このマルチトリガ、ある

いはトリガ識別子をシング 32 ット数値に一緒に設定してください。トリガ

の中には両方のトリガにおいて無効なものもあります。このトリガ識別子は

以下のように trace.hにおいて定義されます。 
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トリガ 数値 注釈 

#define RW_TRACE_EVENT_ENTER_INTERRUPT 0x0001 1 

#define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_INTERRUPT 0x0002 1 

#define RW_TRACE_EVENT_ENTER_FUNCTION 0x0004 1 

#define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_FUNCTION 0x0008 1 

#define RW_TRACE_EVENT_ENTER_SYSTEM_TIMER  0x0010 1 

#define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_SYSTEM_TIMER 0x0020 1 

#define RW_TRACE_EVENT_CALL_USER_TIMER 0x0040 1 

#define RW_TRACE_EVENT_RETURN_USER_TIMER 0x0080 1 

#define RW_TRACE_EVENT_ENTER_PROCESSOR_FAULT 0x0100 3 

#define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_PROCESSOR_FAULT 0x0200 3 

#define RW_TRACE_EVENT_USER_EVENT 0x0400 1 

#define RW_TRACE_EVENT_START_MONITORING 0x0800 2 

#define RW_TRACE_EVENT_FAULT_LOCATION 0x1000 4 

#define RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_NT 0x2000 1 

#define RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_RW 0x4000 1 

#define RW_TRACE_EVENT_NT_FAULT 0x8000 4 

 

注意： 

１． スタート あるいは ストップ 

２． スタートのみ 

３． ストップのみ 

４． Hyper内部にて使用しないでください 

 

このコメントによって、トリガが有効な場所を認識します。継続的なモニタ

リング用のスタートトリガは、RW_TRACE_EVENT_START_MONITORINGです。 

このイベントは、rwStartTraceMonitoring()コールが作成されるとすぐに記

録するイベントを誘発します。 

RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_RWも、有用なスタートトリガです。 

NTから RWへのイベントの記録を次のコンテキストスイッチに記録を開始し

ます。  

 

既知の外部 RTOS-WinJ ハードウェアインタラプトが予期される場合は、

RW_TRACE_EVENT_ENTER_INTERRUPTはスタートトリガ用の良い候補となりま

す。（ストップトリガ用の停止条件に設定しようとしているもの） 
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（ストップトリガではない）0 がストップトリガ用に指定される場合は、

トレーシングは rwStopTracing コールを使用して停止したままの場合があ

ります。 

 

rwSetTraceTriggersは、モニタリングを実行していないときに唯一成功し

ます。（rwGetTraceStateは RW_TRACE_STATE_DORMANTを戻します。） 

 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

 

参 照 

rwGetTraceTriggers, rwStartTraceMonitoringも参照してください。 
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A.14.11 rwStartTraceMonitoring 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwStartTraceMonitoring(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwStartTraceMonitoring は、トリガ／イベント用モニタリングを開始しま

す。このスタートトリガイベントが一旦発生すると、その後すべてのイベン

トがさらにトレースバッファに記録されます。ストップトリガが一旦発生す

ると、（あるいはトレースバッファがワンショットトレースバッファでフル

になると）、トレースモニタリング（及びイベントの記録）は終了します。 

このストップトリガ、あるいはフルになったバッファは、言い換えると自動

の rwStopTracing コールということです。rwStartTraceMonitoring が呼び

出されたあとは、その時点までに検出されるイベントもトリガもありません。 

ストップトリガが一旦発生すると、そのバッファはワンショットトレースバ

ッファでフルになります。あるいは rwStopTracingが呼び出されます。その

後 rwStartTraceMonitoring が再び呼び出されるまで、検出・記録されるイ

ベントやトリガはありません。 

 

rwStartTraceMonitoringへの呼び出しは、モニタリングが開始するときに、

自動的にトレースバッファをクリアにします。 
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注意１：モニタリングが rwStartTraceMonitoring への呼び出しで動作する前に 

kSetTraceBufferMode,rwSetTraceBufferSize および rwSetTraceTriggers

を呼び出す必要があります。 

 

注意２：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

 

参 照 

rwSetTraceBufferMode,rwSetTraceBufferSize,rwSetTraceTriggers, 

rwStopTracingも参照してください。 



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

A.14.12 rwStopTracing 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwStopTracing (void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwStopTracingは、トリガ／イベント用のモニタリングを停止し、スタート

トリガがすでに発生している場合は、イベントの記録を停止します。 

ストップトリガは、要するに、rwStopTracingへの呼び出しであり、これは

ストップトリガが発生するときにシステムが自動的に初期化するものです。 

ストップトリガ用に 0が指定される場合は、その後 rwStopTracingコールを

使用することが、モニタリングを停止する唯一の方法となります。 

 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

 

参 照 

rwStartTraceMonitoringも参照してください。 
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A.14.13 rwTraceDataAvailable 

 

構 文 

＃include “rwerne.h” 

＃include “tracefunc.h” 

long rwTraceDataAvailable (void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

0 ： 失敗 

記録の数  ： 成功 

 

解 説 

rwTraceDataAvailable は、デバッグトレースバッファにおける記録の数を

戻します。 

この記録の数は、トレースステートが RW_TRACE_STATE_DORMANT（例：1）で

はない場合、0として戻されます。スタートトリガとストップトリガがすで

に実行されている場合は、（あるいは rwStopTracing 関数コールがすでに作

成されている場合は）、トレースバッファに記録が存在します。トレースバ

ッファをディスクに書き込むために rwDumpDebugTraceが呼び出されます。 

 

 

注意：この関数を使用するときは、他のインクルードファイルである tracefunc.h 

が必要ですが、これには必ず trace.h が含まれます。 

 

参 照 

rwDumpDebugTraceも参照してください。 
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A.15 その他 

 

A.15.1 rwAttacrwystemTimer 

 

構 文 

int rwAttacrwystemTimer(void* func, void* param) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* func 呼び出す関数を示すポインタ 

void* param 関数へ伝えるパラメータ（NULLとなる

場合あり） 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwAttacrwystemTimerは、獲得した関数をシステムタイマーに付属させます。 

この関数はインタラプトコンテキストの中で呼び出され、インタラプトルー

チンの内部で使用を許可されたこれらの関数だけの内部で獲得した関数を

呼び出さなければなりません。 

与えられた関数ポインタの関数ヘッダ用のシンタックスは以下にあげるよ

うになる必要があります。 

 

void FuncName(void* param) 

 

rwAttacrwystemtimeｒに伝えられたこのパラメータの引数は、獲得した関数

に伝えられます。このシステムタイマーは、RTOS-WinJ設定ウィザードから

設定された Standard Timing Timer設定を倍にする速度で発動します。 こ

のウィザード内での有効なタイマー設定は 25,50,100そして 250マイクロセ

カンドです。そのため、この獲得した関数は、50,100,200,500 マイクロセ

カンド毎にそれぞれ呼び出されるようになります。



RTOS-WinJ 1.0 Reference Manual 

      株式会社笹川製作所 

 

注意：浮動小数点算術がインタラプトルーチン内で実行されている時は、手動で 

浮動小数点コンテキストを保護してください。 

 

例 

//以下の例では、システムタイマーを基本にしたスクエアウェーブの発生を 

説明しています。 

 

long WaveState; 

void SysTimer(void*context) 

{ 

if(WaveState) { 

rwOutp(DATA_PORT, 0x01); 

WaveState = 0; 

} else { 

rwOutp(DATA_PORT, 0x00); 

WaveState = 1; 

}//else 

}//SysTimer 

 

void main(void) 

{ 

WaveState = 0; 

rwAttacrwystemTimer(SysTimer, NULL); 

while(!rwQuitRequest()){ 

}//while 

kDetacrwystemTimer(SysTimer); 

}//main 

 

参 照 

rwDetacrwystemTimerも参照してください。 
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A.15.2 rwDetacrwystemTimer 

 

構 文 

int rwDetacrwystemTimer(void* func) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* func 呼び出す関数を示すポインタ 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwDetacrwystemTimerは、システムタイマーから獲得した関数を分離します。 

この関数のポインタは、rwAttacrwystemTimerに与えられるのと同じものと

なります。そのスレッドが、付属関数の呼び出しを必要としなくなった時に、

スレッド／プロセスが rwDetacrwystemTimer を呼び出すようになります。 

スレッド／プロセスが抜ける前に rwDetacrwystemTimer が常に呼び出され

ます。 

 

参 照 

rwAttacrwystemTimerも参照してください。 
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A.15.3 rwGetPrivateProfileString 

 

構 文 

long rwGetPrivateProfileString(char* SectionName, 

char* KeyName, 

char* Default, 

char* Destination, 

long Size, 

char* FileName) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* SectionName セクションネームを示すポインタ 

char* KeyName キーネームを示すポインタ 

char* Default デフォルト文字列を示すポインタ 

char* Destination デスティネーションバッファを示すポ

インタ 

long Size デスティネーションバッファのサイズ 

char* FileName ファイルネームの初期化を示すポイン

タ 

 

戻り値 

0  : 失敗 

バッファにコピーされた文字数、終了 null文字を含まない :  成功 

 

 

注意：SectionName あるいは KeyName が NULLである場合、そして与えられた（獲得

した）デスティネーションバッファが小さすぎて要求された文字列をホール

ドできない場合、この文字列は切り捨てられ、その後に null 文字が続きま

す。そして戻り値は Size - 1 と等しくなります。 

 

SectionName あるいは KeyName が NULL である場合、そして与えられた（獲

得した）デスティネーションバッファが小さすぎて全ての文字列をホールド

できない場合、最後の文字列が切り捨てられ、２つの null文字が続きます。 

この場合、その戻り値は Size - 2 と等しくなります。 

解 説 

rwGetPrivateProfileStringは、初期化ファイルの指定したセクションから

文 字 列 を 検 索 し ま す 。 こ の 関 数 は WindowrwPI 関 数 で あ る

GetPrivateProfileString と同じものです。rwGetPrivateProfile は、実際

Win32関数コールの GetPrivateProfileStringに変換されます。詳細に関し
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て は 、 Microsoft Win32API リ フ ァ レ ン ス マ ニ ュ ア ル の  

GetPrivateProfileStringを参照してください。 

 

参 照 

rwWritePrivateProfileStringも参照してください。 
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A.15.4 rwGetSystemDirectory 

 

構 文 

void rwGetSystemDirectory(char* Buffer, int Length) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Buffer Windows システムディレクトリを検索

するバッファを示すポインタ 

int Length バッファの長さ（バイト単位） 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwGetSystemDirectoryは、Windowsシステムディレクトリを含むテキスト文

字列を、獲得した（与えられた）バッファのポインタにコピーします。 

 

参 照 

rwGetWindowsDirectoryも参照してください。 
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A.15.5 rwGetWindowsDirectory 

 

構 文 

void rwGetWindowsDirectory(void* Buffer) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

void* Buffer Windows ディレクトリを検索するバッ

ファを示すポインタ 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwGetWindowsDirectory は、Windows ディレクトリを含むテキスト文字列を

バッファにコピーします。 

 

参 照 

rwGetSystemDirectoryも参照してください。 
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A.15.6 rwQuitRequest 

 

構 文 

int rwQuitRequest(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE :  システムがシャットダウン中の場合 

FALSE :  システムがシャットダウン中ではない場合 

 

解 説 

rwQuitRequestは、RTOS-WinJがシャットダウンを要求された場合に TRUEを

戻します。 

 

 

注意：rwQuitRequest が TRUE を戻した後に送信される rwDebug あるいは rwPrint 

メッセージは、Windows のメッセージウィンドウには表示されません。 

 

 

参 照 

なし 
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A.15.7 rwSetGateSpeed 

 

構 文 

long rwSetGateSpeed(long NewSpeed) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long NewSpeed Windows が管理者にサーブする際のミ

リセカンド単位の新しいスピードは新

しい要求をチェックする。最小値は 1。 

 

戻り値 

前のゲートスピード 

 

解 説 

rwSetGateSpeed は、メッセージをチェックするのに Windows が管理者

（HyperGate）にサービスする際の速度を設定します。システムが開始する

ときに、この速度は 10 ミリセカンドのデフォルトに設定されます。スレッ

ドが I/Oファイルを実行したり、rwDebugや rwPrintからプリントしたりす

る時、ゲートスピードを下げると情報量が増えます。しかし通常の環境下で

はゲートスピードを下げると RTOS-WinJ アプリケーションの情報量は減り

ます。 

 

参 照 

なし 
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A.15.8 rwSystemCrash 

 

構 文 

int rwSystemCrash(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE :  Windowsがクラッシュした場合 

FALSE :  Windowsがフラッシュしなかった場合 

 

解 説 

Windowsはクラッシュ（ブルースクリーン）したと RTOS-WinJが判断してい

る場合、rwSystemCrash は TRUE を戻します。この関数によって RTOS-WinJ

アプリケーションの適切なシャットダウンが可能です。 
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A.15.9 rwTextOut 

 

構 文 

void rwTextOut(char* s) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* s プリントするテキストを示すポインタ 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwTextOutは、NTブルースクリーン状態でクラッシュした後、テキスト文字

列をこのスクリーンにプリントします。このブルースクリーン状態でのクラ

ッシュは、rwSystemCrash関数から検出される場合もあります。HrwTextOut

は、ブルースクリーンが発生したあと、唯一呼び出されるものです。この関

数は重大なシステムクラッシュのイベントにおいて、ユーザーへの重要なデ

ータをダンプする際に使用されます。 

 

参 照 

rwSystemCrashも参照してください。 
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A.15.10 rwWritePrivateProfileString 

 

構 文 

long rwWritePrivateProfileString(char* SectionName, 

char* KeyName, 

char* String, 

char* FileName) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* SectionName セクションネームを示すポインタ 

char* KeyName キーネームを示すポインタ 

char* String 書き込む文字列を示すポインタ 

char* FileName 初期化ファイルネームを示すポインタ 

 

戻り値 

0  : コピー失敗、あるいはもっとも最近にアクセスした初期化ファ

イルのクラッシュしたバージョンを点滅 

>0 :  文字列のコピー成功 

 

解 説 

rwWritePrivateProfileStringは、文字列を初期化ファイルの指定セクショ

ン に 書 き 込 み ま す 。 こ の 関 数 は 、 WidnowrwPI 関 数 で あ る

WritePrivateProfileString と 同 じ も の で す 。 

rwWritePrivateProfileString は 、 Win32 関 数 コ ー ル で あ る

WritePrivateProfileStringへ実際解釈されます。更なる詳細は、Microsoft 

Win32 APIリファレンスマニュアルの WritePrivateProfileを参照してくだ

さい。 

 

参 照 

rwGetprivateProfileStringも参照してください。 
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B.1 システム 

B.1.1 rwGetRWInstallDir 
 

構 文 

int rwGetRWInstallDir(char* Path) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Path パス用ロケーション 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetRWInstallDir は、システムがパスにインストールされているパスのロ

ケーションを検索します。このパスは、通常 

C:\Program Files\Nemasoft\RTOS-WinJ で、インストール時に変更します。 
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B.1.2 rwGetLastError 
 

構 文 

long rwGetLastError(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

0   ： エラーなし 

1 ： ドライバをスタートするように使用可能に 

する 

2 ： システムドライバとコミュニケートするよう 

使用不可能にする 

4 ： シェアードメモリへ添付ができない 

 

解 説 

rwGetLastErrorは、システムでおこった最後のエラーをリターンします。 

 

 

 
注：このコールは現在、rwAttacrwharedRam ファンクションの失敗のみサポート 

します。                                      
 

 

参 照 

rwAttacrwharedRamも参照してください。 
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B.1.3 rwStartApplication 
 

構 文 

long rwStartApplication(char* rwExe, HWND DdgHwnd) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* rwExe の実行可能なアプリケーションが開始

される。 

HWND DbgHWnd す べ て の rwDebug 列 を 受 領 す る

Windows のハンドル（これは現在リス

トボックスへハンドルされなければな

らない。 

 

戻り値 

1   ： アプリケーションがスタートする時 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwStartApplicationは、供給されたアプリケーションをスタートします。 

 

参 照 

rwStopApplicationも参照してください。 
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B.1.4 rwStopApplication 
 

構 文 

void rwStopApplication(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwStopApplicationは、現在動作しているアプリケーショ 

ンをストップします。 

 

参 照 

rwStartApplicationも参照してください。 
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B.2 データアクセス 

 

B.2.1 rwAttacrwharedRam 
 

構 文 

long rwAttacrwharedRam(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE   ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwAttacrwharedRamは、ユーザーアプリケーションがシェアードメモリ領域

へアクセスできるようにし、rwRead あるいは rwWrite がシェアードメモリ

領域のユーザー部分へ呼び出される前に必要となります。また、ユーザーは

メモリアクセスが完了した時に rwDetacrwharedRam をコールしなければな

りません。 

 

 
注：もしコーリングアプリケーションが既に rwStartApplication をコールした 

場合は、このファンクションは必要ではありません。 

 

 

参 照 

rwDetacrwharedRamも参照してください。 
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B.2.2 rwDetacrwharedRam 
 

構 文 

long rwDetacrwharedRam(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE   ： 成功 

FALSE ： 失敗 

 

解 説 

rwDetacrwharedRam はのシェアードメモリ領域へアクセスが完了する時に、

コールされるファンクションです。 

 

参 照 

rwAttacrwharedRamも参照してください。 
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B.2.3 rwNumberSharedBits 
 

構 文 

long rwNumberSharedBits(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリ領域中に割り当てられたビット数 

 

解 説 

rwNumberSharedBits は、シェアードメモリ領域中に割り当てられ、使用可

能なビット数をリターンします。 

 

参 照 

rwNumberShared,rwRead,rwWrite,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.4 rwNumberSharedBytes 
 

構 文 

long rwNumberSharedBytes(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリ領域に割り当てられたバイト数 

 

解 説 

rwNumberSharedBytesはシェアードメモリ領域内で割り当てられ、使用可能

なバイト数をリターンします。 

 

参 照 

rwNumberShared,rwRead,rwWrite,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.5 rwNumberSharedLongs 
 

構 文 

long rwNumberSharedLongs(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリ領域に割り当てられた long数 

 

解 説 

rwNumberSharedLongsはシェアードメモリ領域内で割り当てられ、使用可能

な long数をリターンします。 

 

参 照 

rwNumberShared,rwRead,rwWrite,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.6 rwNumberSharedWords 
 

構 文 

long rwNumberSharedWords(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリ領域に割り当てられたワード数 

 

解 説 

rwNumberSharedWordsはシェアードメモリ領域内で割り当てられ、使用可能

なワード数をリターンします。 

 

参 照 

rwNumberShared,rwRead,rwWrite,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.7 rwNumberUserSharedBytes 
 

構 文 

long rwNumberUserSharedBytes(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中に割り当てられたバイト

数 

 

解 説 

rwNumberUserSharedLongsは、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード

部中に割り当てられ、使用可能なバイト数をリターンします。 

 

参 照 

rwNumberUserShared,rwReadUser,rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照して

ください。 
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B.2.8 rwNumberUserSharedLongs 
 

構 文 

long rwNumberUserSharedLongs(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中に割り当てられたロング

数 

 

解 説 

rwNumberUserSharedLongsは、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード

部中に割り当てられ、使用可能なロング数をリターンします。 

 

参 照 

rwNumberUserShared,rwReadUser,rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照して

ください。 
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B.2.9 rwNumberUserSharedWords 
 

構 文 

long rwNumberUserSharedWords(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中に割り当てられたワード

数 

 

解 説 

rwNumberUserSharedLongsは、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード

部中に割り当てられ、使用可能なワード数をリターンします。 

 

参 照 

rwNumberUserShared,rwReadUser,rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照して

ください。 
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B.2.10 rwReadBit 
 

構 文 

long rwReadBit(long BitVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long BitVar 読み取り用ビット数 

 

戻り値 

指定されたビットの値 

-1 ： エラー 

 

解 説 

rwReadBitは、シェアードメモリ領域中の指定されたビットの値をリターン

します。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.11 rwReadByte 
 

構 文 

long rwReadByte(long ByteVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ByteVar 読み取り用バイト数 

 

戻り値 

指定されたバイトの値 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadByte はシェアードメモリ領域中で見つかった、指定されたバイトの

値をリターンします。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.12 rwReadLong 
 

構 文 

long rwReadLong(long LongVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long LongVar 読み取り用 Long数 

 

戻り値 

指定された Longの値 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadLongはシェアードメモリ領域中で見つかった、指定された longの値

をリターンします。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.13 rwReadUserByte 
 

構 文 

long rwReadUserByte(long ByteVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ByteVar 読み取り用バイト数 

 

戻り値 

指定された Longの値 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadUserByte は、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中に見

つかった、指定されたバイトの値をリターンします。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberUserShared,rwReadUser, 

rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.14 rwReadUserLong 
 

構 文 

long rwReadUserLong(long LongVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long LongVar 読み取り用ロング数 

 

戻り値 

指定されたロング数の値 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadUserLong は、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中に見

つかった、指定されたロングの値をリターンします。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberUserShared,rwReadUser, 

rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.15 rwReadUserword 
 

構 文 

long rwReaduserword(long WordVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long WordVar 読み取り用ワード数 

 

戻り値 

指定されたワード数の値 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadUserword は、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中に見

つかった、指定されたワードの値をリターンします。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberUserShared,rwReadUser, 

rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.16 rwReadWord 
 

構 文 

long rwReadWord(long WordVar) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long WordVar 読み取り用ワード数 

 

戻り値 

指定されたワード数の値 

0 ： エラー 

 

解 説 

rwReadWord は、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中に見つか

った、指定されたワードの値をリターンします。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.17 rwSharedRam 
 

構 文 

void* rwSharedRam(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

シェアードメモリセグメントへのポインタ 

 

解 説 

rwSharedRam は、Windows と共有される最初のメモリセクションへのポイン

タをリターンします。 

 

参 照 

rwUserSharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWriteも参照してください。 
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B.2.18 rwUserSharedRam 
 

構 文 

void* rwUserSharedRam(long* Size) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* Size セグメントのサイズへのポインタ 

 

戻り値 

割り当てられたシェアード RAM領域へのポインタ 

 

解 説 

rwUserSharedRamは、割り当てられたメモリの現サイズと同様、シェアード

RAM領域へのポインタを返します。 

このメモリブロックは、アプリケーションが動作時はいつでもユーザーに対

して使用可能な、一般的な目的のバッファです。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWriteも

参照してください。 
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B.2.19 rwWriteBit 
 

構 文 

void rwWriteBit(long BitVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long BitVar 書き込むためのビット数 

long Value 書き込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteBit は、シェアードメモリ領域にある指定されたビット数へ Value

の値を書き込みます。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.20 rwWriteByte 
 

構 文 

void rwWriteByte(long ByteVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ByteVar 書き込むためのバイト数 

long Value 書き込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteByte は、シェアードメモリ領域にある指定されたバイト数へ Value

の値を書き込みます。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.21 rwWriteLong 
 

構 文 

void rwWriteLong(long LongVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long LongVar 書き込むためのロング数 

long Value 書き込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteLong は、シェアードメモリ領域にある指定されたロング数へ Value

の値を書き込みます。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.22 rwWriteUserByte 
 

構 文 

void rwWriteUserByte(long ByteVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ByteVar 書き込むためのバイト数 

long Value 書き込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteUserByteは、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中の指

定されたバイトへ、Valueの値を書き込みます。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberUserShared,rwReadUser, 

rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.23 rwWriteUserLong 
 

構 文 

void rwWriteUserLong(long LongVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long LongVar 書き込むためのロング数 

long Value 書き込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteUserLongは、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中の指

定されたロングへ、Valueの値を書き込みます。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberUserShared,rwReadUser, 

rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.24 rwWriteUserword 
 

構 文 

void rwWriteUserword(long WordVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long WordVar 書き込むためのワード数 

long Value 書き込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteUserwordは、シェアードメモリ領域のユーザーシェアード部中の指

定されたワードへ、Valueの値を書き込みます。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberUserShared,rwReadUser, 

rwWriteUser,rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.2.25 rwWriteWord 
 

構 文 

void rwWriteWord(long WordVar, long Value) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long WordVar 書き込むためのワード数 

long Value 書き込む値 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwWriteWordは、シェアードメモリ領域中の指定されたワード数へ Valueの

値を書き込みます。 

 

 
注：このファンクションは、rwAttacrwharedRam がコールされた後にのみ使用可能 

です。 

 

 

参 照 

rwAttacrwharedRam,rwDetacrwharedRam,rwNumberShared,rwRead,rwWrite, 

rwUserSharedRamも参照してください。 
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B.3 スレッド関連 

 

B.3.1 rwAwait 
 

構 文 

long rwAwait(long Mytid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Mytid rwNameAttach からリターンしたスレ

ッド ID 

 

戻り値 

一定のシグナル ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwAwaitは、rwSignalの機能によってスレッドによってシグナルが送信され

るまで、NTスレッド/プロセスをブロックします。 

NT スレッドは、rwAwait へ渡す有効なスレッド ID を受け取るために

rwNameAttachをコールします。 

スレッドは、NT スレッドが rwNameAttach をコールするまで NT スレッドを

見つけるために、rwLocateThreadを使用します。 

 

参 照 

rwSignalも参照してください。 
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B.3.2 rwKillThread 
 

構 文 

long rwKillThread(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid 強制終了するためのスレッドの TID 

 

戻り値 

1   ： 成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwKillThreadは、TIDに関係するスレッドを強制終了します。このファンク

ションを使用する時、任意にスレッドを強制終了することが予想外の副作用

を起こす原因を及ぼしますので注意してください。 
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B.3.3 rwLocateMemory 
 

構 文 

void* rwLocateMemory(char* Name, unsigned long* Length) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name 名前のついたシェアードメモリ領域へ

のポインタ 

unsigned long* Length length がリターンする場所へのポイ

ンタ 

 

戻り値 

メモリへのポインタ  ： 成功 

NULL(0) ： 失敗 

 

解 説 

rwLocateMemoryは、指定されたシェアードメモリ領域を見つけ、シェアード 

メモリ領域の長さと領域へのポインタをリターンします。 

 

指定されたシェアードメモリ領域は、スレッドから rwSharedMemory（APIを

参照下さい）にてクリエートされます。 

そうして NT スレッド/プロセスは、rwLocateMemory をコールすることによ

りシェアードメモリ領域へのアクセスを可能にします。 

指定したシェアードメモリ領域は、プロセスと NT プロセスがシェアードメ

モリリソースを介して情報を共有することを可能にするために使用されま

す。 
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B.3.4 rwLocateThread 
 

構 文 

long rwLocateThread(char* Name) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name スレッドの名前へのポインタ 

 

戻り値 

スレッド ID ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwLocateThreadは、NTプロセス/スレッドがスレッドを配置し、そのスレッ

ド IDを獲得できるようにします。NTプロセス/スレッドはスレッド IDを獲

得後はスレッドであるかのように、rwSignal を介してそのスレッドへシグ

ナルを送ります。 

 

参 照 

rwSignalも参照してください。 
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B.3.5 rwMaxThreads 
 

構 文 

long rwMaxThreads(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

システムにより許容できるスレッドの最大数 

 

解 説 

rwMaxThreads は、システムにより許容できるスレッドの最大数をリターン

します。この数は内部にてセットされ、ユーザーにより変更は出来ません。 

 

参 照 

rwThreadState,rwThreadPriority,rwReadSignals,rwStackSize,rwSendTid, 

rwThreadName,rwStatusString,rwStatusHeaderも参照してください。 
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B.3.6 rwNameAttach 
 

構 文 

long rwNameAttach(char* Name, long Priority) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Name NTプロセス用スレッドの明確な名前 

long Priority NT プロセス用スレッドの明確なプラ

イオリティ 

 

戻り値 

NTスレッドのスレッド ID ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwNameAttachは NTプロセスかスレッドがネームへアタッチし、システムの

下のスレッド IDを受け取ることを可能にします。 

このスレッド IDを使用して NTプロセスは、rwSignalと rwAwaitの機能によ

ってへシグナルを送信、あるいはからシグナルを受け取ります。 

NT プロセスはまた、rwAllocSemaphoreEx 及び rwFreeSemaphoreEx 機能によ

って、セマフォを割り付けフリーにします。 

スレッドは通常行なわれるように rwLocateThreadを使用して、NTスレッド

を見つけます。 

 

NT プロセスはそれが存在する前に、常に rwNameDetach をコールしなけれ

ばなりません。 

 

参 照 

rwSignal,rwAwait,rwAllocSemaphoreEx,rwFreeSemaphoreEx,rwNameDetach

も参照してください。 
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9.2.1 rwNameDetach 
 

構 文 

long rwNameDetach(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid rwNameAttach によりリターンしたス

レッド ID 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwNameDetachは、から NTスレッド/プロセスを分離します。のもとで NTプ

ロセスを表示するスレッドは、終了します。rwNameAttach をコールするす

べての NTスレッドやプロセスは、終了する前に rwNameDetachをコールしな

ければなりません。 

 

参 照 

rwNameAttachも参照してください。 
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B.3.7 rwParentTid 
 

構 文 

long rwParentTid(long tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long tid ペアレントを得るスレッドの TID 

 

戻り値 

ペアレント TID ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwParentTidは、tidで指定されたスレッドのペアレント TIDを検索します。 

ペアレント TID は、送信元プロセスの TIDです。 

ス レ ッ ド 用 に rwCreateProcess,rwStartApplication で 作 成 さ れ 、

rwParentTidは -１ をリターンします。 

プロセスはシステム内でペアレントを持ちません。しかし、もしプロセスが

rwCreateThreadを持つスレッドを作成する場合、rwParentTidはスレッドを

作成したプロセスの TIDを返します。 

もし子スレッドが別のスレッドを作成する場合、新しいスレッドのペアレン

トは作成するスレッドのペアレントです。 

（すなわちこれは依然として、両方のスレッド用に組織しているプロセスで

す）。 
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B.3.8 rwReadSignals 
 

構 文 

unsigned long rwReadSignals(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッドの ID 

 

戻り値 

与えられたスレッド用に中断しているシグナルの数 

 

解 説 

rwReadSignalsは、任意のスレッドに中断しているシグナルの数をリターン

します。 

 

参 照 

rwMaxThread,rwThreadsState,rwThreadPriority,rwStackSize,rwSendTid, 

rwThreadName,rwStatusString,rwStatusHeaderも参照してください。 
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B.3.9 rwSendTid 
 

構 文 

long rwSendTid(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッドの ID 

 

戻り値 

提供されたスレッドがセンド-ブロックであるスレッドのスレッド ID 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwSendTid は、提供されたスレッドがセンド-ブロックであるスレッドのス

レッド IDをリターンします。 

 

参 照 

rwMaxThread,rwThreadsState,rwThreadPriority,rwReadSignals, 

rwStackSize,rwThreadName,rwStatusString,rwStatusHeaderも参照 

してください。 
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9.2.2 rwSignal 
 

構 文 

long rwSignal(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid シグナルされるためののスレッド ID 

 

戻り値 

シグナルしたスレッドのスレッド ID ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwSignal は、非ブロッキングシグナルを NT スレッド/プロセスからスレッ

ドへ送ります。rwSignalへ渡されたスレッド IDは、rwLocateThreadをコー

ルすることにより得られ、NTスレッド/プロセスからのネームによるスレッ

ドを配置します。スレッドは、rwReceiveをコールすることによりシグナル

を待つか、rwReadSignals をコールすることでシグナルをチェックします。 

 

参 照 

rwLocateThreadも参照してください。 
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B.3.10 rwStackSize 
 

構 文 

long rwStackSize(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッドの ID 

 

戻り値 

与えられたスレッドのバイト単位でのスタックサイズ 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwStackSizeは、与えられたスレッドのバイト単位でのスタックサイズを戻

します。 

 

参 照 

rwMaxThreads,rwThreadState,rwThreadPriority,rwReadSignals, 

rwSendTid,rwThreadName,rwStatusString,rwStatusHeaderも参照して 

ください。 
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B.3.11 rwStatusHeader 
 

構 文 

void rwStatusHeader(char* String, long MaxLen) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* String ステータスヘッダ文字列の送り先のバ

ッファ 

long MaxLen 送り先の文字列へコピーする最大文字

数 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwStatusHeaderはコピーするためのバイトの最大数として MaxLenを使用し

ながら、ステータス情報ヘッダテキスト文字列を、与えられた送り先のバッ

ファにコピーします。ヘッダ文字列のデフォルトの長さは 51バイトです。 

 

参 照 

rwMaxThreads,rwThreadState,rwThreadPriority,rwReadSignals, 

rwStackSize,rwSendTid,rwThreadName,rwStatusStringも参照してください。 
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B.3.12 rwStatusString 
 

構 文 

long rwStatusString(long Tid, char* String, long MaxLen) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッド ID 

char* String ステータス情報の送り先のバッファ 

long MaxLen 送り先の文字列の最大の長さ 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0または-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwStatusStringはコピーするバイトの最大数として MaxLenを使用しながら、

与えられたスレッドに関するステータス情報を含むテキストの文字列を、送

り先のバッファにコピーします。ステータス文字列のデフォルトの長さは

51バイトです。 

 

参 照 

rwMaxThreads,rwThreadState,rwThreadPriority, 

rwReadSignalsrwStackSize,rwSendTid,rwThreadName,rwStatusHeader 

も参照してください。 
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B.3.13 rwSuspend 
 

構 文 

int rwSuspend(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッド ID 

 

戻り値 

TRUE ：  スレッドが一時中断された場合 

FALSE ： スレッドが一時中断されなかった場合 

 

解 説 

rwSuspendは指定されたスレッドの実行を一時中断します。このスレッドは

rwResumeが呼び出されるまで中断されたままになります。 

 

参 照 

rwResume,rwKillThreadも参照してください。 
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B.3.14 rwThreadName 
 

構 文 

void rwThreadName(long Tid, char* Name, int MaxLen) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッド ID 

char* Name スレッドネームの送り先のバッファ 

int MaxLen スレッドネームの最大の長さ 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwThreadName はコピーするバイトの最大数として MaxLen を使用しながら、

与えられたスレッド ID に関連するスレッドのネームを、送り先のバッファ

にコピーします。 

RTOS-WinJのスレッドネームの最大文字数は 16文字です。 

 

参 照 

rwMaxThreads,rwThreadState,rwThreadPriority,rwReadSignals, 

rwStackSize,rwSendTid,rwStatusString,rwStatusHeaderも参照して 

ください。 
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B.3.15 rwThreadPriority 
 

構 文 

long rwThreadPriority(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッド ID 

 

戻り値 

与えられたスレッドの優先度 

-1 ： エラー 

 

解 説 

rwThreadPriorityは与えられたスレッドの優先度を戻します。 

 

参 照 

rwMaxThreads,rwThreadState,rwReadSignals,rwStackSize,rwSendTid, 

rwThreadName,rwStatusString,rwStatusHeaderも参照してください。 
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B.3.16 rwThreadState 
 

構 文 

long rwThreadState(long Tid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Tid スレッド ID 

 

戻り値 

与えられたスレッドの有効な状態 

 

0 Free 獲得した IDにおけるスレッドは無し 

1 Ready いつでもスレッド実行できる状態 

2 Receive スレッドが他のスレッドからメッセー

ジやシグナルを待っている 

3 Send スレッドが他のスレッドにメッセージ

を送信済みでその返信を待っている 

4 Suspend このスレッドの実行が明らかに一時中

断されている 

5 Zombie 獲得したスレッドで発生するエラー 

6 Wait スレッドはスリープしている 

-1 On error  

 

解 説 

rwThreadStateは与えられたスレッドの状態を戻します。 

 

参 照 

rwMaxThreads,rwThreadPriority,rwReadSignals,rwStackSize,rwSendTid, 

rwThreadName,rwStatusStirng,rwStatusHeaderも参照してください。 
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B.4 ブーリーンステータス 

 

B.4.1 rwKernelError 
 

構 文 

long rwKernelError(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE ： RTOS-WinJシステムが何らかのエラーを起こしてしまった場合 

FALSE ： エラー 

 

解 説 

rwKernelError は、RTOS-WinJ 内部のエラーステータスビットの数値を戻し

ます。 

 

参 照 

rwSystemActive,rwProcessExit,rwProcessorFaultも参照してください。 
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B.4.2 rwProcessExit 
 

構 文 

long rwProcessExit(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE ： 

システムが RTOS-WinJの下で実行中のアプリケーションを判断した場合 

 

解 説 

rwProcessExitは、RTOS-WinJアプリケーションの Exitステータスビットの

数値を戻します。 

 

参 照 

rwSystemActive,rwKernelExit,rwProcessorFaultも参照してください。 
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B.4.3 rwProcessorFault 
 

構 文 

long rwProcessorFault(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE ： 

システムがプロセッサの不具合が RTOS-WinJで生じたと判断する場合 

 

解 説 

rwProcessorFaultは、RTOS-WinJのプロセッサの不具合ステータスビットの

数値を戻します。 

 

参 照 

rwSystemActive,rwKernelExit,rwProcessExitも参照してください。 
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B.4.4 rwSystemActive 
 

構 文 

long rwSystemActive(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

TRUE ：  RTOS-WinJシステムがアクティブな場合 

FALSE ：  エラー 

 

解 説 

rwSystemActiveは、RTOS-WinJシステムがアクティブな場合、及び RTOS-WinJ

アプリケーションが実行中の場合は TRUEです。 

 

参 照 

rwKernelError,rwProcessExit,rwProcessorFaultも参照してください。 
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B.5 スレッド間通信、セマフォ 

 

B.5.1 rwAllocSemaphoreEx 
 

構 文 

long rwAllocSemaphoreEx(long NTtid, long RWtid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long NTtid rwNameAttach から戻されるスレッド

ID 

long RWtid セマフォスレッド ID 

 

戻り値 

0 ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwAllocSemaphoreEx は、以前に rwCreateSemaphore 関数で作成されたセマ

フォを割り当てます。 

 

一度割り当てられると、最初の割り付けルーチンが rwFreeSemaphoreEx関数

によってセマフォをフリーにするまで、スレッドが同じセマフォを割り付け

る場合は NT、あるいは RTOS-WinJスレッドをブロックします。 

 

こ の よ う に し て 、 共 有 リ ソ ー ス へ の ア ク セ ス は 、

rwAllocSemaphoreEx/rwFreeSemaphoreEx の 2 つの関数にてリソースを保護

することによってコントロールします。 

セマフォを認識するこのセマフォスレッド ID は、rwCreateSemaphore ある

いは rwLocateSemaphoreが戻すスレッド IDです。 

NTスレッドは、まず最初に rwNameAttachを呼び出して、rwAllocSemaphoreEx

を呼び出す前に有効な RTOS-WinJスレッド IDを獲得しなければなりません。 

 

参 照 

rwCreateSemaphore,rwDestroySemaphoreEx,rwFreeSemaphoreEx, 

rwLocateSemaphoreも参照してください。 
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B.5.2 rwDestroySemaphoreEx 
 

構 文 

long rwDestorySemaphoreEx(long NTtid, long RWtid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long NTtid rwNameAttach から戻されるスレッド

ID 

long RWtid セマフォのスレッド ID 

 

戻り値 

0 ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwDestroySemaphoreEx は、以前に rwCreateSemaphore 関数にて作成された

セマフォを破棄します。 

セマフォを認識するこのスレッド ID は、rwCreateSemaphore あるいは

rwLocateSemaphoreが戻すスレッド IDです。 

アプリケーションにとって必要性がなくなった時は、セマフォは常に破棄さ

れなければなりません。 

もし破壊するスレッドがセマフォを割り当てたのと同じスレッドではない

限り、このセマフォはフリーになるまで実際は破棄されません。 

NT ス レ ッ ド は 、 ま ず 最 初 に rwNameAttach を 呼 び 出 し て 、

rwDestroySemaphoreExを呼び出す前に、有効な RTOS-WinJスレッド IDを獲

得しなければなりません。 

 

参 照 

rwCreateSemaphor,rwAllocSemaphoreEx,rwFreeSemaphoreEx, 

rwLocateSemaphoreも参照してください。 
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B.5.3 rwFreeSemaphoreEx 
 

構 文 

long rwFreeSemaphoreEx(long NTtid, long RWtid) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long NTtid rwNameAttach から戻されるスレッド

ID 

long RWtid セマフォのスレッド ID 

 

戻り値 

0 ：  成功 

-1 ： 失敗 

 

解 説 

rwFreeSemaphoreEx は、以前に rwAllocSemaphoreEx 関数にて割り当てられ

たセマフォをフリーにします。 

このセマフォをフリーにすることで、ほかの NT や RTOS-WinJ スレッドがこ

のセマフォを割り当てることができます。 

（そして rwAllocSemaphoreEx を呼び出しているスレッドを非ブロック化し

ます）。 

このセマフォを認識するスレッド ID は、rwCreateSemaphore あるいは

rwLocateSemaphoreが戻したスレッド IDのことです。 

NTスレッドは、まず最初に rwNameAttachを呼び出して、rwAllocSemaphoreEx

を呼び出す前に有効な RTOS-WinJスレッド IDを獲得する必要があります。  

 

参 照 

rwCreateSemaphore,rwDestroySemaphoreEx,rwAllocSemaphoreEx, 

rwLocateSemaphoreも参照してください。 
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B.6 スレッド間通信、新セマフォ関数 

 

B.6.1 rwCloseSemaphoreEx 
 

構 文 

long rwCloseSemaphoreEx(long myTid, unsigned long semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long myTid rwNameAttachが戻した TID 

unsigned long semaphore rwOpenSemaphoreEx が戻したセマフォ

ID 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwCloseSemaphoreExは、rwOpenSemaphoreExで開かれたセマフォを閉じます。 

他のスレッドがセマフォを開いてない場合、この関数は閉じたあとにセマフ

ォを破棄します。 

他のスレッドがセマフォを開いている場合、rwCloseSemaphoreEx のセマフ

ォをカウント処理を減少させます。 

rwCloseSemaphoreEx は rwCloseSemaphore と 類 似 し て い る も で 、

RTOS-WinJAPIの中に存在します。 

Windowsコンテキストからのセマフォの同じ種類（タイプ）のものにおいて、

この関数は操作されます。従って RTOS-WinJ及び Windowsのスレッドは、こ

のようなタイプのセマフォ使用して同時性を保つことができます。 

 

参 照 

rwTrySemaphoreEx,rwOpenSemaphoreEx,rwReleaseSemaphoreEx, 

rwGetSemaphoreExも参照してください。 
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B.6.2 rwGetSemaphoreEx 
 

構 文 

long rwGetSemaphoreEx(long myTid, unsigned long semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long myTid rwNameAttachが戻した TID 

unsigned long semaphore rwOpenSemaphoreEx が戻したセマフォ

ID 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetSemaphoreExは、パラメータとして伝えられた IDに関連のあるセマフ

ォの所有権を獲得しようとします。 

このセマフォをすでに他のスレッドが所有している場合、現在の所有者がこ

のセマフォをリリースするまでブロックします。 

二つ以上のスレッドがセマフォを待っている場合、優先度の一番高いスレッ

ドがまず最初に所有権を要求します。 

同じ優先度の複数のスレッドが待機している場合は、もっとも長く待機して

いるスレッドが、最初に所有権を獲得します。 

 

この呼び出しスレッドは、このセマフォの所有権の必要性がなくなったとき

に、rwReleaseSemaphoreEx関数を呼び出します。 

 

rwGetSemaphoreEx は、 rwGetSemaphore 関数と類似しているもので、

RTOS-WinJAPIに存在します。 

Windowsコンテキストからの同じタイプのセマフォでこの関数は操作されま

す。このようにして RTOS-WinJ及び Windowsのスレッドは、このようなセマ

フォを使用して同時性を保つことができます。 

 

参 照 

rwTrySemaphoreEx,rwOpenSemaphoreEx,rwReleaseSemaphoreEx, 

rwCloseSemaphoreExも参照してください。 
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B.6.3 rwOpenSemaphoreEx 
 

構 文 

unsigned long rwOpenSemaphoreEx(long myTid, char* Name) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long myTid rwNameAttachが戻した TID 

char* Name セマフォのネームを示すポインタ（最

大 16文字） 

 

戻り値 

セマフォ ID ：  成功 

NULL ： 失敗 

 

解 説 

rwOpenSemaphoreExは、パラメータとして渡された名前に関連するセマフォ

を開いたり、作成しようと試みます。 

この名前は、NULLで終了する長さ最大 16文字 ASCII文字列です（NULL終了

バイトを含みません）。 セマフォがすでに存在している場合は、この関数

はセマフォの使用カウントを増やし、セマフォ関連の ID を戻します。セマ

フォがまだ存在していない場合は、この関数はセマフォを作成して初期化し、

セマフォ関連の IDを戻します。 

 

RwCreateSemaphoreにて作成されたセマフォと同時に rwOpenSemaphoreExを

使用しないでください。 

RwCloseSemaphoreExにて作成もしくは開かれたセマフォを操作する場合は、

rwTrySemaphoreEx,rwGetSemaphoreEx,rwReleaseSemaphoreEx, 

rwOpenSemaphoreEx関数のみ使用してください。 

 

オープンスレッドにおいて必要性がなくなったすべてのセマフォ用に

rwCloseSemaphoreEx を呼び出してください。スレッドが開かれたセマフォ

を使用する必要がある限り、ユーザーはセマフォを開いたままにしておきま

す。スレッドは抜ける前に開いているすべてのセマフォを常に閉じる必要が

あります。 

 

rwOpenSemaphoreExは rwOpenSemaphore関数と類似したもので RTOS-WinJAPI

に存在しています。Windowsコンテキストからのセマフォの同じタイプにお

いてこの関数は操作されます。このようにして RTOS-WinJおよび Windowsの

スレッドは、こういったセマフォを使用して同時性を保つことができます。 

 

参 照 

rwTrySemaphoreEx,rwGetSemaphoreEx,rwReleaseSemaphoreEx, 

rwCloseSemaphoreExも参照してください。 
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B.6.4 rwReleaseSemaphreEx 
 

構 文 

long rwReleaseSemaphoreEx(long myTid, unsigned long semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long myTid rwNameAttachが戻した TID 

unsigned long semaphore rwOpenSemaphoreEx が戻したセマフォ

ID 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwReleaseSemaphoreExは、rwGetSemaphoreExあるいは rwTrySemaphoreEx関

数を使用して以前に与えられたセマフォの所有権を開放します。 

rwGetSemaphoreExあるいは rwTrySemaphoreExを使用してセマフォの所有権

を獲得するすべてのスレッドは、セマフォによって保護されるリソースを使

用する他のスレッドが不必要にブロッキングしないようにさせたら、できる

だけすぐにこのセマフォを開放する必要があります。 

 

rwReleaseSemaphoreExは、rwReleaseSemaphore関数と類似しているもので、

RTOS-WinJAPIに存在しています。Windowsコンテキストからの同じタイプの

セマフォにおいてこの関数は操作されます。このようにして、RTOS-WinJお

よび Windowsのスレッドは、こういったセマフォを使用して同時性を保つこ

とができます。 

 

参 照 

rwTrySemaphoreEx,rwOpenSemaphoreEx,rwGetSemaphoreEx, 

rwCloseSemaphoreExも参照してください。 
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B.6.5 rwTrySemaphoreEx 
 

構 文 

long rwTrySemaphoreEx(long myTid, unsigned long semaphore) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long myTid rwNameAttachが戻した TID 

unsigned long semaphore rwOpenSemaphoreEx が戻したセマフォ

ID 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwTrySemaphoreExは、パラメータとして伝えられた IDに関連するセマフォ

の所有権を獲得しようとします。 

このセマフォをすでに他のスレッドが所有している場合は、この関数は 0の

戻り値ですぐに戻ります。 

セマフォが現在所有されていない場合は、この関数は rwGetSemaphore 関数

として正確にセマフォの所有権を獲得します。 

 

この呼び出しスレッドは、セマフォの所有権の必要性がなくなったときに、

rwReleaseSemaphoreEx関数を呼び出します。 

 

rwTrySemaphoreExは rwTrySemaphoreと類似しているもので、RTOS-WinJAPI

に存在しています。Windowsからのセマフォの同じタイプにおいて操作され

ます。このようにして RTOS-WinJおよび Windowsは、こういったセマフォを

使用して同時性を保つことができます。 

 

参 照 

rwGetSemaphoreEx,rwOpenSemaphoreEx,rwReleaseSemaphoreEx, 

rwCloseSemaphoreExも参照してください。 
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B.7 デバッグトレースユーティリティ 

 

B.7.1 rwDumpDebugTrace 
 

構 文 

long rwDumpDebugTrace(long ClearBuffer) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long ClearBuffer トレースバッファをクリアするフラグ 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwDumpDebugTraceは、トレースバッファをダンプファイルにコピーします。 

rwSetTraceDumpFileへの呼び出しがダンプファイルネームを指定します。 

rwDumpDebugFile関数が呼び出されるたびに、ダンプファイルのコンテンツ

は上書きされます。 

 

このダンプファイルを保存するためには、rwSetTraceDumpFile を呼び出し

新しいダンプファイル名へ変更するか、rwDumpDebugTrace を再び呼び出す

前に現在のダンプファイルを異なったファイル名へコピーします。 

 

ダンプファイルはバイナリフォーマットにあることに注意してください。 

この rwFormatTraceFileコールを使用して、このトレースファイルを人間が

判読可能な ASCIIフォーマットへフォーマットしてください。 

 

ClearBufferフラグが、rwDumpDebugTrace関数が、ダンプ後にトレースバッ

ファをクリアにします。0ではない数値は、ダンプが発生した後トレースバ

ッファが空になる必要があることを示します。（rwTraceDataAvailable は

falseを戻します。） ClearBufferのために 0が渡される場合、このデータ

はダンプ後にトレースバッファに残ります。rwStartTraceMonitoring への

呼び出しは、モニタリングが開始されるときに、自動的にトレースバッファ

をクリアにします。 
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rwDumpDebugTraceは、モニタリングがアクティブではないときに唯一呼び

出 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。（ 例 、 rwGetTraceState は

RW_TRACE_STATE_DORMANT を戻します。） RW_TRACE_STATE_DORMANT は、

trace.hにおいて次のように定義されます。 

 

＃define RW_TRACE_STATE_DORMANT 1 

 

トレースモニタリングがアクティブである間に、ユーザーがトレースファイ

ルをダンプしようとする場合（例、rwStartTraceMonitoring は呼び出され

ていて、ストップトリガ、あるいはフルのバッファ、rwStopTracingコール

がトレーシングを停止していない）、rwDumpDebugTraceは失敗します。 

 

参 照 

rwSetTraceDumpFile,rwFormatTraceFileも参照してください。 
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B.7.2 rwFormatTraceFile 
 

構 文 

long rwFormatTraceFile(char* infile, char* outfile) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* infile バイナリダンプファイルのファイルネ

ーム 

char* outfile 初期化済み ASCIIファイル用ファイル 

ネーム 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwFormatTraceFileは、二進ファイルを人間が判読可能な ASCIIにフォーマ

ットします。このフルパスは、それぞれのファイルに提供される必要があり

ます。 

ｉnfileは現在のファイル（例、以前記録された一つである場合があります。）

になる必要がない rwDumpDebugTrace によってアウトプットされるファイル

のことです。 

rwFormatTraceFileは、機能させるために RTOS-WinJシステムがアクティブ

になることを要求しません。 

フォーマットされた出力ファイルを生成するために、この関数は適切なイン

プットファイルが存在するように要求します。 

 

参 照 

rwDumpDebugTrace,rwSetTraceDumpFileも参照してください。 
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B.7.3 rwFormatTraceFileCSV 
 

構 文 

long rwFormatTraceFileCSV(char* Dumpfile, char* outfile) 
 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Dumpfile バイナリダンプファイルのファイルネ

ーム 

char* outfile 初期化済み ASCII CSV ファイル用ファ

イルネーム 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwFormatTraceFileCSVは、バイナリファイル、ダンプファイル、ASCII、

人間／コンピュータが判読可能な、コンマで区分された書式を

Outfileにフォーマットします。 

 

このフルパスは、それぞれのファイル用に提供されます。 このダン

プファイルは rwDumpDebugTrace がアウトプットしたファイルのこと

です。 

このダンプファイルは現在のファイルになる必要がありません。 

（例、Dumpfileは以前に記録されたファイルになる場合があります）。 

rwFormatTraceFileCSVは、RTOS-WinJシステムがアクティブになるよ

うに要求しませんが、初期化済みのアウトプットファイルを発生させ

るために、適切なインプットファイルが存在するように要求します。 

この CSVファイルのフォーマットは次のようになります。 

（示されるように、このイベントシンボリック定数はファイルの中に

は記録されません。異なったイベントレコードのタイプのフォーマッ

トを区別するためにここに含まれています。） 
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     Number Of Records,Time scale 

     RW_TRACE_EVENT_ENTER_INTERRUPT 

     RW_TRACE_EVENT_LEAVE_INTERRUPT 

      Description,Interruptｍ,Timestamp,Active Tid,N/A 

     RW_TRACE_EVENT_ENTER_FUNCTION 

      Description,Function Name,Timestamp,Calling Tid,N/A 

     RW_TRACE_EVENT_LEAVE_FUNCTION 

      Description,Function Name,TimeStamp,Calling Tid,ReturnValue 

     RW_TRACE_EVENT_ENTER_SYSTEM_TIMER： 

     RW_TRACE_EVENT_LEAVE_SYSTEM_TIMER： 

      Description,N/A,Timestamp,Calling Tid,N/A 

     RW_TRACE_EVENT_CALL_USER_TIMER 

     RW_TRACE_EVENT_RETURN_USER_TIMER 

     RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_NT 

     RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_RW 

Description,N/A,Timestamp,Active Tid,N/A 

RW_TRACE_EVENT_NT_FAULT 

     RW_TRACE_EVENT_ENTER_PROCESSOR_FAULT 

     RW_TRACE_EVENT_LEAVE_PROCESSOR_FAUL 

   Description,Fault Number,Timestamp,Faulting Tid,Fault Address 

     RW_TRACE_EVENT_FAULT_LOCATION 

      Description,Error Code,Timestamp,Active Tid,Code Address 

     RW_TRACE_EVENT_USER_EVENT 

     Description,User Code,imestamp,Calling Tid,User Parameter 

 

二つのイベント記録及びマイクロセカンドタイムスタンプを持つト

レース CSVファイルは次のように表されます。 

 

2,Microseconds 

Enter Kernel Call,rwSend,0,5,N/A 

Enter Interrupt,0,3,5,N/A 
 

参 照 

rwDumpDebugTrace,rwFormatTraceFile も参照してください。 
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B.7.4 rwGetStartupTracing 
 

構 文 

long rwGetStartupTracing(long* Trace) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* Trace フラグ用保管位置 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetStartupTracingは、トレース内の自動立ち上げトレースモニタリング 

フラグの現在数値を検索します。自動立ち上げトレースモニタリングの詳細

に関しては rwSetStartupTracingを参照してください。 

 

参 照 

rwSetStartupTracingも参照してください。 
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B.7.5 rwGetTraceBufferMode 
 

構 文 

long rwGetTraceBufferMode(long* Mode) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* Mode 現在バッファモードの位置 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceBufferMode は、使用される現在のモードの位置を、Mode 内のバ

ッファイベントに戻します。このモードは trace.hにて次のように定義され

ます。  

 

＃define RW_TRACE_BUFFER_ONESHOT 1 

＃define RW_TRACE_BUFFER_CIRCULAR 2 

 

ONESHOTバッファは、バッファが一旦フルになるとイベントのモニタリング

を停止します。 

イベントにおいては、そのフルバッファの示すものは、他のストップトリガ

のように機能します。サーキュラバッファは、バッファがフルになった後に、

イベントのモニタリングを続けます。 

もっとも古いイベントは、循環式で単純に上書きされます。 

 

参 照 

rwSetTraceBufferModeも参照してください。 
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B.7.6 rwGetTraceBufferSize 
 

構 文 

long rwGetTraceBufferSize(long* BufferSize) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* BufferSize 現在のバッファサイズ 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceBufferSize は、BufferSize におけるエントリ（記録）の数の中

のトレースバッファのサイズを戻します。 

アクティブなトレーシングは、システム内でイベントごとに一つのレコード

を使用します。 

 

参 照 

rwSetTraceBufferSizeも参照してください。 
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B.7.7 rwGetTraceDumpFile 
 

構 文 

long rwGetTraceDumpFile(char* Filename, long len) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* Filename トレースダンプファイルネーム 

long len バッファファイルネームの長さ 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceDumpFile は、現在のトレースダンプファイルのネームを検索し

ます。 

ト レ ー ス ダ ン プ  フ ァ イ ル ネ ー ム に 関 す る 更 に 詳 し い 情 報 は

rwSetTraceDumpFileを参照してください。 

 

参 照 

rwDumpDebugTrace,rwSetTraceDumpFileも参照してください。 
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B.7.8 rwGetTraceState 
 

構 文 

long rwGetTraceState(long* State) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long* State 現在のステートの位置 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceStateは、トレースモニタリングの現在ステートの位置を戻しま

す。さまざまの状態は、trace.hに以下のように定義されています。 

 

＃define RW_TRACE_STATE_NOTREADY 0 

//引き続きシステム立ち上げ中、トレース使用は不可 

 

＃define RW_TRACE_STATE_DORMANT 1 

//トレーシングはアクティブではなく、設定される可能性あり 

 

＃define RW_TRACE_STATE_MONITORING 2 

//rwStartTraceMonitoringはスタートトリガを検索中に呼ばれる 

 

＃define RW_TRACE_STATE_TRIGGERED 4 

//記録、スタートトリガが発生している 

 

＃define RW_TRACE_STATE_PAUSED 8 

//内部ステート、モニタリングは一時的に休止 

 

すべての設定関数（例、rwSetTraceTriggers,rwSetTraceBufferSize）は、

トレ－スステートが RW_TRACE_STATE_DORMANT である間に呼び出されなけれ

ばなりません。 
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B.7.9 rwGetTraceTriggers 
 

構 文 

long rwGetTraceTriggers(unsigned long* StartTrigger, 

unsigned long* StopTrigger) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long* StartTrigger スタートトリガを置く位置 

unsigned long* StopTrigger ストップトリガを置く位置 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwGetTraceTriggers は、イベントの記録を開始（および停止）させるトリ

ガの位置を StartTrigger および StopTrigger のトレースバッファに戻しま

す。トレーストリガに関する更に詳しい情報は rwSetTraceTriggers を参照

してください。 

 

参 照 

rwSetTraceTriggersも参照してください。 
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B.7.10 rwSetStartupTracing 
 

構 文 

long rwSetStartupTracing(long Trace) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long Trace 使用可能なトレーシングスタートアッ

プを示すフラグ 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetStartupTracingは、システム起動時のトレースモニタリングを使用可

能にするフラグを設定あるいはクリアにします。 Traceの数値が 1の場合、

rwStartTraceMonitoringは、システムが rwStartApplicationが起動すると

きに自動的に呼び出されます。 

必ず、必要なすべての設定関数を呼び出してから、システムが起動してから

最初の数秒間のうちに発生するプロセッサの不具合をデバッグしようとす

る際に rwStartApplicationを呼び出すようにしてください。 

（例、rwSetTraceDumpFile） 

rwSetStartupTracing は、Trace と共に呼び出してゼロに設定すると、自動

トレースモニタリングは使用不可となり、トレースモニタリングを開始する

ために rwStartTraceMonitoringを呼び出す必要があります。 

 

参 照 

rwStartTraceMonitoringも参照してください。 
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B.7.11 rwSetTraceBufferMode 
 

構 文 

long rwSetTraceBufferMode(long Mode) 

  

引 数 

型 引数名 説 明 

long Mode バッファリングモードを設定 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceBufferMode は、Mode を使用してバッファリングイベント用モー

ドを設定します。このモードは trace.hにおいて次のように定義されます。 

 

＃define RW_TRACE_BUFFER_ONESHOT 1 

＃define RW_TRACE_BUFFER_CIRCULAR 2 

 

ONESHOTバッファは、一旦バッファがフルになると、モニタリングイベント

を停止します。 

イベントにおいて、このフルのバッファは他の（更なる）ストップトリガと

して作動します。最も古いイベントが循環式で単純に上書きされます。 

rwSetTraceBufferMode は、モニタリングがアクティブではないとき（例、

rwGetTraceState は RW_TRACE_STATE_DORMANT を戻します）、あるいは

RTOS-WinJシステムがダウンしている時に、唯一呼び出される可能性がある

ものです。 

 

参 照 

rwSetTraceBufferSizeも参照してください。 
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B.7.12 rwSetTraceBufferSize 
 

構 文 

long rwSetTraceBufferSize(long BufferSize) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

long BufferSize エントリーの数の中のトレースバッフ

ァのサイズ 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceBufferSize は、BufferSize を使用してエントリの数の中のトレ

ースバッファのサイズを設定します。アクティブなトレーシングはシステム

内のイベントごとに一つの記録を使用します。rwSetTraceBufferSize は、

モニタリングがアクティブではないとき（例、 rwGetTraceState は

RW_TRACE_STATE_DORMANTを戻します）、あるいは RTOS-WinJシステムがダウ

ンしている時に、唯一呼び出される可能性のあるものです。 

 

参 照 

rwSetTraceBufferModeも参照してください。 
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B.7.13 rwSetTraceDumpFile 
 

構 文 

long rwSetTraceDumpFile(char* filename) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

char* filename 新しいトレースダンプファイルネーム 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceDumpFile は、ファイルネームを使用してデバッグ トレース ダ

ンプファイル用のファイルネームを設定します。このトレースバッファは、

rwDumpDebugTrace が呼び出されるときに、rwSetTraceDumpFile が指定した

ファイルにダンプされます。フルパスのネームは必ずダンプファイルネーム

として指定されなければなりません。 

 

参 照 

rwDumpDebugTrace,rwGetTraceDumpFileも参照してください。 
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B.7.14 rwSetTraceTriggers 
 

構 文 

long _cdecl rwSetTraceTriggers(unsigned long StartTrigger, 

unsigned long StopTrigger) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

unsigned long StartTrigger モニタリングイベントを開始させるト

リガ 

unsigned long StopTrigger モニタリングイベントを停止させるト

リガ 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwSetTraceTriggers は、トレースバッファへのイベントの記録を開始（お

よび停止）させるトリガを設定します。二つ以上のトリガが、スタートおよ

びストップトリガ両方用に設定される場合があります。この関数は複数のト

リガ、あるいはトリガ識別子を一緒にシングル 32 ビット値に設定します。 

トリガの中には両方のトリガにおいて有効ではないものもあります。このト

リガ識別子は trace.hにおいて次のように定義されます。 

 

＃define RW_TRACE_EVENT_ENTER_INTERRUPT 0x0001 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_INTERRUPT 0x0002 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_ENTER_FUNCTION 0x0004 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_FUNCTION 0x0008 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_ENTER_SYSTEM_TIMER 0x0010 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_SYSTEM_TIMER 0x0020 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_CALL_USER_TIMER 0x0040 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_RETURN_USER_TIMER 0x0080 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_ENTER_PROCESSOR_FAULT 0x0100 

//停止のみ 

＃define RW_TRACE_EVENT_LEAVE_PROCESSOR_FAULT 0x0200 

//停止のみ 
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＃define RW_TRACE_EVENT_USER_EVENT 0x0400 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_START_MONITORING 0x0800 

//開始のみ 

＃define RW_TRACE_EVENT_FAULT_LOCATION 0x1000 

//使用しないでください、内部で使用 

＃define RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_NT 0x2000 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_RW 0x4000 

//開始または停止 

＃define RW_TRACE_EVENT_NT_FAULT 0x8000 

//使用しないでください、内部で使用 

 

このコメントはトリガが有効である場所を識別します。 継続する 

モ ニ タ リ ン グ 用 の 良 好 な ス タ ー ト ト リ ガ は 、 識 別 子

RW_TRACE_EVENT_START_MONITORINGです。 

この識別子は、rwStartTraceMonitoring 関数コールが作成されるとできる

だけすぐに、イベントの記録をトリガします。 

この識別子 RW_TRACE_EVENT_SWITCH_TO_RWは、有用なスタートリガでもあり

ます。この識別子は、次のコンテキストが Windowsから RTOS-WinJへスイッ

チバックすると、イベントの記録を開始します。  

既知の外部 RTOS-WinJ ハードウェアインタラプトが予想される場合は、

RW_TRACE_EVENT_ENTER_INTERRUPT は良好なスタートトリガとなる条件を有

しています。（あるいはユーザーが捕らえようとしているものによっては、

ストップトリガになる場合もあります。）ストップトリガ用に０が指定され

る場合、トレーシングは rwStopTracing関数コールをしようして停止された

ままであることもあります。 

rwSetTraceTriggers は、モニタリングがアクティブではないとき（例、

rwGetTraceState が RW_TRACE_STATE_DORMANT を戻す）、あるいは RTOS-WinJ

システムがダウンしているときは、唯一呼び出される可能性があるものです。 

 

参 照 

rwGetTraceTriggers,rwStartTraceMonitoring,rwStopTracingも参照して 

ください。 
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B.7.15 rwStartTraceMonitoring 
 

構 文 

long rwStartTraceMonitoring(void) 

 

引 数 

 なし 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwStartTraceMonitoring は、トリガ／イベント用のモニタリングを開始し

ます。スタートトリガイベントが一旦発生すると、ほかの全てのイベントが

トレースバッファに記録されます。 ストップトリガが一旦発生すると（あ

るいは one-shotトレースバッファでトレースバッファがフルになると）、ト

レースモニタリング（あるいはイベントの記録）が停止します。ストップト

リガあるいはフルのバッファは、実際には、自動 rwStopTracing 関数です。 

RwStartTraceMonitoring が呼び出されるまで検出されるイベントやトリガ

はない、ということに注意してください。このストップトリガが一旦発生す

ると、このバッファは one-shot バッファでフルになり、あるいは

rwStopTracing は呼び出され、その後 rwStartTraceMonitoring が再び呼び

出されるまで検出されたり記録されるイベントやトリガは他にありません。 

 

rwStartTraceMonitoring への呼び出しは、モニタリングが開始されるとき

に自動的にトレースバッファをクリアします。 

 

 
注意：rwSetTraceBufferMode,rwSetTraceBufferSize,rwSetTraceTriggers を呼び出

してから、rwStartTraceMonitoring への呼び出しとともにモニタリングを開

始してください。 

 

 

参 照 

rwSetTraceBufferMode,rwSetTraceBufferSize,rwSetTraceTriggers, 

rwStopTracingも参照してください。 
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B.7.16 rwStopTracing 
 

構 文 

long rwStopTracing(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwStopTracingはトリガ／イベント用モニタリングを停止し、スタートトリ

ガがすでに発生している場合は記録イベントを停止します。ストップトリガ

は、実際にはストップトリガイベントが発生するときにシステムが自動的に

開始する rwStopTracingへの呼び出しのことです。 

 

 
注意：ストップトリガ用に 0 が指定されている場合、モニタリングを停止する唯一

の方法は、rwStopTracing コールを使用することです。 

 

 

参 照 

rwStartTraceMonitoringも参照してください。 
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B.8 その他 

 

B.8.1 rwAttachDebugWindow 
 

構 文 

long rwAttachDebugWindow(HWND hwnd) 

 

引 数 

型 引数名 説 明 

HWND hwnd メッセージ送信先のリストボックスウ

ィンドウハンドル 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwAttachDebugWindowは、指定ウィンドウへの RTOS-WinJシステム内でプリ

ントされるすべてのデバッグステートメントを送信するように、RTOS-WinJ

システムに知らせます。 

（RTOS-WinJAPIの rwDebugと rwPrintを参照してください。）このウィンド

ウハンドルは、リストボックスへのハンドルとなります。 

rwStartApplication が自動的に rwAttachDebugWindow コールを実行するの

で、ユーザーのフロントエンド内で rwStartApplicationが使用される場合、

i＼Itはこの関数を呼び出す必要はありません。この関数は、フロントエン

ド Windowsアプリケーションによって使用されますが、このアプリケーショ

ンは RTOS-WinJ システムがアクティブである間に開始あるいは停止される

場合があります。 

このプログラムは、開始したときに rwSystemActiveを呼び出します。 

rwSystemActiveが、RTOS-WinJシステムはすでに実行中であることを示す場

合は、Windowsプログラムは rwAttachDebugWindowを呼び出して、実行中の

システムからデバッグメッセージを検索することもあります。 このフロン

トエンドプログラムは、抜け出るときに rwDetachDebugWindowを呼び出しま

す。 

 

参 照 

rwDetachDebugWindowも参照してください。 
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B.8.2 rwClearDebug 
 

構 文 

void rwClearDebug(void) 
 

引 数 

なし 

 

戻り値 

なし 

 

解 説 

rwClearDebugは、RTOS-WinJ RunTimeアプリケーションのデバッグリ

ストをクリアにします。 

 

参 照 

なし 
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B.8.3 rwDetachDebugWindow 
 

構 文 

long rwDetachDebugWondow(HWND hwnd) 
 

引 数 

型 引数名 説 明 

HWND hwnd RW から分離するリストボックスウィ

ンドウハンドル 

 

戻り値 

1 ：  成功 

0 ： 失敗 

 

解 説 

rwDetachDebugWindowは、指定ウィンドウへの RTOS-WinJ（RTOS-WinJAPIの

rwDebug及び rwPrintを参照してください）システム内でプリントされるデ

バッグステートメントの送信を停止することを、RTOS-WinJシステムに知ら

せます。このウィンドウハンドルは、rwAttachDebugWindow あるいは

rwStartApplicationが以前与えたハンドルとなります。RTOS-WinJの 4.3バ

ージョンを始め、二つ以上のデバッグメッセージを検索する場合があること

に注意してください。 

 

参 照 

rwAttachDebugWindowも参照してください。 
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B.8.4 rwGetSystemTime 
 

構 文 

unsigned long rwGetSystemTime(void) 

 

引 数 

なし 

 

戻り値 

システムが起動してからの時間を表す現在のミリセカンドタイムスタンプ

カウンタ 

 

解 説 

rwGetSystemTimeは、現在の RTOS-WinJシステムタイムを戻しますが、これ

は RTOS-WinJシステムが起動してからのミリセカンドの数のことであり、通

常は相対的な時間を測定するために使用します。 

 

参 照 

なし 
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TEL：048-959-9487 
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